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あとがき

グロリアスドーン　ｂｉｏクラフト設定資料集







《ＰＨＡＳＥ―０１：００　朱あか～Vermilion～》







　広い庭に出られるのは空が朱に染まる頃ころ。昼が夜に変わる夕暮の時間だけ。それ以外はずっと屋や敷しきの中で勉強や習い事。朝に起きた時から、夜に床とこへ着く直前まで。

　学校に行くのも週に一日か二日くらい。もうじき中学二年生になるけれど、実感があるはずもない。

　少女が住むのは広い広いお屋敷の中。色とりどりの花か壇だんに囲まれた庭の中。

　ここには何でもある。何でも取り寄せると少女の父は言う。学校には進級できる程度に行けば良い。勉強は家庭教師に教われば良い。友達さえも見つけてくると少女に言う。でも連れてこられた『お友達』は、壊こわれ物ものに触ふれるように、恐おそる恐る声をかけるだけ。

「静しず花かちゃん、こんにちは」

「静花ちゃん、遊びましょう」

「静花ちゃん、楽しいね」

「静花ちゃん、さようなら」

「静花ちゃん、静花ちゃん、静……」

　決められた台詞せりふをそらんじるだけの、顔の区別もつかない『お友達』。決められた時間通りにやってきて、決められた時間通りに帰っていく『お友達』。何も受け取ってくれず、何も与あたえてくれない『お友達』。

　そんな『お友達』よりも本当の『お友達』は、広い庭に植えられた色とりどりのお花たち。それが少女の『お友達』。でも会えるのは一日のほんの短い時間。空が朱に染まる夕暮だけ。それが少女の唯ゆい一いつと言ってもいい自由な時間。そして、もう一人の『お友達』がやってきた時間。




　何の前まえ触ぶれもなく目の前に現れた現象に、上かみ温おん湯ゆ静花はどうする事も出来なかった。如じよ雨う露ろを手にしたまま、その場にへたりこんでしまうだけだった。

　いつもの夕暮、いつもの花壇。いつものように使い慣れた如雨露を手に、花に水をやろうとしたその時だ。

　それは現れた。

　突とつ然ぜん、花壇の中央に白く細い光の迸ほとばしりが渦うずを巻き始めたかと思うと、それは見る間に竜たつ巻まきのように天へと昇のぼり始めたのだ。夕暮の朱の中に浮うかび上がる光が渦巻くため、あたかも周囲は強風が吹ふき荒あれているかのような錯さつ覚かくに陥おちいるが、花びらや葉がわずかに揺ゆらめくだけで、音らしい音も立てておらず、空気そのものはほとんど動いていない。

　光の渦は屋敷の塀へいよりも、庭に植えられた木々の梢こずえよりも、そして三階建ての屋敷の屋根よりも高く、夕暮の朱の中へとそびえ立つ。

　静花は不思議と恐きよう怖ふは感じなかった。恐れや怯おびえによってへたりこみ、その場から動けなくなったわけではなかった。むしろ今まで一度たりとも目にした事のない、奇き妙みようなその光景に魅み入いられてしまったと言った方が正しい。

　小こ柄がらな静花が見上げる事もつらくなった程の高さ、ちょっとした高層マンション並の高さまでに光の渦が達した、その次の瞬しゆん間かんだ。

　渦を巻く細い光の奔ほん流りゆうは、ぱっと空へと散ってしまった。それは自らが回転する遠心力に耐たえきれず、飛び散ってしまったかようにも見えた。

　その物体は光の渦が飛び散った後に姿を現したのだ。

　それは天へと伸のびる巨きよ大だいなハンマー。柄えの部分を下に、槌つちの部分を上にして、静花の目の前にそそり立つハンマー。こんな巨大なハンマーを誰が手にして使うというのか。手に持って使うためのものでないとしたら、なぜこんな格好をしていなければならないのか。

　それはまだ分からない。しかし静花の目の前に突然、現れたその物体は、全長数10メートルは有りそうな巨大なハンマーの姿をしていたのは確かなのだ。

　異様な現象はそこで終わってはくれなかった。いま姿を現したかと思ったその巨大なハンマーが、再び金色の光に包まれ始めたのだ。だが今度は渦を巻く光ではない。ハンマーそのものが光と化して、まるで折り紙のように小さく丁てい寧ねいに折おり畳たたまれていくかのようだ。

　静花の目の前でハンマーは見る間に小さな光の塊かたまりへと姿を変えていく。その大きさが子供くらいの大きさになった時だ。光の塊からやにわに女の子が姿を現したのだ。

　夕焼けの空にとけこむような赤というよりはオレンジ色に近い髪かみの色。プリムローズイエローのワンピースは花びらのように裾すそが広がり、静花と同じかそれよりも小柄な女の子の身体を包んでいる。

　続けざまに起きた異変を前に呆あつ気けに取られる静花の目の前で、光の中から姿を現したオレンジ色の髪の女の子は、花壇の側に設けられたベンチの上に降り立とうとする。だがしかし足を滑すべらせバランスを崩くずした挙げ句、花壇の中へとひっくり返ってしまったのである。

　女の子の思いがけない行動に静花はぽかんとするだけ。しかし光の渦や巨大なハンマーが姿を現した時とは違ちがう。思いがけない出来事に魅入られたのではなく、突然、現れた女の子の意外な行動の結果にどう反応していいのか分からなかったのである。

　花壇の中からじたばたともがきながら立ち上がろうとする女の子の姿に、静花はようやく我に返った。如雨露を傍かたわらに置き、助け起こそうと立ち上がる。相手が正体不明の光の渦や巨大なハンマーではなく、自分と同じか少し年下くらいの背格好の女の子となれば、対応に困ることも無い。

「あの、大だい丈じよう夫ぶ？」

　そう言いながら駆かけ寄よった静花の目の前で、女の子は勢いを付けてようやく立ち上がった。余りに勢いよく立ち上がったものだから、危うく静花と女の子は頭から正面衝しよう突とつしそうになるが、なんとか寸前でそれだけは免まぬがれる事が出来たようだ。しかし結果的に静花は、その正体不明の女の子の顔を真正面から覗のぞき込む事になってしまった。

　オレンジの髪。そしてくりくりっとした碧みどりの瞳ひとみ。それが静花を正面から見つめている。女の子は目の前の静花の姿に、少し小首をかしげたものの、すぐさま口を開いて尋たずねた。

「ここどこ？」

「……え？」

　いきなり現れて『ここどこ？』と聞かれても静花は困こん惑わくするだけ。むしろ静花の方にこそ聞きたい事はあるのだ。しかし碧の瞳を好こう奇き心しんに輝かがやかせて自分の方を覗き込む女の子に、静花はどうしても厳しい言葉を返す事は出来なかった。

「えっと、私のお父さまのお屋や敷しき」

「日本？」

「うん」

「地球？」

「うん」

　聞く順番が逆じゃないか、それに日本語で尋ねているじゃないかと思いながらも静花は答えた。

「ふ～～ん」

　オレンジ色の髪をした女の子は、碧の瞳の視線を上目使いにして何か考え込んでいる様子だ。何か尋ねるなら今がチャンスだ。どうにもこの女の子はそそっかしい。この機を逃のがすと、また尋ねる頃ころ合あいを見失ってしまうかもしれない。

「あなた……」

　静花がそう言いかけた時だ。ひっくり返った拍ひよう子しにまとわりついていたのだろう。オレンジ色の髪から葉っぱと花びらがひらりと女の子の顔の間へと落ちてきた。

「……ん？」

　女の子は目の前に落ちてきた花びらをつまみ上げ、そしてようやく気がついたようだ。パッと背後を振ふり返ると、夕日の中に広がる花か壇だんを発見するや歓かん声せいを上げた。

「うわぁ～～ッ!!　お花だぁ～～!!」

　全身で花壇を発見した喜びを表すかのように、女の子は両手を勢い良くぶるんぶるん振り回してみせる。そそっかしいだけではない。どうやらこの子は相当に落ち着きがないようだ。

　そんな女の子の後ろ姿に静花はため息を洩もらしながらも笑みを浮うかべていた。

「あの……、お花好き？」

　静花がそう尋ねると、女の子は元気良く振り返り答える。

「うん、大好き！」

　屈くつ託たく無く微笑ほほえみながら女の子は素直にそう言った。

「向こうの温室にもっと色んなお花が有るの。見に行く？」

「うわぁ、行く行く!!　もっとお花見たい!!」

「じゃあ、行こうか。えっと……」

　そう言いかけた静花の言葉が途と中ちゆうで止まる。オレンジ色の髪をした女の子は、この時ばかりは勘かん良よく、静花が問う前に口を開いた。

「ティル！　ティルって呼んでいいよ。あなたは？」

　ティルと名乗ったオレンジ色の髪の女の子に静花も自己紹しよう介かいする。

「上温湯静花。私も静花でいいわ」

「じゃあお花、見に行こう、静花！」

　ティルは待ちきれないといった様子で、両手を勢いよくぶんぶん振り回す。

「うん、こっち。あ、でも……」

　屋敷を挟はさんで花壇の反対側にある温室の方へティルを案内しようとした足を止める。

「ティルが温室に入ってるのを見つけたら、お屋敷の人に怒おこられるかも……」

「大丈夫だよ！」

　すっかり温室のお花に頭が一いつ杯ぱいになってしまっているのか、ティルは早くも静花が向かいかけた方向へ駆け出しそうだ。その足を止めてティルは静花に言った。

「今の私たちの姿は、誰にも見えないようにしてあるから大丈夫！　お花、見に行こう、お花！」

　自分の方へ手を差さし伸のべるようにしてそう言ったティルの姿に静花は確信した。

　花で飾かざられた小こ綺ぎ麗れいな籠かごの鳥と言っても、静花は世間知らずというわけでもない。父が付けてくれた家庭教師は、現代社会や世相についても的確に教えてくれていた。現在における主要各国の首脳、政治体制、他国との関係についても承知しているし、ここ数十年の社会の動きについてもその辺の大人よりも詳くわしく語れる程だ。

　だから二十年程前にやってきた、その存在についての知識も充じゆう分ぶんにある。記き憶おくに有るその存在の有り様とはいささか違ちがいはあるものの、すでに分かっている知識が全てではないと悟さとるだけの聡そう明めいさが静花にはあった。

「ティル、あなたもしかしたら……」

　うずうずしているティルに引きずられるようにして、温室に向かって歩を早めながら静花はそう尋たずねかける。しかしその言葉が終わらぬうちに、ティルの方が先に答えてしまった。

「うん、そう！」

　ティルは静花が何を聞きたいのか充分に承知していたようだ。屈託のない笑顔で答えた。

「私はｂｉｏビオクラフトだよ！」

「そっか」

　静花は不思議な安あん堵ど感かんが自分を包む込むのを感じていた。

「そうだよ！」

　にこにこと人なつっこい笑顔を浮かべるティルに、静花も笑みを返しながら言った。

「じゃあ、温室でお花、見ようね」

「うん、お花、お花!!」
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　大おお空ぞら広ひろ海みは上じよう機き嫌げんで何かの歌を口ずさみながらデジカメを鞄かばんにしまう。メモ帳を取り出し、これからのスケジュールを確認しようとした所で、人の気配に気付いて歌を止め、頭を巡めぐらせた。

「あ、あの御ご免めんなさい！」

　ガレージのドアの隙すき間まから覗のぞき込んでいたのは、艶あでやかな黒い髪かみを肩かたの長さで丁てい寧ねいに揃そろえた少女。華きや奢しやでどこかはかなげな印象がするのは、深いオリーブグリーンの色をした古風なジャンパースカートに身を包んでいるためだけもあるまい。

　どうやら少女は滅めつ多たに人が入ることのないガレージから、歌が聞こえてきた事を訝いぶかって覗き込んだようだ。

「あ～～、いいのいいの。こちらがお邪じや魔ましているんだから」

　広海がそう言っても少女は申し訳なさそうな顔をして頭を下げるだけだ。そんな少女の背後からまた声がかけられる。

「おや、どうかなさいましたか。静花お嬢じようさま？」

　そう言いながら静花の立つドアの所へやってきたのは、この屋や敷しきの使用人である村むら井いだ。使用人と言ってもきっちりとスーツを着こなし、何事に対しても丁寧な物もの腰ごしを崩くずさぬところは、むしろ執しつ事じのような雰ふん囲い気きさえ有る。

「あの、私。お仕事中に覗いてしまって、お気を悪くなされてないかと……」

　まるで自分の方がこの屋敷を訪れた部外者であるかのように静花は言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。これで仕事は全部、終わったから」

　相変わらず済まなさそうな顔をする静花へと広海は笑いかける。それでもばつの悪い顔をする静花に助け船を出すように村井が声をかける。

「静花お嬢さま。今日は五時半から大池さまの御お宅たくでパーティーの予定が入っております。そろそろ準備をいたしませんと」

「あ、いけない！　御免なさい、すぐに準備します」

　そう言うと静花はきびすを返して、ガレージのドアの前から駆かけ出していった。

「この春から中二でしたっけ？」

　プリーツの入ったオリーブグリーンのスカートを翻ひるがえす静花の後ろ姿に広海は尋ねる。

「はい」

　ガレージの中へ歩み入りながら村井は答えた。

「う～～ん。中学二年生、黒くろ髪かみおかっぱのはかなげな美少女か。善よき哉かな、善哉。やっぱり女の子はいいわねぇ。男の子は育て甲が斐いがないわ」

「ははは、女の子は女の子で大変ですよ」

　広海の言葉に村井は苦笑する。

「大空さまの息子さんは、確か今年から高校でしたね。もうじき楽をさせて貰もらえる年とし頃ごろにはなってきたんじゃないですか？」

「うちのはまだまだ時間がかかりそうですけどね」

　広海は苦笑と共にそう言うと、改めてガレージの中を見回す。

「今いま更さらですが、取材に協力して下さって有り難うございます。これで良いものが書けそうですわ」

　そう言う広海の視線の先には、ビンテージカー、クラシックカーが何台も並んでいる。出版社で翻ほん訳やく関係の仕事をしている広海の所へ、クラシックカー関係の企き画かくが持ち込まれたのだ。まったくの門外漢という事もあって、乗り気ではなかった広海だが、他に引き受け手もなく、結局は担当する羽目になったのである。しかし紙やネットの資料だけではどうしても分からない所が出てきてしまった。もともとの知識がないから専門家の説明だけではピンと来ない。何とか実物を見ることが出来ないかと八方手を尽つくしてみたところ、東京近きん郊こうに住むある資産家が、該がい当とうする車種をコレクションしていると分かったのだ。

　その資産家とは上温湯伊い佐さ武む。言うまでもなくこのガレージは上温湯の屋敷の一角にある。何回かに分けて、数ヶ月前から取材に来ていたのだが、今日でその仕事も終しゆう了りようだ。

「そうですか。それは結構な事です。旦だん那なさまもお喜びになることでしょう」

　村井はそう言うが、広海は取材を申し込んだ時はもちろん、今の今までこのクラシックカーの持ち主である上温湯伊佐武とは会っていない。どうやらかなり忙いそがしい人間なのは確かなようだ。

「旦那さまは『自分は無学故にものの価値が分からん。良いと勧すすめられたものを買っただけだ。しかしそれではただ死蔵することになる。だから社会の為ためになる形で使ってくれ』と良くおっしゃっています。こうして皆みなさまの役に立つことこそ旦那さまの理想でしょう」

　そう言いながら村井はガレージの照明を消し、そして広海と共に外へと出ていく。ガレージの外は花々で彩いろどられた立派な花か壇だんが広がっている。花壇だけではない。この屋敷には温室もあればテニスコート、屋内プール、ちょっとしたコンサートホールや映画の上映施し設せつまで完備して有る。さすがに敷しき地ち内にはないが、少し離はなれた所には専用の乗馬施設さえある程だ。

　ガレージなど少数の例外を除けば、これらの施設は伊佐武が自分の楽しみの為に作ったものではない。全て一人娘ひとりむすめの静花の為に作ったようなものなのである。

「それにしても東京都内で、これだけのお屋敷を一代で築かれるとは。さすがに上温湯さんは凄すごい才覚の持ち主ですわね」

　お世辞ではなく実感として広海はそう言うが、一方で荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きさえあるこの屋や敷しきの中の空気から、どことなく寒々しいものを感じているのもまた確かだ。

「お若い頃ころは相当、ご苦労なされたようです。その時の努力が実を結んだということなのでしょう……」

　そう言いながら村むら井いは視界の隅すみで何かを捉とらえた。少し訝いぶかしげな顔をすると、そちらへと視線を向ける。だがその時には視界の隅に入り込んでいたその影かげは消えてしまっていた。

「どうか、なされましたか？」

　広海は村井が気にかけたものに気付いていないようだ。少々、躊躇ためらいながらも念ねんの為、村井は広海にそのことを確認した。

「すいません。一つ確認しておきたいのですが。今日、大空さんはお一人でいらっしゃったはずですね？」

「はい、それが何か？」

　とてもこの春から高校に通うという息子がいるとは思えぬ、若々しい面を村井に向けながら広海はそう答えた。

「いえ、何でもありません。どうやら私の見み間ま違ちがいだったようです」

　首を傾かしげ、そしてもう一度、村井は先程、視界の隅に何かを捉えた方へと頭を巡めぐらせた。先程、そこに静花と、そして同じくらいの年頃の少女が居たように見えたのだ。しかし今一度そちらの方へ視線を向けても、そこは見慣れぬ少女はもちろん、静花の姿さえ見当たらない。

　気のせいだったのだろうか。しかしそれにしてもと村井は自問する。一週間ほど前にも同じようなことがあった。さらに言うなら二週間ほど前から、どうにも静花の様子がおかしい。以前よりも明るくなったように見えるのは、まぁ良いことなのだろうが、夕方近くになるとどこかそわそわした態度が隠かくせなくなっている。

　春休み中とはいえ普ふ段だんから必要最低限しか登校しない静花にとっては大した違ちがいはない。朝早くから家庭教師による勉強や、習い事のスケジュールが組まれており、食事時や就しゆう寝しん前を除けば、自由になる時間というのは夕方の休きゆう憩けい時間の一時間程度しかない。心待ちにするのは分かるが、それにしても以前には見られなかった態度だ。

　それにもう一つ、気にかかることがある。休憩時間には花壇にいるはずの静花の姿が、どうしても見つからぬ時が有るのだ。呼べばひょっこりと顔を出すのだが、広い花壇とはいえ姿を隠す場所などそうあるはずもない。

　静花が密かに友人を招き入れているのかとも思う事があったが、この屋敷は万全のセキュリティを誇ほこっている。たとえ静花といえども村井をはじめとする家人の誰にも気付かれず、外から人を招き入れることはまず不可能。そう、地球上の存在には不可能……。

　村井は広海を案内する足をふと止めてしまう。

　そういえば静花は休憩時間が始まり花壇に出ると、何かを待つかのように朱しゆ色いろに染まる天を見上げていることがあった。

　まさか……。

「どうかいたしましたか？」

　突とつ然ぜん、村井が足を止めたのを訝り広海がそう尋たずねてきた。

「いえ、ちょっと気にかかることがありまして。……私、先程ガレージの照明を消してきましたよね？」

「ええ、確かに」

　咄とつ嗟さにそうごました村井に、広海は何の疑問も持たずにそう答えた。

「そうですか。消し忘れたかと思いまして。いや、それだけのことです」

　まさか、な……。

　困こん惑わくする村井の心中などお構いなしに、一仕事終えて肩かたの荷が降りたのか、後からついて来る広海は何かのメロディを口ずさんでいる。それは一風変わった旋せん律りつであったが、そんなことまで気に留める余よ裕ゆうは村井にはなかった。




「……？」

　やにわにティルは立ち上がり、そちらへと振ふり返る。

「どうかしたの？」

　一いつ緒しよに花か壇だんのベンチに座っていた静花は、怪け訝げんな顔でそう尋ねるが、ティル自身もよく分からないようだ。

「ん～～……、なんか聞こえたみたい」

　首を傾げながらベンチに座り直し、そして静花の方へと向き直ると満面の笑顔で尋ねる。

「ねえ、それで今日は何して遊ぶ？」

　そう言うティルに静花は申し訳なさそうに答えた。

「御ご免めんなさい、実はこの後お呼ばれがあって、今日はもう出かけなきゃいけないの」

　お呼ばれというものが具体的にどういう意味なのか、ティルには全く以て理解できなかったが、それでも静花に遊んでいられる時間がないということは分かる。

「え～～！」

　頬ほおを膨ふくらませるティルに、静花は申し訳なさそうな顔をして続けた。

「それに来週から学校が始まるから、会える時間が不規則になると思うの。新学年だから少しは登校しないといけないから……」

　季節は春、四月。来週から新学期に入る。父親である伊佐武の方針で、勉強は自宅で済ませ、必要最低限しか登校していないとはいえ、新学期ともなるとそうもいかない。クラス割りや新しい教科書の受け取りなど、何日かは続けて登校することになる。もっともその後は試験の時など、進級に必要な最低限の登校しかしないのは、小学校の頃ころからずっと同じだ。

「学校……」

　その単語に首を傾げるや、次の瞬しゆん間かんティルは思わぬ言葉を口にした。

「私も学校に行きたい！　学校に行けば、そこで静花と遊べるよね!!」

「あのね、ティル……。学校は遊ぶ所じゃなくて、勉強する所なのよ。それに私も学校に行くのは最初の一週間くらいだけだから。あとは今まで通り……。今まで通り、遊べるから」

　そうだ。今まで通りだ。

　色いろ鮮あざやかな花々で彩いろどられた屋や敷しきの中で今まで通りに過ごすだけ。今までもそうだった。この先もずっとそうなのだろう。

　静花は自分でも意識せぬうちにティルから目を逸そらせて面を伏ふせていた。ティルがそんな自分を少し心配そうな顔をして見つめていることに、静花は気付くことはなかった。

　顔を伏せたまま言葉を切ってしまった静花に、ティルは両手をぶんぶん振り回しながら何かを懸けん命めいに考えている様子だ。ようやく考えがまとまったのか、ティルはパッと顔を輝かがやかせると、一際、大きな声で言った。

「静花、今度、一緒に遠くに行こうよ！」

　出し抜ぬけに耳元で大声を出された事もあり、静花も驚おどろいて顔を上げる。もっとも大声を出したところで、二人の周囲には量子ブラインドが展開されているので、その内部まで入ってこないと気付かれることはない。

「遠くにって……、どこへ？」

「一日有ればこの銀河系のどこでも行けるよ！　近くの惑わく星せいなら一時間もあれば充じゆう分ぶん。地球上だったら、すぐにでも！」

「……無理よ」

　少し考えたものの、静花は寂さびしげに微笑ほほえみ答えた。

「丸一日のお休みなんてなかなか取れないもの。それに夕方の休きゆう憩けい時間でも急に村むら井いさんやお屋敷の人から呼ばれる事もあるし……」

「そっか……」

　静花の表情が伝染したかのようにティルの顔も曇くもる。普ふ段だんは元気が溢あふれ返らんばかりのティルが沈しずんだ顔をしていることに静花もいささか狼ろう狽ばいしたようだ。

「あ、でも一ヶ月に一日か二日はお休みがあるから。その日だったら半日くらい、学校のお友達と遊びに行くってごまかせるかも知れないわ」

「本当!?」

　口から出任せというわけでもないが、さして根こん拠きよもなく静花が言った言葉に、ティルは即そく座ざに反応して機き嫌げんを直す。

　学校に通わずとも屋敷の中で勉強している静花に休日も祝日も関係ない。しかしさすがに月に二、三日はまったく何のスケジュールも組まれていない休みは用意されている。家庭教師や習い事の講師の予定が優先されるため、休みの日は不規則でしかも土曜日曜に割り当てられるとも限らない。平日が休みになっても友人と遊びに行くことも出来ないのだが、滅めつ多たに登校することもない静花にはそんな存在もなかった。休日はあくまで心身を休める為ためのもの。何のスケジュールも無いとはいえ、屋敷の中で一日を過ごすことには変わりなかった。

　しかし新学期が始まれば新しいクラスメートが出来たという理り屈くつも通る。休日がうまく土日になれば、一緒に遊びに行くという理由も通るだろう。もっとも箱はこ入いり娘むすめ、いや籠かごの中の鳥の静花は、中学二年生になろうというのに、今いまだに友人たちと一いつ緒しよに遊びに出かけたという経験がない。父や村井たちが不ふ審しんに思うかもしれないが、何とか取とり繕つくろうしかない。

「うん」

　ティルにうなずき返す静花は不思議と気分が昂こう揚ようしていくのを感じていた。

「行こう、一緒に。お休みの日の予定が分かればすぐに連れん絡らくするから」

　そう言ってから静花は気がついた。

「そうだ、ティル。携けい帯たいとか持って……、ないわよね」

　聞くだけ無む駄だとは分かっている。

　もっとも静花も自分の携帯は普段、村井に預けて有り、外出する時だけ受け取るようになっているのだ。それによしんばティルに携帯を渡わたすことが出来ても、果たしていつも連絡が取れる場所にいるかどうかも分からない。圏けん外がいどころか地球上にいないこともあるのだ。

「困ったわね。それじゃ連絡が取れないわ」

「連絡なんて、契けい約やくすれば……」

　そこまで言いかけてティルはハッとして口をつぐむ。もともとそれなりの知識はあり、またティルと知り合ってからインターネットや屋敷内の蔵書でも、静花は色々とｂｉｏクラフトのことを調べていた。ｂｉｏクラフトと契約したｂｉｏパートナーには、ｂｉｏカードと呼ばれるカード状のツールが渡される。ｂｉｏパートナーはｂｉｏカードでいつもｂｉｏクラフトと連絡が取れるのだ。

　しかしティルと静花は契約を交わしていない。何となく二人の間でこの話題は禁句のようになっていたのだ。調べれば調べるほど静花には、ティルが普ふ通つうのｂｉｏクラフトではないであろうことが推測できていた。

　まだ人類が正式に接せつ触しよくしたことのないｂｉｏクラフト。『貴族パトリシヤン』と呼ばれる高位階層のｂｉｏクラフトなのであろうことは推測できる。ティルの方から契約に関して何も言わないのは、おそらくそんな理由があるのだろう。それにいつも屋や敷しきにいる静花の身の上を、理由もよく分からないなりに、ティルが気き遣づかってくれているのも感じ取れている。

「えへへへ……」

　オレンジ色の髪かみを掻かき、笑ってごまかそうとするティルに、静花も思わず吹ふき出してしまう。

「うふふふ。そうね、じゃあ明日もいつもの時間に来てくれる？　予定が分かったら、その時に教えるから」

「うん！」

　ティルは元気良くうなずいた。

　しかし静花は思う。突とつ然ぜん、現れたように、ティルは突然、去ってはしまわないだろうか。明日もまた来ると言って、それきり姿を現さなくなるのではないだろうか。

　よしんばそうなっても自分には何も出来ない。何かをする資格もないのだ。

　心の内に沸わき上がるそんな不安を払はらい捨てるように、静花は勢いよくベンチから立ち上がり、朱しゆ色いろの空を見上げて言った。

「一緒に遠くまで遊びに行こうね」

「うん、絶対に行こう。約束だよ！」

　ティルもベンチから立ち上がり、夕暮の空を見上げてそう答えた。







《ＰＨＡＳＥ―０１：０１　追つい跡せき者～pursuer～》







「どういう事情か知らないが……」

　男は常備ステーシヨナリーモードのサテライトを構え直すとフランス語で言った。

「お前さんが俺を恨うらんでいるなら筋すじ違ちがいってもんだ。地球上の法律は宇宙じゃ通じない。ｂｉｏビオクラフト絡がらみの問題は、ｂｉｏクラフトで解決しろ。俺はそのルールに従ったまでだぜ」

「そうね……」

　相対する少女は日本語で答える。異なる言語による会話だが意思の疎そ通つうにさして支障はない。両者が手にしたサテライトが互たがいの言語を解かい析せき、翻ほん訳やくして骨伝導で伝えてくれる。ｂｉｏクラフトは長い間、地球上の文化や風習について詳しよう細さいなデータ収集を行なっていたという。瞬しゆん時じの翻訳もそのデータの蓄ちく積せきとｂｉｏクラフトの超ちよう越えつした技術力による賜たま物ものだ。

「だから私もｂｉｏクラフトの力で、あなたの契約を強制解除します」

「ちッ、俺は日本人から恨みを買うような真ま似ねはしてねえぜ。少なくとも今のところはな！」

　言うなり男はサテライトを槍やりのようにして少女へと突とつ進しんする。しかし狙ねらいは少女の身体ではない。手にしたサテライト。しかしそれは男が持つ棒か槍のようなサテライトとは違ちがった、かなり異様な形状をしたサテライトだ。

　少女はセーラー服のスカートの裾すそを翻ひるがえして、三本のドリルのような穂ほ先さきを持った男のサテライトの突進を躱す。しかし男は素早く身を返すと再びサテライトを突つき立たてた。それは少女のサテライトに当たったものの破は壊かいするには至らない。いや、むしろ少女の方が男の攻こう撃げきを躱すために、意図的にサテライトを受け、そして弾はじいたのだ。

　しかし男はいささか自信を持ったようだ。少し間合いを開け、少女に向かって言った。

「悪くない腕うでだろう？　これでも大学の時はフェンシングをやっていたんだぜ。もっとも死神みてえな大おお鎌がまを持った相手と試合した事はないけどな！」

　男の言う通りセーラー服の少女が手にしているのは、巨きよ大だいな鎌クレイドルサイズだ。ｂｉｏパートナーがｂｉｏクラフトを操作するために使用する常備モードのサテライトは長い棒のような形をしている。それが槍ともたとえられるのは、その先にドリルを思わせる穂先が付いているからだ。そして事実、槍のように武器になる。

　サテライトで相手のサテライトを破壊すると、破壊された方の契けい約やくを強制的に解除することが出来るのだ。

　これは好ましくない契約が行なわれた際、それを排はい除じよする目的で設けられたシステムとされている。しかし何かのシステムが出来れば、本来の目的以外で利用するものが出てくるのは必然と言っても良い。

　事実、いま行なわれているのがその必然の結果によるものなのである。

　ジャン・フランソワ・デュバルというこのフランス人ｂｉｏパートナーは、他のｂｉｏパートナーを襲おそい、契約を強制的に解除しているのではないかと噂うわさされていた。他の惑わく星せいへの植民事業に従事しているｂｉｏパートナーが何人か立て続けに襲われ、いずれの場合もその後あと釜がまに彼が据わったからだ。

　他の惑星への植民事業はｂｉｏクラフトとの共生関係の中でも、もっとも分かりやすくまた支持も集めている分野である。それほど遠くない将来、地球の環かん境きようは増え続ける人口を養えなくなるのは確か。その時の為ためにも、他の惑星への移民を研究する意味はある。実際に行なうとなると、輸送手段など越こえなければならないハードルはまだまだ多いが、無む駄だになることはないだろう。

　そのように考える国家、団体、企き業ぎようは少なくなく、協力しているｂｉｏパートナーには多額の謝礼が支し払はらわれている。そうなればその利権を横からかすめ取ろうとする人間が出てくるのもまた当然の成り行きだ。

　そしてｂｉｏクラフト自身、地球人の生命やその生活環境に直接的な被ひ害がいを与あたえない限り、己のパートナーが何をしようと原則的に不ふ干かん渉しようだ。パートナーが地球の法律に触ふれようとも、それが殺人以外であれば特に止める事も無い。そして地球上のいかなる警察機構も、ｂｉｏクラフト内や他の惑星で行なわれた犯罪行こう為いに関かん与よする事は出来ない。関与しようにも各種警察組織が優先的に利用できるｂｉｏクラフトが無いのである。

　ｂｉｏクラフトと地球人の交こう渉しよう窓口であるＵＮｂＡＲもそこまでの便べん宜ぎは図ってくれない。捜そう査さにｂｉｏクラフトを利用したいのならば、各種警察組織がｂｉｏパートナーに呼びかけ協力を求めて欲しい。それがＵＮｂＡＲの見解だった。

　即すなわち『ｂｉｏクラフトによって生じた問題は、ｂｉｏクラフトで解決する』という事である。確かに捜査に協力してくれるｂｉｏパートナーもいるのだが、どうしても充じゆう分ぶんな人数を確保できるとは言い難い。

　その結果、デュバルのように不当な行為を行なっている可能性が高くとも、なかなか手出しできないという現状に繋つながっているのだ。

　デュバルは慎しん重ちように隙すきを窺うかがう。身体に染みついた癖くせなのだろう、手にした槍のようなサテライトを、いつのまにかフェンシングのように構えていた。

　それを見た少女も数歩、後に下がり、そして鎌のようなサテライトを構え直す。

「そうね。私もこの方がやりやすい……」

　両手を並べて鎌の柄えの端はしの方を握にぎり、その先を正対した相手の目の方へと向ける。その構えを見てデュバルは調子の外れた口笛を吹ふいた。

「ひゅ～～、その構え見たこと有るぞ。ケンドーだな、サムライの剣けん術じゆつだ」

　正眼の構えにデュバルは言う。少女に剣けん道どうの心得が有ると知り、デュバルはますます慎重になったようだ。逃にげるとしても、その瞬しゆん間かん、どうしても隙が生じる。少女がその隙を狙ねらうだけの力量があるであろう事はデュバルにも察しがつく。

　こうなったら腹をくくるしかない。デュバルはじりじりと間合いを詰つめていく。

　デュバルにしても、そして少女にしても勝手が違うのは同じだろう。剣道であれ、フェンシングであれ、相手の身体に剣けんを打ち込むのは同じ。しかしこの場合、相手が持つサテライトに、己のサテライトを打ち込まなければならないのだ。

　ｂｉｏクラフトはパートナー種族である地球人の生命を奪うばわない事を最優先にしている。それはサテライトにしても同じ事だ。ドリルのような穂先も人体には突き刺ささらない。デュバルは鎌のようなサテライトを見るのは初めてだったが、その刃やいばも人体を切きり裂さく事がないのは間ま違ちがいない。しかしクリーンヒットすれば棒で叩たたかれた程度の衝しよう撃げきが有るのは確かだ。相手の身体を打ち、その衝撃で出来た隙を狙うという手もある。

「いい気になるなよ、ケンドーガール。俺は何人ものｂｉｏパートナーを倒たおして居るんだぜ」

　牽けん制せいする為に言った事だが、どうやら裏目に出てしまったようだ。少女はデュバルを見み据すえながら言う。

「そう、ならば心置きなく戦えるというものね」

　どうやらデュバルが他のｂｉｏパートナーを襲っていた事を自白しただけに終わったようだ。

　まぁ、いいさ。こいつのサテライトを破は壊かいすれば済むことだ。こいつだって一方的に俺に突つっかかってきたんだから、敗れてパートナーの資格を失っても事を荒あら立だてようとはするまい。

　そう考えながらさらに一歩、間合いを詰めようとした時だ。いつのまにか少女との間合いが縮まっている事に気付いた。どうやらデュバルに悟さとられぬように、少女の方からじわじわと間合いを詰めて来ていたようだ。

　早めに気付いて良かった。デュバルはひとまず安あん堵どするが、それにしては少女の方から打ち込んで来る気配はない。

　くそッ！　俺を誘さそい込むつもりか!?

　舐なめられたと感じたデュバルの反応は早かった。足元のアスファルトを蹴けると、手にしたサテライトの切っ先を少女の方へと突き立てようとする。身体を狙われれば隙が出来る。それを狙うつもりだったのだ。

　しかし少女は体をわずかに横に流し、ドリルのような穂ほ先さきが付いたサテライトの切っ先を、手にした鎌かまのようなサテライトの柄で受け止める。そしてそのまま鎌を一いつ瞬しゆんで振ふり払はらった。

　躊ちゆう躇ちよも無む駄だも一切ない動き。デュバルの目には鎌の刃の部分に埋うめ込まれた宝石ジユエルのようなパーツの輝かがやきが鮮あざやかに糸を引く様が映るだけだった。

「うおっ!?」

　次の瞬間、サテライトを握るデュバルの腕うでに電気のような衝撃が走る。そのサテライトの先には、特とく徴ちよう的てきなドリルのような穂先はない。デュバルのサテライトは途と中ちゆうから断ち切られていたのだ。今さっき響ひびいたカランという乾かわいた音は、断ち切られたサテライトの先がアスファルトの上に転がった音に違ちがいない。

　先せん端たんを断ち切られたサテライトは、光の粉となって音もなく空へと消えていく。そのままでは自分も光となって消えてしまうかのように思え、デュバルは慌あわてて残ったサテライトを放り出そうとするが、衝撃によって手がしびれて思うようにはいかない。

　しかしサテライトが消えてからといってｂｉｏパートナー、いや正確には元ｂｉｏパートナーも消えてしまうわけではない。デュバルのサテライトはその手の中で光の粉となって消えていく。腕に走った衝撃が全身に回り、デュバルはアスファルトの上に転がった。

　なるほど、これは応こたえるな……。

　今までデュバルによってサテライトを破壊されたｂｉｏパートナーたちも彼のように倒れ伏ふしていた。それを見る度に、サテライトを破壊された時の肉体的衝撃は、どれほどのものかと想像していたが、思いのほか早く実感する羽目になってしまったようだ。

　アスファルトに転がるデュバルを、鎌を手にした少女は冷ややかな視線で見下ろすだけ。やがてその姿は霧きりに溶け込むように消えていく。いや、少女が消えていくわけではない。二人はそれぞれが手にするサテライトが発生する量子ブラインドによって、周囲にいる人間の目から隔かく離りされていたのだ。地球人が開発したいかなる装置でも二人を発見する事は出来なかっただろう。地球人がｂｉｏクラフトに頼たよらず、量子ブラインドに隠かくされた存在を発見する方法はただ一つ。その内側に入り込むことだけなのだ。

　大鎌型のサテライトが展開する量子ブラインドの効果範はん囲いから出てしまったデュバルの目は、もう少女の姿を捉とらえる事が出来ない。やがて少女の姿は消え、その背後にあった観覧車が目に入るようになる。観覧車の軸じく部分に取り付けられた、巨きよ大だいなデジタル式時計はちょうど22：00を表示したところだ。閉園時間なのかそちらから蛍ほたるの光のメロディが聞こえてくる。

「くそ、最悪な日曜日だぜ！」

　デュバルはようやくそう罵ののしる事が出来た。




「たった一日で二人……。ふふふ。さすがね、桜さくら子こ。私が見込んだだけの事はあるわ」

　事が決したと見て黒い影かげが量子ブラインドの内側に入ってくる。しかし彼女のｂｉｏパートナーである逢おう瀬せ桜子は、その言葉など耳に入っていないかのように、手にした大鎌型のサテライトをしげしげと見つめている。

「やっぱり竹刀とは勝手が違うわ」

　一度、二度、大鎌型のサテライトを振り抜ぬき桜子は言う。

「感かん触しよくとしてはむしろ長刀の方が近いようね」

　そうつぶやく桜子の背後が騒さわがしくなる。五月下げ旬じゆんの日曜午後十時とは言え、横よこ浜はま港こうのみなとみらい地区にはまだ観光客の姿が有る。その中の誰かが、突とつ然ぜん、路上に現れてのたうち回る外国人の姿に気付いたようだ。大声が上がり、警備員が駆かけつけて来た。

「面めん倒どうになる前に行くわよ、ティオ」

　桜子は傍かたわらの黒い影にそう言った。青と黒、そして紫むらさきに彩いろどられ、夜の闇やみに沈み込んでしまいそうなその人ひと影かげは、ｂｉｏクラフト『静謐なる宵闇トランクルナイト』のホロン体。桜子はティオと呼んでいるが、それは本人の希望でもある。

　つい先程、アメリカ合衆国のサンフランシスコ国際空港で、桜子はデュバルと同じくｂｉｏクラフトとの契けい約やくを、私利私欲の為ために使っていたｂｉｏパートナーのサテライトを破は壊かいしてきた。その帰り道、太平洋上を飛行中のｂｉｏクラフトを発見。桜子はティオから、それが悪い噂うわさの絶たえぬｂｉｏパートナー、ジャン・フランソワ・デュバルと、彼と契約しているｂｉｏクラフト『重要なインポータ雑音ントノイズ』である事を聞かされ、横浜港近くに強制着水させたのだ。

　そして何事かと降りてきたデュバルの前に、大鎌のサテライトを携たずさえて現れたという次第だ。

「それであの男と契約していたｂｉｏクラフトは？」

『インポータントノイズ』はデュバルの悪行を止めることはなかったが、それはｂｉｏクラフトなら当然の行動。そして今回もデュバルを止めることはなかった。桜子のサテライトを見れば、契約しているｂｉｏクラフトがただ者ではない事は分かるはず。それでもデュバルに警告することもしなかったようだ。

「知らない。その辺でのたうち回ってるでしょ、きっと」

　人ひと垣がきが出来始めたデュバルの元から足早に去る桜子を追いかけながらティオは素っ気なく言った。

　ティオのその身体は道路のアスファルトから数センチほど宙に浮うき、ゆったりと空を舞まいながら桜子を追いかけてきた。ホロン体そのものの能力は地球人とさして変わらない。ティオが宙に浮いたまま移動できるのは、彼女のアペンディックス『夜霧ナイトミスト』の能力だ。宙に浮くティオの身体は、黒く輝かがやく霧のようなもので覆おおわれている。

　黒といってもそれは、一ひと粒つぶ一ひと粒つぶが磨みがき抜かれた黒曜石のように、きらきらと街灯の光を反射していた。これが『夜霧』の正体。主の意のままに姿を変え、場合によってはその身体を支えて宙に浮かすことも出来る、微び粒りゆう子し型の群体生命体である。

「私が負けたら、あなたものたうち回る事になるの？」

　ティオの方を見ようともせず桜子は尋たずねた。

「それは嫌いやよ、痛いのとか苦しいのは嫌きらい」

　宙に浮いたまま、桜子の前に回り込み、その面を覗のぞき込むようにしてティオは言う。

「でも貴女なら誰にも負けない。そうでしょ？　桜子」

　しかし桜子はそれには答えなかった。背後のざわつきから充じゆう分ぶんに距きよ離りをおいたと見ると、足を止めようやくティオの方へと視線を向けると言う。

「帰るわ、ティオ。家まで送ってくれるんでしょう？」

「ここまで来れば、桜子一人でも帰れるんじゃないの？」

　地球上での土と地ち勘かんや距離感をはっきりとは掴つかんでいないティオだが、それでも横よこ浜はまから桜子が住んでいる都内のマンションまでは、鉄道やタクシーで帰れる事くらいは知っている。いささか不満げなティオに向かって桜子は真顔で答える。

「だって電車賃がもったいないわ」




「……との事だ。君も気をつけてくれたまえ」

「はぁ、それはともかく……」

　携けい帯たい電話を肩かたで窮きゆう屈くつそうに支えた姿勢のまま、男はその向こうにいる上司に向かって尋ねた。

「やっぱり普ふ通つうの学校にアルマーニのスーツってのはまずいですかね？」

　そう言いながらもその若い男は、ビジネスホテルの一室に置かれた姿見の前でくるりと一回転してみせる。

「知らんよ、私は……。自じ慢まんじゃないが、服は青山やアオキでしか買ったことはない」

　携帯電話の向こうの上司は憮ぶ然ぜんとしているのは確かだ。しかし何かを思い出したのか、慌あわてて付け加えた。

「だが余り目立つような真ま似ねはしてくれるな。君はあくまで一いつ般ぱん教職員として、彼女のフォローに入る。それを忘れるな」

「じゃあ、グッチ辺りなら大だい丈じよう夫ぶか」

　携帯電話を肩で支えたまま、男はクローゼットの所へ行き、吊つるされたスーツを選びながら言った。

「目立つなと言ってるだろう。スーツなんて三着一万円の安物でいいんだ。大体、若い教師がそんなブランドものの服を揃そろえられる程の給料を貰もらっているものか！」

「いや、まぁ。それはそうですがね。ははははは」

　スーツを二、三着、クローゼットから取り出し、姿見の前へ戻もどりながら男は笑った。

「内うち山やま田だくん」

　一いつ旦たんサイドテーブルの上に置いた携帯電話から、上司の不ふ機き嫌げんそうな声が響ひびいた。

「君は私の話を聞いているのかね？」

「聞いてます、聞いてますってば。主任」

　スーツを着がえ始めていた男は、その手を止めると、慌てて携帯電話を取り上げる。

「気をつけるんですよね、ほら。え～～と、何だっけ」

「何だっけじゃないだろう。日曜の深夜に出勤しているこちらの身にもなってくれたまえ！」

　上司は一つ怒ど鳴なり付けてから、改めて言い直す。

「日本時間の今日午後四時過ぎ、現地時間午前十二時過ぎ。サンフランシスコ国際空港でアメリカ人ｂｉｏパートナーが襲おそわれ、サテライトを破は壊かいされている。言うまでもなく契けい約やくは強制解除だ」

「だって太平洋の向こう側じゃないすか」

　再びクローゼットに向かった男は、今度はネクタイの品定めを始める。

「ｂｉｏクラフトなら一日も有れば銀河系を横断できる！　それに襲ってきたｂｉｏパートナーは日本人の少女らしい」

「どうして日本人と分かったんですか？」

「セーラー服を着ていた」

「あはははははは！」

　その言葉に内山田と呼ばれていた男は思わず爆ばく笑しようする。

「なんすか、それ!?　どっかのアニメかゲームのコスプレじゃないんですか」

「まぁ笑いたくなるのも分からんではない。しかし日本語も喋しやべっていたというからまず間ま違ちがいないだろう」

　内山田の反応に、電話の向こうの上司はいささかムッとしたようだが、気を取り直して話をつづける。

「それにその少女が持っていたサテライトが通常のものではないらしい。詳くわしい情報は私の所にも来ていないのだが、君も気をつけてくれたまえ」

「そのセーラー服美少女戦士が、僕が担当するｂｉｏクラフトの所にも現れると？」

「否定できない。通常のサテライトでないなら、その少女と契約しているｂｉｏクラフトも貴族パトリシヤン……。ちょっと待ってくれ」

　携帯電話の向こうからハチャトリアンの『剣つるぎの舞まい』が聞こえてくる。それが上司の携帯電話の着信音という事は内山田も承知していた。上司が話している相手とその内容までは分からないが、その口調からしてかなり緊きん急きゆう且かつ深刻な内容なのは間違いない。

「あぁ、内山田くん。つい今しがた連れん絡らくが入った。つい先程、横浜で外国人ｂｉｏパートナーが保護された。やはり大おお鎌がまのサテライトを持つセーラー服の日本人少女に襲われたようだ。状じよう況きようからいって同一人物の可能性が高い」

「あははははは」

　内山田は深刻な口調の上司に構わず笑ってみせる。

「流行ってるんですかね。そういうの」

「流行っているとかという問題ではない！」

　上司は内山田をそう一いつ喝かつしてから続けた。

「とにかく今は日本人の少女という事しか分からん。君の赴ふ任にんすることになる学校には、制服がないから、そこの生徒という可能性は低いが、いずれにせよ注意してくれ。何かあったらすぐに支局の方へ連絡するように」

　そして一時、間を置くと念を押おすように携けい帯たいの向こうから内山田に言った。

「場合によっては日本支局だけではなく、ＵＮｂＡＲ本部が動くことになる。君が担当するのは、そういうｂｉｏクラフトだ。それは頭に叩たたき込んでおけ」

「アイアイサー！」

　調子よくそう答える内山田に、それ以上の注意を促うながすことは諦あきらめたのか、上司はそのまま電話を切った。内山田は姿見の前でネクタイの品定めをしながら、携帯をサイドテーブルの上へ放り出すとつぶやく。

「三人目、いや四人目の貴族パトリシヤンか。これは楽しくなりそうだな」

　その時、ベッドサイドの時計が月曜日の午前零時になった事を告げていた。




　大おお空ぞら広こう大だいは生あくびをかみ殺しながら玄げん関かんの前に出ていた。月曜日の朝というのは多かれ少なかれ憂ゆう鬱うつな事が多いが、今日の広大は週の始まりだというのに、むしろ疲つかれきっていた。それというのも先週、広大の家に転がり込んで来たｂｉｏクラフトの少女、ティセの為ためである。

　なにしろ会った当日に、エッジワース＝カイパーベルトの彼方かなたに連れていかれ、成り行きとは言えティセとｂｉｏパートナーの契約を結ぶことになってしまったのである。そのティセはそのまま広大の学校へ転校してくる事になり、日曜日は身の回りの品の買い物で振ふり回される羽目になったのだ。恵けい子こや同じクラスの友人たちが手伝ってくれたとはいえ、相当に負担が有ったのは事実だ。

　何しろ今のところティセがｂｉｏクラフトだという事実は伏ふせて欲しいと言われている。しかし当のティセ自身、今一つ地球人の社会というものを理解していないのか、あるいは本来の性格なのか、どうにも周囲の思おも惑わくとはずれた行動ばかりが目立っており、その度に広大や、やはり素性を知っている恵子は肝きもを冷やす事になっていたのだ。

　買い物による疲れというよりは、ティセが原因の気疲れというものの方が、はるかに大きい。

　もっとも広大には、他に疲れる要因があったのもまた事実である。

「おっはよ～～」

　自宅の玄関前に待っていた広大に、頭上に広がる五月晴れの青空よろしく元気良く声をかける者がいた。振り返らずとも広大には声だけで分かる。隣りん家かの幼なじみ高たか科しな恵子だ。

「……はょ～～」

　そんな気の抜ぬけた返事をする広大のもとに、履はきかけたスニーカーを直しながら恵子が駆かけ寄よってくる。

「いい若い者が、なに朝っぱらから湿し気けた顔しているのよ！」

　威い勢せいよく広大の背中をバンバンと叩いてそう言った。恵子に背中を叩かれる度に、外出の際にしか掛かけない、ほとんど度の入ってない眼鏡がずり落ちそうになる。

「っていうか、お前はなんでそんなに朝からテンション高いんだよ」

　昨日は自分と同じくティセに振り回されたはずの恵子に、広大はさすがに呆あきれたような顔を向ける。

「あんたが不景気すぎるの！　それよりティセは？」

　そう言いながら恵子は広大の背後を覗のぞき込む。十五歳さいと主張する割にはかなり小こ柄がらなティセではあるが、さすがに広大の背後にすっぽりと隠かくれる程ではない。

「シャワー浴びてる」

　自宅の玄関へと顎あごをしゃくりながら広大は言った。

「今朝で二度目らしいぜ。朝起き抜けに浴びて、朝飯の後にまただ」

　広大の家に朝食を摂りに来る事が多い恵子だが、月曜日は父親の出勤が遅おそいため、自宅で済ませている。

「昨日一日だけでも、三、四回はシャワー浴びてるんだ。風ふ呂ろは別にして。小食なのはいいけど、ガスや水道代も馬ば鹿かにならないぜ」

「ふ～～ん、いいじゃないの。きれい好きなんだし……」

　不服そうな広大の顔を覗き見ながらそう言った恵子だが、ふと何か思いついたようで、にんまりと笑いながら尋たずねた。

「覗いた？」

「は？」

　その問いかけの真意が分からず、ポカンとする広大に向かって、恵子は重ねて尋ねた。

「だから覗いたのかって聞いてるの？　ティセのシャワーシーン!!」

「おいおい……」

　げんなりとして広大は言う。

「そんなことするかよ。下手したら、あのリボンで八やつ裂ざきだぜ」

　広大の言うリボンとは、ティセのアペンディックス『朝露モーニングデユー』のこと。一種の金属生命体でティセの意のままに行動、人よりも大きなコンクリートの塊かたまりを空中で支えたり、それを切り刻む事くらいは容易に出来る。

「ふ～～ん、じゃあリボンが無かったら当然、覗くわよね」

「覗かねーよ！」

　不ふ貞て腐くされたようにぷいと横を向いてしまった広大だが、恵子は一向に構わずまくし立てる。

「あら、駄だ目めよ。シャワー覗かないとフラグが立たないじゃないの。一見するとバッドエンド直行のイベントでも、実はハッピーエンドには必ひつ須すという場合も有るのよ」

「いい加減にその話題から離はなれろ、このゲーム脳！」

　広大が向き直ってそう言っても、恵子はひるむ気配すらない。

「でも本当の所、興味はあるでしょ？　金きん髪ぱつロリ系美少女が、同じ屋根の下でうろうろしているんだから！」

「そ、それは……」
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　痛いところを突ついてきやがる……。

　一いつ瞬しゆん、そう思った自分に気付いて、広大は軽くパニックに陥おちいっていた。

　そう、興味が無いわけではない。広大が疲つかれていたのは、単に昨日の買い物で振ふり回されただけではない。

　恵子の言うように、同じ家で同年代の女の子が生活を始めた事から来る影えい響きようも大きいようだ。何しろ一週間前までは母親と二人暮らし。家の中では特に気を使う事も無かった。しかし金曜日の夜から、突とつ然ぜん、ティセが転がり込んできたのだ。

　風呂やトイレに限らず、食事や睡すい眠みんといった日常生活に於おける当たり前の行動一つとっても、常にティセの存在を気にかけてしまう。ティセの方から広大に話しかけたりすることは少ない。しかしそれだけに広大としては余計に気を使ってしまうのだ。

　これが同年代の男性ならば、それほど気にすることもなかっただろう。やはり同年代の異性とあっては、広大の年とし頃ごろとしては気にするなという方が無理だ。

　もっとも今の段階では、まだ気き疲づかれに終始しているのも事実だ。同年代の女の子だからより強く意識してしまう反面、まだ異性として意識する程の余よ裕ゆうもない。

　恵子は色々と想像たくましく、ティセと共同生活をする羽目になった広大に思いを巡めぐらせているようだが、実際の話、本人としてはまだまだそこまで頭が回っていないといって良い。

「なんて言うか……。ティセってどこか違ちがうって言うか、そんな気分にならないって言うか……」

「具体的にはおっぱいとかおっぱいとかおっぱいとか？」

　視線を宙へと泳がせて口ごもる広大に、恵子は年ねん齢れいの割には豊かな自分のバストラインを強調するようにして尋ねてみせる。

「だから……！」

　ムッとした広大が恵子の方へ視線を戻もどそうとした時だ。視界の隅すみにそれが飛び込んで来る。その瞬しゆん間かん、ずっと胸中でくすぶっていた、ティセに対するある印象が、明確な言葉になって浮うかび上がって来たのだ。

「あ～～！」

　それを見たまま思わずポンと手を叩たたく広大に、恵子もその視線を追いかけてみる。広大の視線の先では、向かいの家の塀へいの上から、一いつ匹ぴきの猫ねこが飛び降りる所だった。

「ティセってさぁ、何かに似ていると思ったら……」

　広大は大発見とばかりに勢い込んで恵子に向かって言った。

「小動物！」

　一時、広大の大発見に恵子はポカンとする。しかしその意味を理解した次の瞬間、恵子は大だい爆ばく笑しようの発作に襲おそわれていた。

「あはははははは！　言えてる、言えてる～～！　そっか、小動物か。確かにそうよねぇ、小動物ちっく!!」

　恵子につられるように笑いながら広大は続けた。

「そうそう、猫とか犬とか。特に何かに似ているわけじゃないけど、何か行動が小動物っぽいよな。なに考えてるのか分からない割に、妙みように偉えらそうな所なんて猫っぽいし」

「それにほら、時々、小首を傾かしげて考え込むことあるじゃないの。あの辺なんか、インコとか文鳥みたいよね」

　鳥を例に出された広大の連想はさらに広がった。

「ほら、ティセって手をぱたぱたさせる癖くせがあるじゃないか。あれ、何か似ているなぁっと思っていたんだよ。それで今、気がついた！」

「なになに！」

　好こう奇き心しん丸出しで尋たずねてくる恵子に、広大は得意げに答えた。

「ペンギン！」

　箸はしが転がっても可お笑かしい年頃とは良く言うが、それにしても恵子は笑いすぎだ。腹を抱かかえてうずくまりながらもまだ笑っている。

「あはははは、ペンギン！　そうか、ペンギンね。ペンギン!!　確かにペンギンだわ、あのパタパタ!!」

「だろ？　ペンギンだよな、あれは」

「ペンギンは可愛かわいいですね」

「そう、ペンギンは可愛い……。って、え？」

　調子に乗って恵子と盛り上がっていた広大だが、唐とう突とつに背後から掛かけられた声に我に返る。振り返るまでもない。そこにいるのは白を基調としたワンピースに身を包み、胸の所で抱えるように通学鞄かばんを持ったティセであった。

　ティセはいつもの無表情のまま、つぶらな蒼あおい瞳ひとみで広大をじっと見上げていた。確かに表情はないのだが、感情がないわけではない。しかしまだ広大には、その感情を見通す事までは出来なかった。

「えっと、ティセ。これはその……」

　気まずさを覚えた広大は、反射的に釈しやく明めいしようとしていた。悪口を言っていたつもりはないのだが、ティセ自身がどう思ったか分からないのだ。しかしティセは言葉を選びあぐねる広大に構わずに言った。

「ですが、広大と恵子は具体的に間ま違ちがっています」

　そういうティセに広大と恵子はばつの悪い顔を見合わせる。どうやら小動物と言われた事を余り快くは思っていないようだ。

　ゴメン、悪気があったわけじゃ……。頭の中で懸けん命めいに謝罪の言葉を探す広大に向かって、ティセはいつものように淡たん々たんとした口調で言う。

「ペンギンは鳥類の中では比ひ較かく的てき大型のものです」

「………………はい？」

　突とつ然ぜん、ペンギンの定義を持ち出され広大も恵子も唖あ然ぜんとして返す言葉がない。

「鳥類の中では比較的大型の部類に入るペンギンを、小動物の範はん囲いに含ふくめるのは適当ではないと思います」

「…………………………」

　どうやらティセは自分の事よりも、広大と恵子がペンギンを小動物の範囲に入れた方が気になるらしい。頭ではそうと理解できていても、広大と恵子はティセに何と返答していいのか分からずポカンとするだけだ。

「……て言うか、突つっ込みどころはそこだけか。ティセ？」

　ようやく広大がそう尋ねても、恵子がインコか文鳥のようと表現したあの仕草で、ティセは小首をかしげるだけ。

「他に何か」

「いや、何でもない……」

　説明するにしてもかなりの手間がかかりそうだ。それに本人のいないところで、ティセに対してあれこれ言っていたのも、正直、気がとがめる。

　どうしたものかと思案している広大に思わぬ所から救いの手が差さし伸のべられた。息子が難なん渋じゆうしているのを察したわけでもないだろうが、玄げん関かんのドアを開けて母親の広ひろ海みが顔を出して声をかけてきたのだ。

「ほらほら、なに話してるの。そろそろ時間でしょ。ティセを初日から遅ち刻こくさせる気？」

　広海のその言葉をもっけの幸いとして広大はティセを促うながす。

「イケね、もうこんな時間か。行こうぜ、恵子、ティセ」

　腕うで時ど計けいを確認すると広大はティセと恵子を促して歩き出した。

「気をつけてね。ティセをお願いね！」

「分かってるよ！　行ってきます」

　近所にも聞こえそうな大きな声でそう言う広海に、広大は照てれ隠かくしのようにぶっきらぼうに答えた。

「ペンギンはね……」

「？」

　歩き出す広大の後を追いかけながら恵子はティセに向かって言った。

「ペンギンは特別なのよ。可愛いから」

「なるほど」

　大またでどんどん先に行ってしまう広大の後を、小走りに追いかけながらティセは恵子に向かって言う。

「小動物の定義というのは、なかなか難しいですね」

「そうよ、難しいのよ。小動物は。……広大！　そんなに急がなくてもまだ時間はあるでしょ！　まったくもう!!」

　通学鞄を胸の前で抱かかえたティセの横で、恵子は先を行く広大に声を荒あらげた。ティセは何か気付いたように足を止め、周囲を見回すが、構わず先を行く広大と恵子に置いて行かれそうになり、すぐさま後を追いかけ始めた。

　そんなティセの様子に肝きもを冷やした存在が有った。もっとも人間がそれを目にすることは出来ない。彼女は量子ブラインドの内側に身を隠した、ｂｉｏクラフトのホロン体だからだ。

「ったく、相変わらずええ勘かんしとるな。あの嬢じようちゃん……！」

　広大の家を見下ろすマンションの非常階段にいたクイックストーンはそうつぶやく。

　量子ブラインドといえども、内側に入り込まれてしまえば、ただの人間でも簡単に視認できる。だからクイックストーンは、普ふ段だんは余り人の通らない非常階段から、ティセたちの様子を窺うかがっていたのだ。

「さぁて問題は……、いつどうやって切り出すかやな。やっぱ嬢ちゃんの妹の話で行くしかないか。リスクはデカそうやけど、契けい約やく解除された以上、うちも手段は選んではいられへんからな……」
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　朝の通勤時間帯だというのが信じられぬ程、静まり返った道路を一台のリムジンが走っていた。辺りは古いがしかし閑かん静せいな住宅街。確かに通勤通学の喧けん騒そうとは無む縁えんそうに見える。

　街路樹の向こう側に見え隠れしている蔦つたの絡からまるいかめしい造りの建物。それが静しず花かの通う学校。桃ももヶが枝え学院中等部の校舎だ。リムジンの窓から周囲を見ると、濃のう緑りよくの制服に身を包んだ生徒たちが、登校して行く姿がちらほらと見て取れる。

　そのリムジンの後部座席に座った上かみ温おん湯ゆ静花は、ステアリングを握にぎる運転手に気付かれぬよう、ポケットから一枚のカードを取り出した。

「ティル……」

　やはり運転手に聞かれぬよう、その名をつぶやく。その手の中にあるカードは、ガラスのように透とう明めいだ。いやガラスというよりは、氷を薄うすく薄く慎しん重ちように削けずり出して作ったもののようにも見える。しかしそれは静花の手の中に有っても溶ける気配はなく、氷ではない事が分かる。その表面には奇き妙みような模様がエッチングのように細密に描えがき込まれていた。一見するとそれはトランプのクラブのマークにも似ている。そして静花がそれを裏返すとそこにはハンマーを思わせる模様が、同じような技法で描き込まれていた。しかも反対側の模様が透すけて見える事がない。

　話には聞いていたし、書しよ籍せきやネット上の写真で見たことも有る。しかし実際に手にしてみると、それは見れば見るほど不思議な存在だ。

　ｂｉｏビオカード。契約を結んだｂｉｏパートナーが、その証としてｂｉｏクラフトから受け取るもの。これがあればパートナーはいつでも契約しているｂｉｏクラフトに連れん絡らくを取る事が出来る。

　そう、静花はティルとパートナーの契約を結んだのだ。

　先週末からどうにもティルの様子がおかしかった。いつものように静花の家の花か壇だんに遊びに来ても、気もそぞろといった雰ふん囲い気きで何か落ち着かない。

　静花が何とか聞き出してみると、どうやらティルの姉が地球へ来ているとの事だ。しかもティルは姉が自分を連つれ戻もどしに来ていると考えているらしい。

　もしも姉に見つかったら、地球にいられなくなるかも知れない。

　それを耳にした瞬しゆん間かん、静花は頭の中が真っ白になった。

　ティルがいなくなってしまう……。

　まだ知り合ってからほんの数ヶ月。しかし静花にとってティルがかけがえのない存在になるには充じゆう分ぶんな時間だった。

　また独りぼっちになるのはいや。もう一人はいや……。

　次の瞬間、静花は自分でも思いも寄らぬ言葉を口にしていた。

『私と契約しましょう。ティル』

　困こん惑わくするティルに静花は重ねて言った。地球人と契約していれば、無理に連れ戻す事はないかも知れない。でもお姉さんがどうしてもティルを連れ戻すと言うのなら……。

『その時は私も連れていって、ティル。一いつ緒しよに遠くに行こうって言ってくれたじゃない』

　今になって思い返してみると、静花自身、頬ほおが熱くなりそうな言葉だ。しかしその時の静花はそれだけ必死だったのである。

　ティルは迷ったようだ。一日だけ待って欲しいと静花に告げた。静花はこのままティルが姿を消してしまうのではないかと気が気ではなかった。

　しかしその翌日、土曜日の夕方。ティルはいつも通り、静花の屋や敷しきの花壇に現れ、そして契約を了りよう承しようしてくれたのだ。

　一日の間になにがあったのかは教えてくれなかった。しかしティルの方も迎むかえに来た姉を説得するためには契約が必要という結論に至ったらしい。

　そして静花はティルのｂｉｏクラフト形態『荘厳なる夕暮アウグストダスク』の中に入り契約を交わしたのである。

　私、ずるい子だ……。

　手の中のｂｉｏカードを見つめて静花は思う。

　ティルの事情を利用して契けい約やくするなんて。私なんかをパートナーにしてティルだってきっと困る事があるに違ちがいない。

　しかしティルの方も自分と契約すると静花に迷めい惑わくがかかると考えていたようだ。『アウグストダスク』はその形状から分かるようにただのｂｉｏクラフトではない。余り詳くわしくは話してくれなかったが、ティルは確かに貴族パトリシヤンと呼ばれる階級にいるもの。その為ため、他のｂｉｏクラフトと同じく、安易に人間へ契約を求めるわけにもいかなかったらしい。

　けれどもティルは言ってくれた。

『私も契約するなら静花しかいないと思っていたんだ』

　その理由が静花には察しがついていた。恐おそらくはティルはかつて自分と似たような境きよう遇ぐうだったのだろう。

　自分と同じく籠かごの中の鳥。だけどティルはそこから逃にげ出してきた鳥。そして今、もう一羽の籠の中の鳥である静花のもとへやってきた。

　二度と籠の中へは戻りたくない。何故ならば籠の中の寂さびしさを一番よく分かっているから。

『これからはずっと一緒だよ』

　ｂｉｏカードを渡わたしてくれる時、ティルは笑いながら静花にそう言ってくれた。

　静花は素直にその言葉がうれしかった。

　そっとｂｉｏカードを両手で包み胸の前で抱だく。

　ｂｉｏカードの手て触ざわりは金属と変わらず冷たく堅かたい。しかし静花にはｂｉｏカードを通してティルの温もりが伝わってくるように感じていた。それは確かに静花とティルをつないでくれているのだ。それは単にいつでも連絡が取れるという事だけではないのだ。

　ティルは姉を何とか説得して地球に残れるようにすると言っていた。

　今はその説得が功を奏してくれるのを待つだけだ。




「……え？」

　佐さ藤とうは校長の思わぬ言葉に己が耳を疑った。

「確かに私は糖とう尿によう病びようを患わずらっておりますし、通勤時間も長いですから、クラス担任は辛つらいとこぼした事はありますが。いきなり担任を降りてくれと言われましても……」

「いや、佐藤先生。これはあなただけの問題というわけではないのです」

　私立しょうぶ沼ぬま高校の校長は、机に着いたまま前に座る佐藤に向かって何度も頭を下げる。

「先生には失礼と思っています。しかし今回は何とか御ご理り解かい頂きたい」

「いや、しかし……」

　佐藤は戸と惑まどうばかりだ。教師になってから二十年余り。本人に問題がないにも拘かかわらず、新学期が始まったばかりでクラス担任を外されるなど聞いた事が無い。

「学校側としてもできる限りの事はいたします。何卒、今回は了承して頂きたいのです」

　校長はまさに平身低頭の構えだ。月曜日の朝、佐藤が登校すると、朝礼の前に校長室へと呼び出され、クラス担任を辞めて欲しいと言われたのだ。先週末まではまったく何の話もなかっただけに、まさに寝ね耳みみに水だ。

　しかし思い当たる節がないわけではない。先週、確かに妙みような出来事があった。

「あの転校生ですか？」

　ハッとして佐藤は尋たずねる。校長の顔色を窺うかがうと、どうやらその指し摘てきは外れてはいないようだ。校長はしばしばつの悪い顔をしてから改めて口を開く。

「この学校が国の宇宙交流プランモデル校に指定されている事は承知しておられますな」

　二十年ほど前、ｂｉｏクラフトが姿を現したその時から、地球人の前には宇宙への門戸が開かれたのだ。その機を逃のがしてなるかとばかりに各国政府は、様々なプロジェクトをスタートさせている。

　宇宙交流プランモデル校というのも、日本政府が立ち上げたプロジェクトの一つ。未来を担になう高校生たちに、ｂｉｏクラフトを通じて宇宙への理解を深めて貰もらおうというプランだ。もっとも当のｂｉｏクラフトが積極的に協力してくれているわけでもないので、今のところ絵に描かいた餅もちも同然の状態である。それ故に生徒はもちろん、教師ですらそれを意識する事は余りない。学校を紹しよう介かいするホームページや入学案内に記き載さいされ、それでおしまいといった所が全てといってもよいだろう。

　校長が敢あえてその宇宙交流プランモデル校という件を口にするという事は、やはり裏には何か込み入った事情が有ると見て良いのだろう。佐藤はそう察していた。

「これは文部科学省、いやもっと上のレベルから話があった事です。佐藤先生には申し訳ないが、何卒、御理解頂きたい。もちろん佐藤先生にはそれなりの対応をさせていただきます」

　先週末、突とつ然ぜん、転校してきた金きん髪ぱつの女生徒。その話もまた佐藤には知らされていなかった。そうなるとこの二つの問題の間には、何らかの因果関係があると見て間ま違ちがいないだろう。

「おっしゃりたいことは分かります」

　校長は佐藤の胸中を察したように言う。

「しかしこの件は当分、内密にして頂きたい。あくまで佐藤先生の個人的事情で担任を降りるという事にして頂きたいのです」

「ｂｉｏクラフトですか？」

　佐藤は出し抜ぬけに校長へそう尋ねた。

「あの転校生、栄さかえという生徒はｂｉｏクラフトなんですか？」

　しかし佐藤もｂｉｏクラフトのホロン体が学校に通うなどとは聞いた事が無い。せいぜい見学に訪れる事があるかないかという程度だ。だが校長は佐藤の問いには答えず、また頭を下げるのみだ。

「ですから、その点は内密に。この私の顔に免めんじて、何とかお願いできませんか」

　ここまで校長に下手に出られては佐藤としても断るわけにもいかなくなった。それに持病の事もあり、新一年生の担任はつらいと感じていたのも事実だ。だが校長の申し入れを受けるにしても、教師としては一つだけ確認しておかなければならない事がある。

「私の後任は？」

　佐藤は気を取り直して尋ねた。

「一年Ｃ組の担任は誰になるのですか？」

　無理な話に納得してくれた佐さ藤とうに、校長はほっと胸をなで下ろしたような顔で、ようやく顔を上げた。そして言った。

「新しく転任して来た先生です。名前は……」




　内うち山やま田だ王おう司じ。

　黒板には大きくその名前が書かれていた。しかし一年Ｃ組の教室にいる生徒全員、いや正確には転校してきたばかりのティセを除く全員が、なにが起きたのか飲み込めぬように、ポカンと黒板に書かれたその名前を見ているだけだ。

「うちやまだおうじ！」

　白いレザースーツに赤いシャツ、黒のスリムパンツという派手な服装に身を包んだその若い男性は、自分の名を書いた黒板を芝しば居いがかった動作で指し示して言った。

「マイネームイズ、オージ・ウチヤマダ!!　アンダスタン？」

　何故か英語で繰くり返す。しかし生徒たちは相変わらず呆あつ気けに取られ返す言葉も無い。
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　月曜日には毎週朝礼がある。朝礼の時には必ずクラス担任もいるものだが、今日はなぜか一年Ｃ組担任の佐さ藤とう教きよう諭ゆの姿がなかったのだ。そればかりか朝礼が終わった後、教室に現れたこの若い男性教師が、今日からこのクラスの担任になったと言うのだ。

「え～～、そんなわけで。佐藤先生はご病気の関係で、クラス担任を降りられる事になりました。そこで私、内山田王司が僭せん越えつながら、急きゆう遽きよこのクラスの担任を務めさせて頂くことになった次第です！」

　ぐるりと教室を見回して内山田はそう言った。

　１８０センチは有るすらりとした長身。肌はだは健康的に日焼けしており、日本人にしては彫ほりの深いマスクとくれば、完全に二枚目と言っても良い。事実、教室に入ってきた時には、女生徒の何人が嬌きよう声せいを上げたものだ。しかし今はそのテンションの高さに誰もが圧あつ倒とうされて言葉も無い。ただティセだけが自分の席に着いたまま、いつものようにいささか気の抜けた動作で、両手をぱたぱたさせているだけ。

　ようやく経けい緯いを飲み込めた生徒たちの間から徐じよ々じよにざわめきが広がっていく。その中の一人が手を上げて内山田に尋たずねた。

「あのぉ、内山田先生……」

　しかし内山田はそう言われるなり、派手なアクションで両手を広げながら頭を振ふってみせる。

「Ｎｏ、Ｎｏ！　僕の事は王子さま先生と呼んでくれたまえ！　もちろん、Princeの王子さまだ！」

　再び教室内は静まり返る。互たがいに見合わせる生徒たちの顔には同じ言葉が書いて有るようだった。

『変な先生だ……！』

　派手なファッションでいきなり現れて、王子さま先生と呼んでくれときたものだ。確かに名前は王司ではあるが、これでは変な先生と思われても当然というものだろう。

「あ、あの……。それで……、王子さま先生。佐藤先生はそんなにお身体の具合が悪かったんですか？」

　内山田に圧倒されながらも生徒の一人がそう尋ねた。

「佐藤先生はクラス担任が出来なくなっただけで、これからもこの学校で教きよう鞭べんを執とるられます。健康状態次第では、担任に復帰する事もあり得るとの校長先生のお話です」

　にこやかにそう答える内山田に、教室のそこかしこから安あん堵どの声が漏もれる。まだ入学してから二ヶ月と経っていないが、それでも高校生になって最初の担任教師だ。病気が原因で急に担任を降りると聞かされれば心配もする。もっとも現金なもので、それほど重じゆう篤とくな状態ではないと知った女生徒の間からは、ずっと内山田が担任だったらいいのにという言葉も聞こえる。確かに冴さえない中年教師の佐藤よりは、変人ではあるがルックスの良い内山田の方が、女生徒の受けは良さそうなのは事実である。もっとも騒さわいでいるのは、一部の女生徒だけで、大半はまだ内山田の異様とも言えるテンションの高さに呆あきれているのも確かだ。

　その中の一人だった高たか科しな恵けい子こが、我に返り、その状じよう況きようを察すると隣りん席せきの広こう大だいの方へと視線を送る。やはり内山田のノリの良さに目を丸くするだけだった広大は、恵子の視線に気付くと、促うながされるように教室の中を見回す。大半は広大や恵子と同様、すっかり内山田のペースに流されているが、落ち着きを取り戻もどした何人かがティセの方を盗ぬすみ見ているようだ。

　なるほど……。それほど考えずとも広大は合点がいった。

　先週末、唐とう突とつに現れた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの転校生。そして週が明けると今度は突とつ然ぜんの担任交代、代わりに現れたのは変人教師。これでは両者の関係を疑うなという方が無理というものだ。ましてやクラスの中でティセがｂｉｏクラフトのホロン体であるのを知っているのは、広大と恵子の二人だけ。地球に来たばかりのティセは、ろくに知っている人間などいないはずだが、皆みんなはそんな事など知る由もない。

　幸いティセは広大のすぐ隣となり、窓側の席に着いている。すでに前担任という事になってしまっている佐藤が、海外から来て広大の家に世話になっているのなら、隣の席がいいだろうと気を使ってくれたのである。

「ティセ……」

　広大は小声で声をかける。しかしティセの答えは皆にも知っておいてもらった方がいい。わざとらしくない程度に、周囲の生徒に聞き取れる声にしておいた。広大の問いに、ティセは退たい屈くつそうにぱたぱたさせていた両手をすとんと降ろす。

「なんですか、広大」

「あの先生の事、知ってる？」

　向き直るティセに広大は教きよう卓たくの方を指さしてそう尋ねた。ティセは簡単な自己紹しよう介かいをしている内山田の方へと視線を戻すと、しばしの、じっと何事か考え込む。ややあってからようやく広大の方へ向き直ると、身体を乗りだし手を差し出すいつもの動作で答えた。

「あの人は内山田先生です」

　ティセの答えに耳を欹そばだてていた周囲のクラスメートが吹ふき出すのが分かる。

「いや、そうじゃなくて……！　あの先生と前に会った事があるのかって……」

「私は……」

　言いかけたティセは一いつ旦たん、そこで言葉を切る。どうやら自分がｂｉｏクラフトである事を伏ふせておいてくれと言われているのを思い出したようだ。そこでまた内山田の方へ視線を戻すとさらにまた何か考え込む。内山田の自己紹介もほぼ終わったようだ。外国の生まれで、結構よい大学を卒業したとか、趣しゆ味みは自動車でジャガーのコンバーチブルを持っているとか、担当教科は世界史だとか、聞き流していてもそれくらいは広大の耳にも入って来ていた。

「広大」

　再び広大の方へと向き直ると、ティセはまた手を差さし伸のべるようにして言った。

「あの人は変な人ですね」

「いや、だから……」

　二人の会話に聞き耳を立てていたクラスメートたちが思わず笑い声をあげる。

　まぁ、いいか。この分じゃティセは内山田先生を知らないようだ。

　単なる偶ぐう然ぜんかどうかはまだ分からないが、周囲で様子を窺うかがっていたクラスメートたちも、ティセと内山田が無関係と思ってくれただろう。

「おっと！　もうこんな時間だ」

　内山田はわざとらしく腕うで時ど計けいで時間を確認して言う。ただでさえ朝礼のある月曜日は、ホームルームの時間が短い。担任交代の事情説明と内山田の自己紹介でほとんど潰つぶされ、一時限目が始まる時間が迫せまって来ていた。

「それではマイスチューデンツ、帰りのホームルームまでしばしのお別れだ！　アディオス、アミーゴ!!」

　日本語に英語とスペイン語がごっちゃ混ぜになった妙みような挨あい拶さつと共に、王子さま先生こと内山田は嵐あらしのように去っていってしまった。

「……なんだ、ありゃあ」

　クラス委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おのぼやきがクラスの皆の印象を如によ実じつに代弁してくれている。

「おかしな先生っすヨね。ルックスはイケメンだ！　って感じすけど」

　一時限目の教科書を教室の後ろに有るロッカーへ取りに来たついでに、下しも条じよう藍あお留るが恵子の所によってそんな事を言う。

「でもあの……、王子さま。うちの学校の先生じゃなかったんでしょ？　佐藤先生の病気が悪くなったのと同時に転任してくるなんて、なんか妙にタイミング良すぎない？」

　藍留にそう答えながらも恵子はまた広大の方へと目配せする。恵子の言いたいことはおおよそ察しがつく。ティセ自身が知らなくても、何者かが動いた可能性がある。

　もっとも考えられるのは……。

「ＵＮｂＡＲか……」

　誰にも聞かれぬよう広大はそうつぶやいていた。一つ広大には気にかかる事があった。内山田はティセに余り興味を示していないように見えたのだ。もちろん、担任するクラスの話は聞いているはずだろう。先週末に外国から来た転校生も知っているはずだ。しかし教室に入ってきた内山田は、ぐるりと中を見回しただけでいきなり自分の名前を黒板に書き始めたのだ。

　ティセは目に付く外見だ。たとえ話に聞いていても、関心くらいは示すのは当たり前だろう。広大にはどうしても、内山田が意識的にティセを無視しているように思えたのだ。

「佐藤先生の病気が心配だな。何だったら、後で様子を見に行くか？」

　ロッカーから一時限目の教科書を取り、広大の座る机の脇わきに来た先せん場ば兵ひよう衛えが、そう広大へと声を掛かけた。

「あぁ、そうだな」

　教科書は机の中に入れて有る。広大は兵衛を見上げ、うなずき返しながら教科書の準備をした。その時だ。内山田の毒気に当てられてすっかり忘れていた懸け念ねんを思い出した。

　広大は登校中からティセがちゃんと授業を受ける事が出来るかどうかを気にしていたのだ。一応、ティセは金曜日の途と中ちゆうまで授業を見学している。恵子も広ひろ海みもだから大だい丈じよう夫ぶだろうとは言っていたが、どうしてそこまで楽観できるのか、広大にはとんと理解できなかった。授業の始まる前にティセに色々とアドバイスするつもりが、王子さま先生の出現により頭の中からすっ飛んでいってしまったようだ。

　やばっ！　どうする!?

　しかしもとより対策を講じる余よ裕ゆうなど残されていなかった。広大が事態に気付いた時には、一時限目の教科担当の教きよう諭ゆが教室に入ってきたところだったのだ。




「まだお姉さまには会えてないようですね」

「う、うん」

　ｂｉｏクラフト『アウグストダスク』からティルは答える。

「私が渡わたした例のセンサー。ご活用いただいておりますか？」

「使ってるもん！　あともうちょっとの所だったんだから!!」

　人の姿をしたホロン体と宇宙船形態であるｂｉｏクラフトをつなぐ為ためのシート、端末席ターミナルシートについたティルは、そう言い返すと掌てのひらの中のそれへと目を落とす。

　何の変へん哲てつも無い透とう明めいな丸い球体。丁度大きめのビー玉のような感じだ。ただその表面に赤い光点が一つ瞬またたいているだけ。地球人にはそれだけのものだが、手にしているｂｉｏクラフトのホロン体にとっては違ちがう。そこから情報を読み取る事が出来るのだ。それは今いる場所から約一天文単位、即すなわち地球の公転半径ほど離はなれた地点を示している。

　今ティルがいるのは地球上ではない。地球の公転面から垂直に約一天文単位ほど移動した場所。そして球が示す場所は地球のどこか。

　公転面から垂直に一天文単位ほどの距きよ離りだから、周囲には特筆するべきものは何もない。ティルはあるｂｉｏクラフトに呼び出されてここまでやってきたのだ。

　サイレントカレント。一向に姿を見せないｂｉｏクラフトはそう名乗っていた。この正体不明のｂｉｏクラフトは、地球にやって来た直後からティルを付け回していたのだ。

　もっともだからと言って何かをするわけでもない。ただティルの動向を監かん視ししていただけのようである。

　そのサイレントカレントが初めて積極的に接せつ触しよくしてきたのは数日前。金曜日の夕方、静花の屋や敷しきに行く直前、サイレントカレントはティルへと連れん絡らくを寄よ越こしたのだ。

『黎明ドーンが来た』

　ティルにはその言葉で充じゆう分ぶんだった。『黎明』とは、ティル即ちｂｉｏクラフト『アウグストダスク』の姉、『グロリアスドーン』を意味するのは間ま違ちがいない。

　しかしサイレントカレントも『グロリアスドーン』の現在の所在地は知らないという。サイレントカレントの命令で『グロリアスドーン』を監視していたものの、現在は連絡を断っているルーク級ｂｉｏクラフト『クイックストーン』なら何か知っているだろう。

　そう言うサイレントカレントから、ティルはビー玉のようなセンサーを受け取ったのだ。どうやらサイレントカレントは、『クイックストーン』に発信機のようなものを取り付けていたらしい。

　そのセンサーの反応を追ったティルは二度『クイックストーン』へと迫せまった。最初はお互たがいｂｉｏクラフト形態で、木星の大気中に潜ひそんでいた『クイックストーン』と接触。しかしその時はまんまと『クイックストーン』に逃にげられてしまったのだ。

　そして二度目は昨日の昼。時間にして二十時間ほど前。今度は双そう方ほう共ホロン体で相対したのである。最初に木星で『クイックストーン』に接触した時、ティルは契けい約やくを交わしておらず戦せん闘とうモードに入れなかった。しかし二度目は違った。戦闘モードに入れないと『クイックストーン』を追おい詰つめる事が出来ないと察したティルは、静花自身の申し出もあり契約を交わしていたのだ。

　もしも静花の方から契約のことを切り出す事がなかったら、ティルは適当なパートナーと契約、『クイックストーン』から姉である『グロリアスドーン』の情報を聞き出したら、ティルの方から一方的に契約を破は棄きする事も考えていたのだ。

　しかしティルは静花の申し出を断る事が出来なかった。そしてなによりも静花との契約こそ、ティルの望むものだったのである。

　ティルはクイックストーンのサテライトを破は壊かい。パートナー無しの単独起動状態にあったクイックストーンの契約を強制解除させる事には成功した。しかし目を離した隙すきにクイックストーンに逃げられ、『グロリアスドーン』の居場所を聞き出すには至らなかったのである。

「ところでアウグストダスク。先日、複数のｂｉｏパートナーが襲おそわれ契約を強制解除されたそうです。どうやら犯人は日本人ｂｉｏパートナーだという事です。ご存じですか？」

　ｂｉｏクラフト同士の交信は、状じよう況きようや距離によりいくつかの種類を使い分けている。その中で比ひ較かく的てき、短たん距きよ離りに使われる交信手段でサイレントカレントはそう言ってきた。

「知らない。それがどうかしたの？」

　ティルは気のない返事をするが、どうやらサイレントカレントはその反応にいささか呆あきれたようだ。しばしの沈ちん黙もくの後、改めて言い直す。

「他のｂｉｏパートナーを襲っている、そのｂｉｏパートナーですが、どうやら特とく殊しゆなサテライトを所有しているとの事です。興味はありませんか？」

「特殊って……」

　サイレントカレントはｂｉｏクラフト形態も見せておらず、通信でもホロン体の姿を送ってこない。音声データだけで交信している。だから顔を上げた所で相手の様子を窺うかがえるわけでもないが、掌の上のセンサーに目を落していたティルは、反射的に顔を上げていた。『アウグストダスク』からも映像のデータは送られていない。しかしサイレントカレントはまるでティルのその仕草を見ているかのような絶ぜつ妙みようのタイミングで続けた。

「あなたと同じ貴族パトリシヤンでしょうな。事件が起きたのは日曜日、タイミングとしては……」

「お姉ちゃんはそんな事しないもん！」

　ティルは反射的にそう言い返していたが、サイレントカレントはその答えを予期していたようだ。

「そうかも知れません。しかし好ましくない契約が行なわれているのも事実です。貴族ならば、何らかの対応をするのが当然と思いますが？　あなたのように物見遊山で来ているものばかりではないでしょう。アウグストダスク」

「う～～……」

　即そく答とうされたティルは反論の余地がなかった。確かにティルは地球に来てからあちらこちら見て回っているだけ。確かに物見遊山と言われても仕方のないところだ。

「契約と言えばアウグストダスク。あなたもようやく契約したようですが、それはお姉さまはご存じなのですか？」

「まだ言ってない。ティラお姉ちゃんが聞いたら怒おこりそうだし、ティセお姉ちゃんは見つからないし……。そ、それに……！」

　ティルはサイレントカレントに言い返す。

「あのおばちゃんを捕つかまえるなら、契約した方がいいかもって言ったのは、サイレントカレントの方じゃないか！」

「いえ、その方が得策かと言っただけです。契約を勧すすめたわけではありません。もっともｂｉｏクラフトならパートナーを探して契約するのが当たり前。なんら不自然な話ではないでしょう」

「そ、それは……。だって……」

　すっかりティルはサイレントカレントによって煙けむに巻まかれてしまった。木星で『クイックストーン』に逃げられた直後、接せつ触しよくしたサイレントカレントは確かに契約した方が良いかもしれないとは言った。だがサイレントカレント自身が言うように、それはｂｉｏクラフトにとって当たり前のこと。今いま更さら、改めて勧めるようなことでもない。

　地球に来ながら契約もせずにいたティルの方が、ｂｉｏクラフト本来の姿からするとおかしいのだ。もっともサイレントカレントのその言葉が、静花との契約を逡しゆん巡じゆんしていたティルの背中を押おしたのもまた事実である。

「ところでその契約。お姉さまにお話していないとしたら、認めてくださいますかな？」

「……え？」

　すっかりサイレントカレントの術中に填まっているティルは予想通りの反応を示す。

「いえ、ちょっと気になりましてね。余り自由に動けないパートナーというのは、我々と地球人の関係に於おける本来の目的、共生に合がつ致ちしないのではないかと思いまして。まぁ、私の気の回しすぎですね。忘れてください」

「私の契けい約やく……」

　ビー玉のようなセンサーをぎゅっと握にぎり締しめてティルはそうつぶやいた。

「ｂｉｏパートナーを襲って契約を強制解除しているものがいる。お話しして置きたかった事はそれだけです。お互たがい気をつけましょう」

　そう言うサイレントカレントにティルは尋たずねる。

「サイレントカレントはどうして私にそんな事を教えるの？　関係ないでしょ」

「それが私にとっていずれ利益になる事と思いましてね。アウグストダスク、あなたは貴族で、私は市民プレビシヤンですから」




　ティルはサイレントカレントが単に自分へおべっかを使っているだけだと解かい釈しやくしたようだ。意味深長なサイレントカレントの返答をさして熟考する事も無く受け入れてしまった。クイックストーンを見つけるため、再び地球へと戻もどる。

　ポーン級の偽装外殻ダミーシェルを展開したｂｉｏクラフト『アウグストダスク』は、一本衝角ドリルを高速で回転させ超ちよう光速飛行に入ろうとする。もっともこのドリルも偽装。本来の貴族階級ならばドリル無しでも超光速飛行が可能なのだ。

　その様を見やりながらサイレントカレントは独りごつ。

「意識の壁かべを打うち砕くだく衝しよう撃げきの三女。アウグストダスク。純じゆん粋すい無む垢くと言いますか、単純と言いますか……。しかし今はあなた方に協力されては困るのです。しばらくはこちらの意のままに踊おどってもらいましょう」

　サイレントカレントの視界の中で、『アウグストダスク』は光の渦うずに包まれ姿を消していった。

「まだ私が地球へ降りるわけにはいきませんからね」




　広大の心配をよそに、ティセは授業の内容については、問題なくこなしていた。金曜日の一時限だけとはいえ、見学していたのが多少は役に立ってくれたようだ。

　もっとも問題なくこなしていたのは、あくまで授業の内容に関してである。

　それ以外の、例えば授業態度という点では少なからぬ問題があったのだ。授業を受ける時、ティセは机に座ったままで大人しく話を聞いている。それはいいのだが、それだけなのだ。しかも教師の方をじっと見つめて視線を切らない。それそのものは優等生な態度ではあったが、度が過ぎると異様になってくる。そもそも生徒というのはどんな優等生であっても、重要な試験中でもない限り、授業中に何度か緊張きんちよう感が途と切ぎれ、欠伸あくびをしたり、隣りん席せきの友人とおしゃべりしたり、あるいはノートや教科書に落書きをしてみたりと余分な事をするものだ。しかしティセは、まるで彫ちよう像ぞうのように椅い子すに座ったまま、視線で教師の方を追いかけるだけなのだ。それでなくても転校生、そのうえ妙みような存在感が有るティセだ。教師に意識するなという方が無理な相談である。事実、一時限目の教師は十数分間で音を上げてしまった。

「栄さん、もっとリラックスしていいから」

　そこでもう一つ問題が持ち上がった。栄黎れい子こティセという偽ぎ名めいを貰もらっているティセだが、どうにもその名で呼ばれても反応しないのだ。何度か繰くり返し呼ばれても返事をせず、結局、広大がティセを呼んでいるのだと教えて上げても、片手を差し上げるいつもの仕草で、教師に向かって言うのだ。

「ティセです。ティセ。ティセと呼んでください」

「いや、だから……」

　何度か広大が説得してようやく栄さんと呼ばれて返事をする事には納得してくれたようだ。もっとも二時限目でまた同じような光景が繰り返される事になってしまったのだが。

　またティセは授業の内容を一切、ノートに取らなかった。一時限目と二時限目の間の休み時間で広大がそれを注意すると、ティセはいつものように表情を変えずに答えたのだ。

「先生が話した事はほぼ記き憶おくしています。ノートに取る必要性は感じません」

「いや、だから後でノート提出とかあるかも知れないし。取っておいた方がいいって」

「ノート」

　広大がそう言ってもティセは何も書いてないノートを手にとってジッと見つめるだけだった。結局、納得しなかったのか、ティセは二時限目でもノートには一切、手をつけなかったのである。

　しかしそれ以外は、教師の質問にもちゃんと答えるし、教科書の音読も無難にこなしていた。

　最初はどんな真ま似ねを仕出かすのかと、固かた唾ずを呑んでティセの様子を見守っていた広大だが、何とか今日一日は切きり抜ぬけられそうだと、ホッと安あん堵どの息を洩もらした二時限目後の休み時間。ある問題を見のがしていた事に気付いたのだ。

　三時限目は体育。無論、授業は男女別である。広大が付いているわけにもいかない。こうなるとティセの世話は恵子に頼たのむしかない。

　二つ返事で引き受けてくれた恵子に後を任せ、広大は男子更こう衣い室しつに入っていった。

　しょうぶ沼ぬま高校の体育用更衣室は、男女のものが隣となり合わせで作られている。一つの部屋を壁で仕切っただけのものだから、ちょっと大きな声を上げただけで隣となりに聞こえてしまうほどだ。広大たちが着がえ始めてからしばらくして、壁の向こうから恵子の声が飛び込んで来たのである。

「ちょ、ちょっと！　なにをやってるのよ、ティセ!!」

　一体なにをしでかした？　考える暇ひまもなく広大は反射的に女子更衣室に面した壁に耳を寄せる。もの好きな男子数人も咄とつ嗟さに広大に倣ならった。

「着がえろと言われました」

　そう言うティセの声が聞こえてくる。もともと大きな声で喋しやべる方ではないから、壁に耳を寄せていなければ聞こえなかっただろう。だから次の恵子の大きな声は余計に耳に響ひびいた。

「だから！　脱ぬぐのは、服だけでいいの！　誰が全部、脱ぎなさいって言った!?」

　その言葉が飛び込んで来た瞬しゆん間かん、壁に耳を寄せている生徒以外の男子も、事の次第を飲み込めたようだ。男子更衣室内に一種異様などよめきが広がる。

「脱がないと着がえられません」

「下着は脱がなくてもいいの!!」

　恵子のその返答にまた男子更衣室内のテンションが無む闇やみに上がる。それをさらに煽あおるように藍留の声も飛び込んで来た。

「いやぁ～～ん♡　ティセのお肌はだってばぷにぷにっすね!!　肌き理めも細かくてうらやましいっすヨ」

　他の女子も藍留に続く。

「ほんと肌も白くて綺き麗れいでいいわねぇ」

「スリムだけど均整取れてるわよね。私なんて鳩はと胸むねだし……」

　話を聞いているだけでティセを取り囲んでワイワイ騒さわいでいる女子の様子が目に浮うかぶようだ。目には浮かぶが全員、着き替がえの途と中ちゆうという事を考えると、高校一年生の男子には目の毒というものであろう。

「ほらほら、いい加減にする！　藍留も煽らない！　それと男子!!」

　恵子は壁かべの向こうから男子更衣室へ怒ど鳴なり付ける。

「変なオーラ駄だ々だ漏もれにしない!!　言っておくけど、別にティセは全部脱いでるわけじゃないからね!!」

「脱いだのは……」

　そう言いかけるティセを慌あわてて恵子が止める。

「ティセも一々解説しない!!」




「ご苦労様でした。これお駄だ賃ちん」

　広大がそう言って差し出す缶かん入いりウーロン茶を、恵子は憮ぶ然ぜんとした顔で受け取った。

「まったく……。大変だったわよ」

　体育の授業の騒そう動どうは着替えだけでは収まらなかった。今日の体育は男子はバスケット、女子はバレー。もとより狭せまい学校だ。体育の授業も狭い体育館で男女が一いつ緒しよという事が多い。男子クラスメートの嫉しつ妬ととも羨せん望ぼうともつかぬ視線を浴びながら授業を受けていた広大だが、しばらくすると女子の方の様子がおかしい事が気付いた。

　またティセが何かしでかしたのかと思い、振ふり返ってみた広大だが、特におかしな光景を目にしたわけではなかった。バレーボールの試合でティセがサーブした所。アンダーハンドサーブで上がったボールは、気の抜けそうな曲線を描えがきながら辛かろうじてネットを越こえ、ラインギリギリに落ちる。どうやらティセは見た目の通り、あまり運動は得意ではないようだ。相手チームの生徒はラインの外に落ちるものと思っていたのだろう。呆ぼう然ぜんとボールを見送るだけ。しかしラインの内側に入ったボールに女子生徒一同がざわめく。

　別に騒ぐことは無いじゃないか。そう首を傾かしげた広大だが、特に気にする事も無いと思い授業に戻もどった。だがしばらくして孝郎や兵衛までもが、ぽかんとして女子の授業を見つめている事に気付き再び振り返った。

　そこではまたティセがサーブに入った所だった。ボールは先程とまったく同じ軌き跡せきを描き、まったく同じところに落ちた。

　女子の間から聞こえてくる言葉で、広大は先程からずっとティセがサービスエースを決め続けている事をしった。それも同じ場所へ同じ軌跡でボールを落とし続けているのだ。

　まさに精密機械である。プロの選手でもこうはいくまい。相手チームの方もいつ外すのかと、拾うよりもそちらの方へ興味が行っているようだ。

　さらに一本決めた所で慌てて恵子が駆かけ寄よりティセに何事が耳打ちする。言われたティセは一時、小首を傾げたものの、またサーブの動作に入る。次に打たれたボールはほんの数センチ、低い軌跡を描きネットにかかった。誰がどう見てもわざと外したようにしか思えないコントロールに、見守っていた生徒たちの間からどよめきが漏もれたほどだ。

　問題はその後もあった。三時限目の体育の授業が終り、四時限目が始まろうとしてもティセの姿が無い。慌てた広大が恵子に尋たずねても知らないと言う。ただ授業の後、着替えの時にシャワーを浴びたがっていたらしい。しょうぶ沼高校の生徒用シャワーはプールの更衣室にしかない。体育館の更衣室には無いのだが、それを聞いたティセは着がえ終ると姿を消してしまったのだ。

　四時限目のチャイムが鳴ると同時に、いつもと変わらぬ表情でティセが教室に入ってきた。髪かみの毛が湿しめっているところを見るとシャワーを浴びてきたらしい。広大が聞き出してみると、一いつ旦たん、広大の家に戻ってシャワーを浴びて戻ってきたらしい。徒歩で十四、五分かかる距きよ離りだが、どうやらｂｉｏクラフト形態で往復したらしい。

　平然とした顔で四時限目の授業を受けるティセに、広大と恵子もげんなりとしたのは事実である。

「授業内容そのものは問題ないんだけどなぁ」

　広大はそうぼやきながら、恵子の対面に座る。四時限目の授業も終り今は昼休み。二人は食堂で昼食を摂とっているところだ。しょうぶ沼高校はそれほど生徒数が多くない事もあり、食堂は有っても給食施し設せつは無い。生徒たちは弁当を持参するか、出入りしている業者からパンやおにぎりを購こう入にゆうすることになる。仕出し弁当もあるが、二時限目と三時限目の間の休み時間までに注文して置かなければならない。

　広大は料理は苦手ではない。むしろこの年代の少年としては得意な方だ。店に出すようなものならばともかく、一いつ般ぱん的てきな家庭料理ならば充じゆう分ぶんにこなせる。時間があれば弁当も作ってくるのだが、先週来、ティセの一件でまだそこまでの余よ裕ゆうは無かった。

　今日は恵子と一緒に食堂で済ませる事にした。広大はパン、恵子はおにぎりを数個、買い込んで来ている。

「しばらくすれば慣れるとは思うんだけど。正直、私たちだけで面めん倒どう見るのは大変よ」

　おかか入りおにぎりをほおばりながら恵子はそうぼやく。

「体育の時間は盲もう点てんだったなぁ～～」

　売店で買ってきたブリックパックのコーヒーを啜すすりながら広大も頭を抱かかえた。

「そう、問題はそこよ。それ!!」

　残っていたおにぎりを口に押し込むと、恵子は広大に向かって指を突つき付けながら言った。

「今はいいわよ。水泳の授業とか始まったらどうするのよ？　それに移動教室もあるんでしょ。全部、私一人じゃ面倒見切れないわよ。それに……」

　そして恵子は辺りを見回し、少し声を潜ひそめて続ける。

「いつまでもｂｉｏクラフトだって事を隠かくしておくの？　せめてあと何人か、事情を知っている人がいないとつらいわよ、これから」

「それは分かっている……」

　カレーパンを食べながら広大はそう答えるが、だからと言って何か方策がすぐに思い浮かぶわけでもない。

「それはそうと、当のティセは？」

　ようやく恵子はティセの姿が無い事に気付いたようだ。そう広大に尋ねる。

「校長先生じきじきに呼び出し。多分……」

　そして広大も声を潜めて恵子に話しかける。

「あの王子さま先生だけど……」

　しかし最後まで言うことは出来なかった。食堂に校内放送が響ひびいたからだ。

「一年Ｃ組、大おお空ぞら広大くん。至急、進路指導室へ来て下さい。繰くり返します……」

「多分、ティセの事だ」

　そういうと広大は残りのカレーパンを一気に飲み込む。

「じゃあ行ってくる。今のことも話しておくよ」

　恵子にそう言うと広大はテーブルを離はなれて食堂の出口の方へと向かう。それと入れ違ちがいに入ってくる女生徒の姿が有った。違うクラスの生徒で広大とは面識はないが、恵子とは中学時代同じクラブだった事も有り顔なじみだ。彼女はさして広くはない食堂を見回し、恵子の姿を見つけると、広大の脇わきを駆け抜ぬけて近寄ってきた。

「ねえ、高科さん。島しま崎ざき先生が視し聴ちよう覚かく室で呼んでるわよ」

「島崎先生？」

　恵子の所属している整備委員会の担当教師だ。もっとも余り熱心な委員ではない恵子だから、昼休みに呼び出されるような用事もないはずだ。しかし呼び出されたとなれば行かなければならない。

「ったくしょうがないなぁ」

　そうぼやきながら恵子も立ち上がった。




「……え？」

　進路指導室に向かった広大だが、そこには誰もおらず、内線で掛かかってきた電話で今度は視聴覚室へと呼び出された。ぶつくさと言いながら視聴覚室へ入っていった広大が見たのはティセと内山田。そこまでは予想通りだったが、恵子も同席していたのはさすがに驚おどろいた。直接、視聴覚室へ呼ばれた恵子の方が早く到とう着ちやくしたわけだが、広大もまだその辺の事情は知らない。

「あれ、恵子。なんで？」

　しかし恵子が答える前に内山田が朝のＨＲと変わらぬハイテンションで答えた。

「はははは、いやぁ二人一度に呼び出すと目立つと思ってね」

　そう言いながら内山田は生徒の広大に向かって椅い子すを勧すすめると、スーツの胸ポケットから一枚のカードを出した。

「想像はついているかと思うけど、僕はこういう者だ」

　ホログラムシールとＩＣチップが貼り込まれたプラスチックカードには、内山田の写真とサイン、そして閂バーが下ろされ開け放たれた門とその向こうに見える星空がデザインされたマークが描えがかれている。

　英語でｕｎｂａｒという単語は、『閂バーを下ろして門を開け放つ』即すなわち『門戸を開く』という意味がある。『国連ｂｉｏクラフト交流適合研究センター』ことＵＮｂＡＲの略りやく称しようやそのマークもそれをモチーフにしているのだ。

「ＵＮｂＡＲ日本支局の内山田王司。本部の方からグロリアスドーンと君たちのサポートの為ために派は遣けんされた。一応、ここでは教師という建前になってるが、困った事が何でも相談してくれたまえ」

「はぁ……」

　予想していた事ゆえＵＮｂＡＲの身分証明書を前にしても、広大はさして驚いた風を見せない。内山田は芝しば居いがかった動作で長い足を組むと言った。

「こちらがＵＮｂＡＲ日本支部発行の『ｂｉｏパートナーの心得』だ。パンフレットには概がい要ようしかないから、改めて自宅の方でＣＤロムを参照してくれたまえ。ＰＣくらいはあるだろう？」

「ええ、まぁ」

　内山田から押おしつけられるように、広大は薄うすいパンフレットとＣＤロムのケースを受け取る。

「なんか遠足のしおりみたいね」

　ちょっと呆あきれ顔がおで横から恵子がそう言ってきた。そんな恵子をちらりと見てから内山田は思い出したように付け加えた。

「あぁ、それと。教師という立場だと目の届かない事があると思うから、もう一人、生徒の立場でサポートに入るからね」







《ＰＨＡＳＥ―０１：０３　友達～Friend～》







『人類及び地球解放連盟ＨＥＬＬＯ』というのは不思議な組織だ。

　二十年ほど前にｂｉｏビオクラフトが地球に現れた時、誰もが諸手を挙げてこの来訪者を歓かん迎げいしたわけではない。ｂｉｏクラフトは侵しん略りやく者であり、人類を支配しようとしている、今のうちに排はい斥せきするべきである。思想的、宗教的、あるいは本能的な理由から、そう主張する個人、団体、組織は枚挙にいとまが無いほど存在した。しかし当のｂｉｏクラフトが、人類に対して思いの外、冷れい淡たんな態度を取り続けている以上、彼らのそんな主張もいつしか説得力を失っていった。

　一方でそんなｂｉｏクラフトの冷淡な対応を糾きゆう弾だんする主張も現れてきた。

　ｂｉｏクラフトは地球人類との共生を求めながら、様々な技術、情報を隠かくし続つづけている。共生を求めるのならば、まずそれを公開するべきである。傾けい聴ちように値する主張ではあるが、これも広く支持されるには至らなかった。

　何しろ相手は宇宙全域を活動範はん囲いとする存在である。その技術も途と方ほうもないものになる。仮にそんな技術が際限なく公開されたら、今の人類社会が破は綻たんしかねないのは目に見えている。よしんば公開を求めるとしても、ｂｉｏクラフトにそれを強要する手段を人類は持たないのだ。

　ｂｉｏクラフトの排斥と現状以上の情報公開。一見すると相反する二つの主義を主張するものたちが合流したのが『ＨＥＬＬＯ』なのだ。確かに両者の主張は真逆のようにも思える。だが両者の根底に流れる思想は同じものなのである。

　それはいわば地球人絶対優位主義とでもいうべきもの。あらゆる知性、存在の中で地球人類がもっとも優すぐれたものであり全てを統べる権利を持つ。だから彼らは地球人類よりも高い文明を持つというｂｉｏクラフトの存在が我が慢まんならず、そしてその優位性も認めないのである。

　ｂｉｏクラフトは地球人の支配下に治まるべきであり、そしてそれを拒こばむというのなら消えてしまえ。『ＨＥＬＬＯ』の主張を単純にまとめるとこうなる。

　もっとも主張や思想というものは、得てしてオブラートに包まれて公表される。ましてや『ＨＥＬＬＯ』は、アメリカ合衆国のシカゴに本部を置き、東京、北京、パリ、ベルリン、ロンドン等、大都市に支部を持つ公然たる組織だ。うかつな事は言えない。

　結果、その目的は「人類とｂｉｏクラフトの関係を最適化する」事とされている。

　余り一いつ般ぱん市民からは関心を持たれない『ＨＥＬＬＯ』の活動だが、思いの外、資金的には潤じゆん沢たくだ。個人的に『ＨＥＬＬＯ』の思想に共鳴する資産家からの寄付も少なくないが、やはりもっとも大きいのは大企き業ぎようからの支し援えんである。各企業はｂｉｏクラフトの持つ技術の独どく占せんを目論んでいるのである。

　ｂｉｏクラフトが持つ超ちよう技術が一気に広く公開されれば、現在の社会基き盤ばんは大きく揺ゆらぎかねない。しかし一部企業、あるいはその裏にいる国家が独占すれば、大きな利益と共に権力すら得られるだろう。

　地球さえも、そして当のｂｉｏクラフトさえも支配できるかもしれない。特に後者は『ＨＥＬＬＯ』の目的とも合がつ致ちする。

　彼らはそう考えていたのだ。もっともそれが現実のものとなった時、ｂｉｏクラフト側がどんな対応をするかはまったくの未知数だ。

　しかし『ＨＥＬＬＯ』の方にも、その対応を図る手段を持たないわけでもない。

　ｂｉｏクラフトの方も地球人類同様、一枚岩ではない。地球人類を共生相手として選んだ事に異を唱えている一派もあったのだ。




「思い通りマスコミは食いついてきました。ＢＢＣが明朝のニュースで取り上げるのを皮切り、各国のマスコミもトップかそれに準じる扱あつかいになる予定です」

「まっ、こんなものだろう」

　アメリカ大統領まであと一歩の所まで迫せまった上院議員を父に持つロバート・ロングは、父の代から仕えている腹心の部下、ラザルス・ショートの報告を聞き鷹おう揚ようにうなずく。

「これでｂｉｏクラフトとの契けい約やくを悪用しているカート・ウィラードの情報が世界中に流れるな」

「良かったじゃないの」

　シカゴに立つ高層ビルの中にある『ＨＥＬＬＯ』本部。その最上階に有る代表室には、地球人は二人しか居ない。ロング代表と秘書のショート。しかしロングに声をかけたのはショートではない。そこには地球人以外の存在が居たのだ。

「これで地球人の間で、僕たちｂｉｏクラフトへの不信感が爆ばく発はつすれば、イモータルヌーンものんびりしていられないだろうね」

　代表室の来客用ソファには、東洋系の小こ柄がらな少年が、ニヤニヤと品の悪い笑みを浮うかべて座っていた。ふっくらとした頬ほおは顔立ちを丸くみせているが、決して太っているわけでもなく、むしろスリムといっても良い。スッとナイフで割さいたような細く切れ長の目ま蓋ぶたの間からは、黒い瞳ひとみが覗のぞいていた。見たところ十二、三歳さい。しかし彼の同類と同じく不思議と老成した印象を受ける。

　そう、彼はｂｉｏクラフト。そのホロン体だ。

「千のサウザンド迷路メイズイズ、これで本当に貴族パトリシヤンを仲間に引き入れる事が出来るんでしょうね？」

　ロングがそう言っても、サウザンドメイズィズと呼ばれた少年の姿をしたｂｉｏクラフトはニヤニヤと笑うだけで答える事はしない。サウザンドメイズィズは数年前、唐とう突とつにＨＥＬＬＯに接せつ触しよくしてきた。ｂｉｏクラフトの中にも、現在の地球人との関係を好ましくないと考えているものがいる。はっきり言ってしまうと、地球人は余りにも下等で、ｂｉｏクラフトのパートナー種族に相応ふさわしくないと考える層があるらしい。その代表がサウザンドメイズィズなのだ。

　地球人絶対優位主義が根底に有るＨＥＬＬＯにしてみればそれは屈くつ辱じよく的な主張である。しかし一方でｂｉｏクラフトの排はい除じよもＨＥＬＬＯの目的であり、それは確かにサウザンドメイズィズの目的とも合致する。またお互たがい相手側勢力内の協力者は欲しいところだ。

　ならばこれ以上、論ずる事もあるまい。多少の反対はあったものの、ＨＥＬＬＯはサウザンドメイズィズの一派と手を組むことになった。もっともこの事実はＨＥＬＬＯの上層部しか知らない。さすがにＨＥＬＬＯの一般支持者にしてみれば、共通の目的があるとはいえ、ｂｉｏクラフトと手を組むことには抵てい抗こうがあるだろうから、今のところ伏ふせておかれているのだ。結局ＨＥＬＬＯはまたもや矛む盾じゆんを抱かかえ込む事になったのだ。

「単に仲間に引き入れるだけじゃない。イモータルヌーンの足元を揺さぶってやろうって算段さ」

　勿もつ体たいぶった挙げ句ようやくサウザンドメイズィズは答えた。地球人との共生に反対するｂｉｏクラフトの一派は、現在、便べん宜ぎ上じよう『アミークス』と名乗っている。ＨＥＬＬＯとアミークスの目的を考えると、自ずと共通の敵は地球人類とｂｉｏクラフトの共生を進めているＵＮｂＡＲ。そしてそのｂｉｏクラフト側代表を務めているイモータルヌーンという事になる。

　しかしＵＮｂＡＲが国連を中心にした国際社会を後うしろ盾だてにしている以上、ＨＥＬＬＯとしても露ろ骨こつに逆らうことは出来ず、またｂｉｏクラフトにとっても、イモータルヌーンが単なる貴族に留まらない、特別な地位にいる以上、迂う闊かつな行動は取れないのは同じだ。

　どうやらサウザンドメイズィズはそこに揺さぶりをかけようとしているようだが、なかなか詳しよう細さいを明らかにしてくれない。

「ま、細工は流々。仕上げをご覧じろってね。それじゃ僕は段取りで忙いそがしいから。うまくいったらまた連れん絡らくするよ」

　そう言うとサウザンドメイズィズはソファから立ち上がりドアの方へ向かう。そして思い出したように、肩かたごしに付け加えた。

「あぁ、そうそう。例のブツね。ちゃんと手に入りそうだよ。まぁ、僕らにはどうって事ないものだけどね」

　そういうとサウザンドメイズィズは挨あい拶さつもせずに代表室から出ていってしまった。

「デカいことを言えるのも今のうちだ！」

　ロングは閉じられたドアに向かって悪態をつく。

「地球人をなめるな！　我々には起死回生の手段が残されているんだぞ!!」

　しかしそう言うロングとは対照的に、秘書のショートは苦く渋じゆうに満ちた表情で、サウザンドメイズィズの出ていったドアを見つめるだけだった。ロングは一いつ顧こだにしなかったが、先日、入手した全長二天文単位に及およぶ超ちよう巨きよ大だい飛行物体。それを『本当のｂｉｏクラフト』だと指し摘てきしたのはサウザンドメイズィズだったのだ。

『本当のｂｉｏクラフト』がなにを意味しているのか今のところは分からない。しかしそれを額面どおりに受け取るなら、現在ロングが進めている作戦などまったく無意味だ。

「不ふ愉ゆ快かいだ。今日はもう休むことにする。ウィラードの件で何かあったら連絡してくれ」

　ショートの心配などよそに、ロングは憮ぶ然ぜんとした顔でそう言いながら立ち上がった。




　窓から射さし込む夕日で教室は朱あか一色に染まってる。今日一日の授業は全て終り、生徒たちは下校を始めている。クラブや委員会活動で残っている生徒もいるが、少なくともこの教室に生徒の姿は無い。ただ一人、今日からこのクラスの担任になった教師の姿が有るだけだ。

　窓際の柱に寄より掛かかり、カーテンの隙すき間まから校庭の様子を窺うかがう内うち山やま田だ王おう司じの面には、生徒に見せていた人ひと懐なつこい笑みなど欠片かけらも無い。まるで別人と見み紛まごう程の厳しい表情だ。

　カーテンの隙間から見えるのは、校門へ向かう三人の生徒たちの後ろ姿。長身の男子生徒は広こう大だい。そして両側に並ぶ女生徒は恵けい子こと、そしてティセだ。

　内山田はふと唇くちびるの端はしに皮肉な笑みを浮うかべてつぶやく。

「まぁ、今のうちに楽しめるだけ楽しんでおくがいいさ。女王さまクィーン」

　その時だ。金属光こう沢たくのある長いリボンを夕日にきらめかせ、やにわにティセが振ふり返る。反射的に内山田は倒れ込むように窓の下へ身を隠かくす。しかし勢い余って足を滑すべらせて、側にある椅い子すや机をひっくり返してしまった。

「……なにやってんすか、王子さま？」

　廊ろう下かで机や椅子がひっくり返る音を聞きつけたのだろう。委員会活動を終て戻もどってきたクラス委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おや他のクラス委員たちが慌あわてて駆かけ込んで来る。孝郎たちが見つけたのはカーテンの裾すそを握にぎり、ひっくり返った机や椅子の間に転がっている内山田の姿だった。

「いや、なに。みんなが快適に教室を使えるかどうか、カーテンや窓まど枠わくを調べていたら足を滑らせてね。ははははは」

　笑いながら内山田が立ち上がっても、孝郎たちは呆あきれた顔で見るだけで、特に不信感を抱いだいた風も無い。何しろ王子さま先生と呼んでくれいうほどの変人だ。多少、奇き矯きような行動が有ったとしても今いま更さら、気にする事もあるまい。誰もがそう考える。しかしそれこそが内山田の思おも惑わくなのだ。

　苦笑しながら自分の席で帰り支度を始める孝郎たちに気付かれぬよう、内山田はちらりと窓まど越ごしに校庭を一いち瞥べつしてまたつぶやく。

「さすがに勘かんは鋭するどいな、グロリアスドーン……」




「どうした？」

　広大は振り返りティセに声をかける。校門に向かう途と中ちゆう、ティセは突とつ然ぜんなにかに気付いたように校舎の方へと振り返り立ち止まってしまったのだ。広大の問いには答えぬまま、ティセは小首を傾かしげると、小走りに追いかけてきた。広大は重ねて確認した方がいいかどうか迷ったが、なにしろティセのやることだ。あまり構っても意味はないだろうと思い話を戻す。

「でもこれで少しは楽になるよな。内山田先生に加えて、もう一人サポートについてくれるんだから」

　先程まで広大はティセや恵子と、ＵＮｂＡＲから派は遣けんされて来たという内山田についての話をしていたのだ。

「でももう一人ってのが気になるわね。王子さまの口ぶりだと、女の子みたいじゃないの。それも私たちと同じくらいの」

　恵子もそう言う。確かに昼休みの内山田の説明からするとそう解かい釈しやくできる。

「ＵＮｂＡＲの職員に女子高生がいるとは思えないしなぁ。ティセ、何か心当たり有るか？」

　広大がそう尋たずねても、ティセは相変わらず校舎の方を気にしている。さらにもう一度、小首を傾げ、胸に通学鞄かばんをだき抱かかえたまま、広大の方を仰あおぎ見みるようにして言った。

「私はあの人が余り好きではありません」

「はい？」

　出し抜ぬけにティセがそう言うものだから、広大と恵子も面食らったものの、数歩いくうちに、どうやらあの人が内山田の事だと察することが出来た。

「まぁ、変な人だけどな。それほど悪い人じゃないと思うよ」

　広大はそう言うが、しかしティセは納得がいかないようだ。

「何か隠しているような気がします」

「まぁ隠しているって言えば隠しているけど。ＵＮｂＡＲの職員だし」

「第一、あんな性格で隠し事なんてそうそう出来ないわよ。あの王子さま」

「ははは、そうだな」

　広大と恵子はそう言って笑うが、ティセは小首を傾げるだけ。だがそれ以上、この話題を引きずるつもりもないようだ。

「この辺りに広い場所は有りますか？」

　これまた出し抜けにそう尋ねる。きょとんとしている広大と恵子にティセは続けて言った。

「大体80メートル四方くらいの開けた場所です。上空に障害物が無ければ、地上にものがあっても構いません」

「え～～と……、途中に有るグラウンドかな？」

　広大は戸と惑まどいながらもそう言う。しょうぶ沼高校の校庭は狭せまくてティセの言う条件を充みたせないが、帰宅途中に有るグラウンドは野球場やテニスコートもあり、かなり広い。

「ではそこに行きましょう」

　今度は広大が首を傾げる番だった。

「なんだよ、一体？」

「心当たりはあります」

　そういうとティセは朱しゆ色いろに染まる雲に彩いろどられた空を見上げる。

「広大と恵子に紹しよう介かいします」

「……ｂｉｏクラフトか？」

　ＵＮｂＡＲから派遣される予定のあと一人。どうやらティセは心当たりが有るばかりか、それはいま上空で量子ブラインドに隠かくれているｂｉｏクラフトらしいのだ。

「アイシャです」

　ティセは通学鞄を胸の前で抱えたままでそう言った。




　いくら経ってもマンションの一人暮らしというのは慣れない。もっとも人に干かん渉しようされるくらいならば一人で居た方が良い。それが今の逢おう瀬せ桜さくら子この考えだ。

　しかしそんな桜子の生活にも先週末くらいから少しずつ変わり始めていた。奇き妙みようで気まぐれな同居人が出来たのだ。

　自宅マンションのドアを開けて桜子は部屋に入る。桜子が部屋に入ってからもしばらく、スチール製のドアは開け放たれたままになっていた。桜子が灯あかりを点つけるのを待っていたかのように、そのドアはゆっくりと閉じられた。そして見えない手によりドアはロックされたのだ。

「素直じゃないわね」

　ドアの方から桜子へとやにわに声が響ひびく。

「あんな奴やつ、一発殴なぐっちゃえばいいのに」

　目に見えぬ声の主に構わず、桜子は勉強部屋に向かう。窓から射さし込む朱色の夕日の中に突とつ然ぜん、桜子以外の何者かの影かげが現れる。夕焼けの朱あかの色の中に浮うかび上がるのは黒と紫むらさき、濃のう紺こんに彩られ、星ほし屑くずのようなスパングルがちりばめられた華か美びな服装に身を包んだ少女。

　静謐なる宵闇トランクルナイト。

「私は素直よ、ティオ」

　一人暮らしにも拘かかわらず、勉強部屋に限らずマンションの部屋全体は綺き麗れいに片付けられている。それが桜子の性格であると同時に、調度品自体そのものが少ないのだ。一人暮らしに必要な最低限のものしかこの部屋には無い。

「顧こ問もんが怒おこるのも当然。でも慣れている」

　先週の木曜日、学校帰りに後こう輩はいをからかっていた不良学生数人を叩たたきのめした事で、桜子は学校の剣けん道どう部顧問から注意を受けていたのだ。桜子が同様の事件を起こして注意されるのはこれが初めてではない。むしろ常習犯と言っても良い。剣道の腕うでそのものでは全国区レベルだと言うのに、試合に出してもらえないのもそんな理由からだ。しかし桜子はそれを当然の事と受け止めている。むしろ大会での成績を求める余り、素行に目をつむり自分を出場させようとすれば桜子は怒るだろう。

　剣道部道場で顧問に桜子が叱しつ責せきされる間、トランクルナイトことティオは、量子ブラインドに身を隠してずっとその様子を見守っていたのだ。

「桜子が慣れていると言うならいいけど……、後ろで見ているとイライラしてくるの」

　ティオはそう言いながらリビングのテーブルから椅い子すを出して勝手に座る。まさに勝手知ったる他人の家だ。もっとも厳密に言うとティオと桜子はまったくの他人ではない。すでに桜子はティオとｂｉｏパートナーの契けい約やくを交わしていたのだ。金曜日の夜に契約を交わして以降、時折、気まぐれに姿を消すことはあるものの、ティオは桜子のマンションに居着いてしまっている。

　ティオは一人用の小さなテーブルの上にあったＴＶのリモコンを取り、スイッチを入れる。もとより一人暮らしに必要な最低限の調度しかない。テーブルの椅子も桜子自身が使うための一脚きやくだけだ。やむなく桜子はテーブルの横に立っているのだが、ティオは自分のパートナーがなぜそうしているのかまでは考えが回らないようだ。

　ティオは退たい屈くつそうにテーブルの上に頬ほお杖づえを突きＴＶのチャンネルを変えていく。何気なく変えたチャンネルでは夕方のニュース番組が始まるところだった。そのテロップを見てティオはリモコンを置く。桜子も当然、それに気付いていたようだ。

「面白そうね。次はこいつにする？」

　そう言うとティオは傍かたわらに立つ桜子へ、吸い込まれそうなミッドナイトブルーの瞳ひとみを向ける。

「……タイミングが良すぎるわね」

　ＴＶの画面を見ながらしばし考えを巡めぐらせていた桜子はそう言った。

「私たちをおびき出そうとしてるとか？」

　ティオがそう尋たずねても桜子は答えない。ＴＶ画面では建築途と中ちゆうの都市を行進する人々の姿が映されていた。一糸乱れぬその行進を壇だん上じようから見下ろす一人の男。それはどこかの独裁国家で行なわれている光景のようであるが、アナウンサーの言葉やテロップからすると、どうやらそれは地球上のものではないらしい。

　カート・ウィラードというｂｉｏパートナーが中心となって移民が行なわれたどこかの惑わく星せい居留地のようだ。ウィラードはその惑星居留地の独裁者として振ふる舞まっているらしい。地球との連れん絡らく手段を持つのはｂｉｏパートナーだけ。確かにその気になれば独裁者を気取るのも難しくはない。

　ニュースによるとそのウィラードというｂｉｏパートナーが、新たな移民を募つのるために地球へ帰き還かんしたのと同時に、彼が惑星居留地で権勢を欲しいままにしている事がスクープされたのだ。

　確かにタイミングが良すぎる。ウィラードが帰還したのと同時に、この一件がすっぱ抜ぬかれた事もそうだが、契約を私利私欲に利用していたｂｉｏパートナーが襲おそわれた直後だ。一いつ般ぱんには報道されてはいないが、ＵＮｂＡＲをはじめいくつかの組織は、ティオと桜子がやった事を把は握あくしているだろう。

「いけすかないやり方ね」

　ティオが桜子の心情を代弁する。契約を悪用しているｂｉｏパートナーもさることながら、ティオと桜子をおびき出すためにその情報を利用する。桜子がそんなやり方に憤いきどおりを覚える性格なのは、すでにティオの方も理解していた。

「契約しているｂｉｏクラフトを追跡トレースできる？」

「ｂｉｏクラフトは『険しい坂スティープスロープ』。階級クラスは城塞ルーク。現在、地球上。大西洋上空のようね。近く行けばもっと詳くわしい位置はわかるわ」

　ＴＶのニュースと自らのｂｉｏクラフトとしての能力を使い、ティオはそう報告する。

「そう……」

　素っ気なく答え、シャワーを浴びるためにバスルームに向かう桜子だが、すでに決心を固めている事はティオには分かっている。バスルームのドアノブに手をかけた桜子だが、何かを思い出したかのように、テーブルに着いているティオの方へと向き直る。そしてしばしの間、テーブルに頬杖を突ついたままＴＶを眺ながめるティオを見つめていたが、やがて独り言のようにつぶやいた。

「椅子。もう一脚、買ってこないといけないわね……」

　その言葉にティオが振り返った時には、桜子の姿はバスルームへと消えていた。




「量子ブラインドを展開します」

　そう言うティセの胸元が輝かがやく。その瞬しゆん間かん、広大と恵子は周囲の景色が、ちょうどノイズまじりの映像のように乱れるのが分かった。しかしそれも一瞬の出来事。すぐに元に戻もどる。違ちがいと言えば少し薄うす暗ぐらくなった事くらいだろうか。これで広大と恵子は、ティセの展開する量子ブラインドに包まれたわけだ。

　周囲は広いグラウンド。平日の夕方という事もあり人もまばら。広所恐きよう怖ふ症しようの広大としては、余り長居はしたくない場所である。胸元の輝きが消えたティセが上空へと目をやるのを見て、広大も周囲の光景から逃にげるようにしてそれに倣ならう。

　その先にそれはあった。

「な……!?」

　広いグラウンドに寒気のようなものを覚えていた広大だが、頭上に有るそれを目にした瞬間、思わず鳥とり肌はだが立つのを感じた。

　ｂｉｏクラフト。三本のドリルを持つナイト級ｂｉｏクラフトが広大たちの頭上に滞たい空くうしていたのだ。それも近くのマンションの屋上よりもやや高い程度だから、おそらく高度30メートル程度だろう。大きさはグラウンド内の野球場とほぼ同じかやや大きい程度。ティセの言った80メートルくらいというのは、このｂｉｏクラフトが降下できる広さという事だったのだろう。薄暗くなったように思えたのは量子ブラインドの為ためではない。このｂｉｏクラフトが頭上にいたからだ。

「これが、ずっと頭の上にいたのか……？」

「はい、先程から私たちの上で待機していました」

　広大の言葉にティセは事も無げにそう答える。そして片方の手で胸の前で鞄かばんを抱だき、空いた方の手を上空へ向かって振る。

「アイシャ、降りてきてください」

「ちょっと待て、ティセ。降りろって……!?」

「潰つぶされちゃうわよ、私たち！」

　広大と共に我に返った恵子も抗こう議ぎするが、どうやら二人はｂｉｏクラフトの能力を失念していたようだ。やにわに高度を下げ始めたナイト級ｂｉｏクラフトに頭を抱かかえる。しかし次の瞬間、降下してくるｂｉｏクラフトは光に包まれ、そして畳たたみ込まれる折り紙のように小さくなっていく。そしてその光は人のような姿となり地上へと降り立った。頭上にいたｂｉｏクラフトのホロン体だ。

　光が収まった事に気付いた広大と恵子が顔を上げる。その視界に飛び込んで来たのは、長い艶あでやかな黒くろ髪かみを持った少女。見た目は広大や恵子たちと同年代のようにも思える。顔の造作や雰ふん囲い気きからすると日本人と言っても通りそうだ。

「アイシャです」

　ティセは広大と恵子の方へ振ふり返りそう言った。例によってそれだけで分かるだろうと言わんばかりである。そしてティセはアイシャの方へ振り返ると、広大と恵子の方に片手を差さし伸のべるようにして言った。

「アイシャ。こちらがパートナーの広大と恵……」

　しかしアイシャは最後まで言わせてくれなかった。

「ティセさまぁ～～ッ!!」

　やにわにそう叫さけぶなり、アイシャはティセに飛びつき抱きついてしまったのだ。

「ティセさま、ティセさま、ティセさま！　なにも言わずに姿を消すから、心配いたしました!!」

　ぽかんとする広大と恵子を前に、ティセへと抱きついたアイシャは、そうまくし立てる。アイシャに抱きすくめられたティセは、じたばたと両手を振り回しているだけ。まるで子供に抱き締しめられた仔こ猫ねこのようだ。

　ハッとして我に返った広大は、アイシャと紹しよう介かいされた黒髪の少女に声を掛かける。

「あ、あのぉ、アイシャさん。ティセが苦しがってるみたいなんすけど……」

　しかしアイシャはティセを抱き締めたまま、広大の方をキッと睨にらみ付けて言った。

「アイシャです！」
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　あぁ、そういえばｂｉｏクラフトは名前に敬けい称しようを付けられるのを嫌いやがるんだっけ。いや、待てよ。アイシャはティセさまと言ってるじゃないか。ちゃんやさんは駄だ目めだけど、さまはいいのか？　というかｂｉｏクラフト同士ならいいのか？

　広大は混乱するが、そうしている間もアイシャはしっかりとティセを抱き締めている。

「だからさ、ティセが苦しそうだって言ってるでしょ。いい加減に離はなれてやりなさいよ」

　横から恵子がそう口を挟はさむ。そこでようやくアイシャは今の状じよう況きように気付いたようだ。

「はッ、私としたことが!!　ティセさま、大だい丈じよう夫ぶですか！　平気ですか!?」

　やっと身体を離しても、今度はティセの両りよう肩かたを掴つかんでぶんぶん揺ゆさぶる。

「あ～～、もう！　落ち着きなさいよ!!　そんなにしてたら喋しやべれないでしょ！」

　見かねた恵子がアイシャの手を取り、ティセから引き離す。

「ちょっと平気でなくなりそうになりました」

　そうは言う割にティセはいつもの通りの涼すずしい顔で言った。そしてアイシャの方へ片手を差し伸べると広大たちの方へ振り返り続けた。

「アイシャです」

　そして今度はアイシャの方へ振り返り、広大と恵子の方へ手を差し上げる。

「広大と恵子です」

　そういうと地面に落ちていた鞄を取り上げてティセは言った。

「では行きましょう」

「……どこへ？」

　怪け訝げんな顔で広大は尋たずねる。当然、アイシャについての詳くわしい説明があるものと思っていたのだ。しかしティセは相変わらずだ。

「帰るのではありませんか？」

「いや、まぁ。そうだけど……」

　小首を傾かしげるティセに広大はげんなりとした顔をすることしか出来ない。広大の心情を察したのか、慌あわててアイシャが口を開く。

「自己紹介が遅おくれて申し訳有りません。私、ｂｉｏクラフトの『ノーブルウィンド』と申します。アイシャとおよびください。階級クラスは三本衝角、地球人の言うところのナイト級です」

　凛りんとした口調でそう言うアイシャは、改めて見てみると古風で落ち着いた雰囲気を醸かもし出している。ｂｉｏクラフト相手に変な表現になるかも知れないが、いわゆる大和撫なで子しこ風というものだな。広大はそう思う。

「それで、ティセとはどういう関係？　ティセさまって言っていた所を見ると、姉妹とかじゃなさそうね」

　恵子のその問いにアイシャは口を開きかける。

「私、ティセさまにお仕え……」

　だがしかし唐とう突とつにティセがそのアイシャの言葉を遮さえぎった。

「お友達です」

　声だけではない。アイシャの前にパッと手を差し上げて遮ったのだ。広大や恵子はもちろん、アイシャもそんなティセの態度には戸と惑まどったようで、。黒目がちの瞳ひとみを瞬しばたたかせてティセを見つめる。

「あの、ティセさま。私は、その……」

　アイシャの戸惑いにティセはくるりと振ふり返って繰くり返す。

「お友達」

　鞄かばんを地面に置いて両手をパタパタさせる。それでもアイシャが言葉に詰つまっているのを見て、ティセは力なく両手をすとんと落としてしまう。そのまましばしの間、黙だまってアイシャを見つめていたが、さらにひと言、繰り返した。

「お友達」

　結局、アイシャの方が押おし負けたようだ。改めて広大たちの方へと向き直り、アイシャは訂てい正せいする。

「私、ティセさまのお友達のアイシャです」

　アイシャがそう言うのを確認してからティセも広大たちの方へと振り返り言った。

「アイシャは私の一番のお友達です」

　表情は変えないが、元気よく両手をぱたぱたさせる所から察して、上じよう機き嫌げんなのは確かなようだ。

「すると、君がＵＮｂＡＲから派は遣けんされた……」

「はい、ティセさまのサポートをさせていただきます。これからよろしくお願いいたします」

　そう言うとアイシャはぺこりと頭を下げた。それに合せてポニーテールと頭の両側にまとめた髪かみが揺れていた。




「おやおや、一人増えよった。やっぱ上に誰かおったな」

　グラウンドの一角にあるテニスコート。その用具倉庫の陰かげから広大とティセたちの様子を窺うかがっていたクイックストーンはそうつぶやく。朝からずっとティセを尾び行こうしていたのだが、帰宅の途と中ちゆう、グラウンドに入った所で見失ってしまったのだ。お互たがいｂｉｏクラフトであるから、なにが起きたかおおよそ察しがつく。量子ブラインドを展開したのだ。

　待つこと数分。どこからともなくティセたちが現れた時には、見慣れない黒くろ髪かみの少女の姿が増えていたのだ。どうやらその少女が新たなｂｉｏクラフトのホロン体のようだ。

「さぁてどうしたもんかなぁ。新しいのが、何者かまだ分からへんけど……」

　いまクイックストーンを動かしているのは貴族への興味。そしてあわよくば自分を利用していたサイレントカレントに一ひと泡あわふかせてやれれば面白いという程度の事。しかし契けい約やくを強制解除された現在、不用意に動き回るのは危険なはず。それはクイックストーンも分かっている。そこでティセに接せつ触しよくしようとしたのだ。

　エッジワース＝カイパーベルトでの戦せん闘とうの後、自分を見み逃のがした事を考えると、ティセはどちらかと言うとお人好しの部類だろう。クイックストーンはそう踏ふんでいた。うまく取り入る事が出来るかもしれない。

　もっともそうするには信用を得なければならない。手ぶらで行くわけにも行くまい。だがしかしクイックストーンには一つの目算があった。

「……そやな。当たって砕くだけろや！　ダスクが妹なら、こっちの話にも乗ってくるやろう」

　意を決したクイックストーンは用具倉庫の陰から出ると、慎しん重ちようにティセたちの後を追いかけた。当の本人は気付いていなかったが、その後ろにもクイックストーンを尾行している小さな影があったのだ。




「……お姉ちゃん！　それにアイシャも」

　サイレントカレントから受け取ったセンサーを使い、クイックストーンを追いかけていたティルは、ついに姉グロリアスドーンことティセの姿を見つける事が出来た。反射的に飛びだしそうになるのを堪こらえてしばらく様子を見る。

　ティセはアイシャと二人の地球人、広大と恵子と一いつ緒しよにグラウンドを抜ぬけ、団地脇わきの植え込みが有る歩道を歩いているところだ。クイックストーンもティル同様、ティセたちをつけているらしい。

　……どうしよう。

　量子ブラインドに隠かくれてティルは考える。静しず花かとの間に交わされたティルの契約をティセは認めないかもしれない。サイレントカレントのその言葉がティルの胸に突つき刺ささっていたのだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ……。ティセお姉ちゃんは、ティラお姉ちゃんと違ちがって優しいもん。ちょっと変な所は有るけど」

　そう自分へと言い聞かせるが、不安は消えてくれない。もう少し様子をみよう。そう思いティルはティセの方へ近寄る。その前でクイックストーンが大だい胆たんにティセの方へと歩み寄っていく。どうやら直接、話をするつもりのようだが、まだティセたちの方は気付いていない。

　なにを話すんだろう。聞き耳を立てるティルは思わぬ言葉を耳にしてしまった。

「……妹の契約は私が解除するしかありませんね」

　……そんな、お姉ちゃん。嘘うそ……。




「アウグストダスクとトランクルナイト」

「はい、特に問題はトランクルナイトの方です」

　いつまでもグラウンドで立ち話も何だろうと、広大はアイシャに一いつ旦たん、自宅へ来ないかと誘さそった。ティセが同意したことも有り、アイシャは広大の申し出を受け、同行することになったのだ。その道すがらアイシャは現状をティセに報告していた。

「日曜の夜に襲おそわれた被ひ害がい者しや二人は、そのｂｉｏパートナーのサテライトが通常のものとは異なる、大おお鎌がま状のものだったと証言しています」

「困りましたね」

　余り困った風もなく、歩きながらティセは言った。

「あのアイシャ……。アウグストダスクとトランクルナイトってやっぱり……」

　初対面の相手を呼び捨てにするのは抵てい抗こうが有るが、相手がそれを望むのだから仕方がない。口ごもりながら尋たずねる広大にアイシャは答えた。

「はい、ティセさまの妹です」

　なんでアイシャはティセをさま付けで呼ぶんだろう。疑問には思うが、何となくその事は聞きづらい雰ふん囲い気きが有る。

「アウグストダスクは頭が悪いのですが、トランクルナイトは性格が悪いです」

　冗じよう談だんなのか本気なのか、例によって表情からはまったく読めないままティセはそう言う。

「でも私の妹です」

「そうか……」

　素っ気ない言い方だが、広大にはその言葉にティセなりの愛情が込められていると感じていた。

「やはりティオですか」

　アイシャの方へ向き直りティセは尋ねる。

「はい、イモータルヌーンはそう考えておられるようです」

　あれ……？　ふと広大に心中に疑問が浮うかぶ。イモータルヌーンの名前は広大も知っている。ＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表。地球人の間でもっとも有名なｂｉｏクラフトの一人と言っても良い。見た目は妙みよう齢れいの東洋系女性であり、ＴＶや新聞、ネットでもその柔にゆう和わな笑みをよく見る。ヌーンは言うまでもなく正午の意味。そしてティセの名前、グロリアスドーンのドーンは黎れい明めい。ダスクは夕暮、ナイトは夜。

　そう言えばティセは四人姉妹、上に姉が一人、下に妹が二人と言っていた。すると長女に相当するのはイモータルヌーンなのか？

「他のｂｉｏパートナーに迷めい惑わくを掛かけるようなら、妹の契けい約やくは私が解除するしかありませんね」

　片手で鞄かばんを胸の前で抱だき締しめたまま、空いた方の手を上げてティセはアイシャに向かってそう言った。

「ですがティセさま……」

　そこまで言いかけた時だ。アイシャは何か気付いたように、さっと振ふり返るや、電光石火の早業で後ろから密かに近づいていた人ひと影かげへと手刀を突き付ける。

「何者!?」

　それはまるで武道の達人のような早業だ。

「ちょ、ちょっと堪かん忍にんしてぇな。怪あやしい者や、あらへん」

「あんた……、この前のｂｉｏクラフト」

　広大と恵子が振り返ると、そこにはアイシャの手刀を喉のど元もとへ突き付けられたクイックストーンの姿が有った。クイックストーンは両手を上げながら広大に向かって言った。

「なぁなぁ、兄ちゃん。うちの事を、このお姉ちゃんに説明したってや」

「説明しろと言われてもなぁ」

　広大が視線を向けた先の恵子も同感のようだ。

「ねぇ。結構やってくれちゃったわけだし」

「そやから！　あれはクライアントのおっちゃんに騙くらかされておっただけや。それに今のうちは契約を強制解除された身の上やねん。危険はあらへん」

「契約の強制解除？　まさか……」

　クイックストーンのその言葉にようやくアイシャは突つき付けた手を降ろす。

「そや。その件でそっちの貴族のお姉ちゃんと話があってな。早い話、取引や。あんたの妹の……」

　そう言いかけた時だ。突とつ然ぜん、声が響ひびく。

「お姉ちゃんの馬ば鹿かぁ～～ッ!!」

　その声と共にクイックストーンのすぐ横をかすめて振り下ろされたのは巨きよ大だいなハンマーだ。ハンマーは歩道のアスファルトに叩たたきつけられ、四方へと衝しよう撃げき波を播き散らかす。

　思わず身を屈かがめる広大と恵子、そしてアイシャだが、ティセだけは平然とした様子で、ハンマーを手にした少女に話しかける。

「元気そうで何よりです、ティル」

　そしてその姿を確認したアイシャも声を上げる。

「アウグストダスク！　契約されていたのですか!?」

　すぐ横にハンマーを打ち下ろされて、身動き一つする事も出来なかったクイックストーンも我に返る。

「そ、そや！　こいつや、こいつ!!　うちのサテライトぶっ壊こわして契約を強制解除したんは!!」

「ティル・アウグストダスク……。ティセの妹？」

　身体ほどもある巨大なハンマーを構え直すのは、プリムローズイエローのワンピースを着た小こ柄がらな女の子。ティセも小柄だが、それを差し引いても小柄に見える。髪かみはティセの金きん髪ぱつとは異なりオレンジ色に近い赤い色。胸元には涙滴ドロツプ型の青いブローチが揺ゆれている。

「紹しよう介かいします。妹のアウグストダスクです。ティルと呼んでください」

　ティセの両手のぱたぱたぶりから察して、どうやら機き嫌げんよく広大に紹介したようだ。しかし紹介された当の妹はかなりご機嫌斜ななめのようである。

「お姉ちゃんの馬鹿！」







[image: ]







　またそう言う。そんなティルにティセは少し小首を傾かしげてみせる。

「私は馬鹿ではありませんよ」

「馬鹿だもん！」

　小柄な身体のどこからそんな大きな声が出るのかと思うほどの勢いでティルは繰くり返す。

「馬鹿ではありません」

　いつも通り静かで淡たん々たんとした口調でティセもそう言い返した。

「馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿、馬鹿！　お姉ちゃんの馬鹿ぁ～～ッ!!」

　ハンマーを振り回しながらそう言うものだから、クイックストーンも慌あわててティルの側から飛び退く。対するティセも負けてはいない。激しく両手をぱたぱたさせながら反論する。

「馬鹿ではありません、馬鹿ではありません、馬鹿ではありません」

「お姉ちゃんの馬鹿！」

「馬鹿ではありません」

　姉妹のそんなやり取りに広大と恵子はもちろん、クイックストーンも言葉もなくぽかんとして見守るだけ。しかし自分の横でアイシャが嘆たん息そくしているのを見て、広大はそっと尋たずねる。

「えっと、なにやってるの。ティセは？」

「姉妹ゲンカです」

　これ以上はないというシンプルな答えがアイシャから返ってくる。

「私の契けい約やくを解除しようとしたって、そうはいかないんだから！」

「契約」

　ティルのその言葉にティセは少し眉まゆをひそめる。

「ティルは馬鹿だから、誰かに騙だまされて契約させられたんじゃないかと、お姉ちゃんは心配です」

「……お姉ちゃん」

　ティセの一いち人にん称しようがそう変わった事に広大は吹ふき出しそうになるが、状じよう況きようはそこまでほのぼのと進展してはいない。

「騙されてないもん！　お姉ちゃんこそ、騙されて契約させられたんじゃないの!?」

　しかしその言葉に反応したのはアイシャの方だった。やにわに広大をキッと睨にらみ付けると声を荒あらげた。

「本当ですか、広大!?」

「違ちがう違う！　騙すもなにも……」

「騙すと言うよりは、出来ちゃった契約やろ？」

　横からクイックストーンが茶々を入れると、その言葉に恵子も一つうなずく。

「まぁ間ま違ちがってないけど、そういうとなんかエロいわよね」

「変な方向に話を持っていくな！」

　殺意さえ感じるアイシャの鋭するどい視線にさらされながら広大はそう言った。一方で姉妹ゲンカはまだ続行中である。

「では、どうしてパートナーが同行していないのですか？」

　ティセのその問いはティルの痛いところを突ついたようだ。うっと小さく呻うめいて、ティルはハンマーを握にぎる手を震ふるわせ口ごもってしまう。

「やはり問題のある契約なのですね」

　重ねてティセが尋ねてもティルは答えられない。よく見ると目が潤うるみ始めている。

「ちょっと、ティセ。あんまり責めるな、何か事情が……」

　見かねた広大がそう言いかけた時だ。ティルが切れた。

「うわぁ～～ん!!　お姉ちゃんの馬ば鹿かぁ～～ッ!!」

　そう叫さけぶなり渾こん身しんの力でハンマーを振ふり回し始める。なにしろ持っているティル自身の身体ほども有る巨きよ大だいなハンマーだ。一体どっちが振り回されているのか分からない。

「お姉ちゃんの馬鹿、馬鹿、馬鹿ぁ～～ッ!!」

　到とう底てい、近寄れるような状態ではなくなってしまった。

「アイシャ、ちょっとの間、ティルをお願いします」

「は、はい。まぁこの様子では、しばらく収まりがつかないでしょうけど」

　アイシャがそう返答するのを確認してから、ティセは広大の方を見上げながら言った。

「広大、私が渡わたしたｂｉｏカードを持っていますか？」

「あ、あぁ」

　恵子やクイックストーンはぶるんぶるんハンマーを振り回すティルから逃にげ回るのが精せい一いつ杯ぱいだが、アイシャは声をかけながら何とか誘ゆう導どうしている所だ。そちらに気を取られながらも広大はポケットからｂｉｏカードを取り出した。ごく薄うすいガラスのような材質で出来たカード。表面にはエッチングのような加工で剣つるぎとスペードのようなマークが描えがかれている。

「サテライトのマークを表にして持って下さい。そして力を入れて折るようにして下さい」

　よく分からないまま広大はティセの言う通り、ｂｉｏカードを手にとり剣のマークを表にして力を込める。しかしｂｉｏカードは折れるどころか、しなる事すらしない。

「その状態で認証パスワードを言ってください。初期状態ではローチングサテライトです」

「はい？」

　認証パスワードとか初期状態とか、ティセの口から出た唐とう突とつな単語に広大は戸と惑まどう。しかしティセは広大を急せかすように両手をぱたぱたさせながら繰くり返す。

「早く言ってください。ローチングサテライト『グロリアスドーン』」

「落ち着いてください、アウグストダスク！」

　そうしている間にもアイシャがティルを制止する声が飛び込んで来るが、どうやら成果は上がっていないようだ。どうやら迷っている余よ裕ゆうは無さそうだ。そして広大は言った。

「ローチングサテライト『グロリアスドーン』！」

　広大がそう口にした瞬しゆん間かんだ。手にしていたｂｉｏカードが、まるで別物になったかのように、パキンと乾かわいた音を立てて真ん中から二つに割れる。割れただけではない。その間から光が走り、ｂｉｏカードは消しよう滅めつすると入れ替かわりに何かが出現した。

　短たん剣けん。そうだ、グロリアスドーンのサテライトだ。

「ｂｉｏカードを使えばパートナーもサテライトを呼び出せます」

　広大の方へ身を乗りだし、手を差し出すようにしてティセは言う。

「しかしサテライトはｂｉｏクラフトとパートナーで共用します。それは注意してください」

「あ、あぁ」

　しかしｂｉｏクラフトを操縦する以外にサテライトの使い方を知らない広大は、ティセにそう言われてもピンとこない。ティセはティルの方へ向き直ると続けた。

「サテライトでサテライトを破は壊かいすると、相手の契けい約やくを強制的に解除できます」

「はい？」

　初耳だ。いや、しかし先程、確かにクイックストーンがそんなような事を言っていた。それに昼休みに内山田から受け取ったパンフレットとＣＤロム。ｂｉｏパートナーへの注意や心得が書いて有るものだが、ぱらぱらと眺ながめたパンフレットには確かに『サテライトを破壊されると契約が解除されるので注意しましょう』と書いて有った。詳くわしい説明はＣＤロムの方に有るとの事なので、まだ目を通してなかったが、サテライトが破壊されるというのはどういう状じよう況きようだろうと首を傾かしげたのも思い出した。

「ティルの契約には問題があるようです。ティルのサテライトを破壊して、一いつ旦たん、契約を解除して下さい」

「俺が？」

　そう尋たずねる広大にティセは答える。

「私は運動が具体的に苦手です」

　体育の授業の様子を見ると、確かに体力、筋力そのものはなさそうだ。

「んなこと言ってもどうやって、ハンマーを短剣で壊こわせって言うんだよ！」

　広大にそう言われてもティセは小首を傾げるだけだ。しかしティルの方がその言葉に反応した。くるりと広大へと向き直るとその手の中にあるサテライトを見つけると言う。

「お姉ちゃんがその気なら、私にだって考えは有るもん！」

　そしてハンマーごと飛びかかってくる。広大は剣けん道どうならば小学生の頃ころ、本当にかじる程度にやった事がある。しかし剣道の竹刀と短剣では勝手が違ちがいすぎる。しかも相手の面や胴どうに入れるのではなく、力任せに振ふり回してくるハンマーに当てろと言うのだ。いきなりやれと言われても、簡単に出来るものではない。広大は慌あわててティルのハンマーから身をかわして地面に転がる。

　その時だ。広大はある事に思い至り、ハッとしてティセの方へ顔を向けて尋ねる。

「ティセ、逆にこのサテライトが破壊されたら、俺たちの契約はどうなる？」

「困りますね」

　心底、困るという事を表現したいかのように、ティセはせわしなく両手をぱたぱたさせる。

「私たちの契約も解除されます。困りますね。困ります」

「そういう事は先に言え！」

　ぼやく広大にアイシャの叱しつ責せきが飛ぶ。

「なにをやってるのですか広大！　ティセさまが困るというのですから、もっと頑がん張ばりなさい!!」

　そんなアイシャに横から恵子が口を挟はさむ。

「んな事いうなら自分で何とかすればいいんじゃないの？」

「私は契約していませんから、戦せん闘とうモードはとれません」

　つまり広大が何とかしなければならないのは変わらないわけだ。

　しかし、そうは言うものの……。広大は考えを巡めぐらせながら立ち上がると、サテライトの短剣を下ろしてティルに相対する。

「なぁティル。何か事情があるんだろ？」

　やにわにそう言われたティルは虚きよを衝つかれたように手を止める。

「落ち着いて事情を話してみろよ。ティセだって分からないわけじゃないだろう？」

　そう言いながら広大はティセの方へ頭を向ける。言われたティセはティルの方へと手を差さし伸のべるようにして言う。

「ちゃんとした事情が有れば、お姉ちゃんもティルの契約を認めますよ」

「でも、だって……。お姉ちゃん……」

　ハンマーを抱かかえたままでティルは言いい淀よどむ。

「お姉ちゃんに事情を話して下さい」

　数歩、ティセは妹の方へ歩み寄る。その時だ。ハンマーの形をしたサテライト全体が淡あわく光り始めた。ハンマーの柄えから離はなしたティルの右の掌てのひらからも光が漏もれ、クラブのマークを思わせる紋もん章しようが浮うかび上がる。広大はまだ何か起きたか分からないが、ティセやアイシャそしてクイックストーンに取っては当たり前のこと。ｂｉｏパートナーから連れん絡らくがあったのだ。

「……静花」

　広大はティルがそうつぶやいたように思えた。パートナーの名前か？　そう思った広大が近寄った時だ。やにわにティルはまたハンマーを振り回す。

「お姉ちゃんの馬ば鹿かぁ～～ッ！」

　あやうく広大が手にした短たん剣けん型サテライトに直ちよく撃げきするところだった。反射的に身を躱した広大を置いて、ティルはさっときびすを返すや駆かけ出して行ってしまう。

「ティル」

「アウグストダスク!!」

　ティセとアイシャが呼びかけるが、ティルは振り返ることはしない。少し離れた所でティルの姿は突とつ然ぜん、消えてしまう。どうやら今までティルが展開した量子ブラインドの中にいたようだ。

「難なん儀ぎな妹ですね」

　広大の方を見上げてティセはそう言った。どうやら追いかけるつもりはないらしい。ティセもしばらく時間を置いた方が良いと判断したようだ。

「……ところで広大」

　サテライトを持ったままの広大にアイシャは険しい表情で言う。

「先程の体たらくは何ですか！　うかつに近づきすぎです。相手がアウグストダスクだから良かったようなものの、もしも本気でサテライトを狙ねらって来たらどうするつもりです!?」

　アイシャの頭にはティオの事があるのだが、その辺の詳くわしい事情を知らない広大は面食らう。

「まぁ今回はティセの妹だったわけだし……」

「そうは言いますが……」

「ほんじゃま、うちはこの辺で……」

　広大とアイシャの話が終わらぬうちに、クイックストーンも背を向けて歩み去ろうとする。そんなクイックストーンに呆あきれた恵子が言った。

「っていうか、あんた。一体なにしに来たの？」

「そこの嬢じようちゃんの妹の事を教えに来たんや！　そしたら本人が出てきたちゅうわけや!!」

　背中越ごしにそう言うクイックストーンにアイシャは怪け訝げんな顔をする。

「ちょっと引っかかりますね。アウグストダスクはあなたを追ってきたようですが？」

　その言葉にクイックストーンはハッとして吐はき捨すてるよう言う。

「……ちッ、クライアントのおっちゃんがなんか仕し掛かけたんか！」

　ティセは地面に落ちた鞄かばんを拾い上げると広大に向かって手を差し伸べるようにして言った。

「では行きましょう」

「……どこへ？」

　広大の言葉にティセは少し小首を傾かしげてから言った。

「帰るのではありませんか？」

　ティセはどこまでもマイペースのようである。




　ティルは静花に呼び出されて上かみ温おん湯ゆの屋や敷しきに来ていた。

「……これ」

　目の前に静花が用意してくれたものを見て、屋敷の食堂に通されたティルは絶句した。

「うまく出来ているか分からないけど。今日は夜よる遅おそくまでお家に誰も居ないから、ゆっくりしていってもいいからね」

　そう言って静花は笑う。二人の前のテーブルにはサンドイッチやシフォンケーキ、アップルパイ等が並んでいる。どれもみな静花の手作り。日曜日にもクイックストーンと戦っている時、ティルを呼び出した静花は、何か食べたいものはあるかと尋たずねたのだが、どうやらそれはこの準備だったようだ。

「今日の午後はお料理の勉強だったの。講師の先生は好きなものを作りなさいって言ったから、この前、ティルが食べたいっていったものにしてみたの」

　静花ははにかむように言うが、最初からそうするつもりだったのはティルにもよく分かる。

「さ、召めし上がれ」

「うん！」

　ティルは元気良くそう答えると、目の前にあったシフォンケーキにかぶりつく。

「もうお行ぎよう儀ぎ悪いんだから」

　そう言いながらも静花は笑い、そしてティルに尋ねる。

「美味おいしい？」

「うん！」

　ティルはいつものように屈くつ託たくのない笑顔で答えた。

「とっても美味しいよ!!　美味しい……」

　そこまで言った時だ。突然、ティルは口をつぐんでうつむいてしまった。慌あわてた静花は身を乗り出してティルの顔を覗のぞき込む。

「どうしたの？　何か入っていた？」

　静花のその言葉にティルはすぐさま顔を上げ、何事も無かったかのように答える。

「ううん、何でもない。あんまり美味しかったんでちょっと感激しちゃった」

　ティルのその言葉に静花も安心したように笑顔を返す。その笑顔にティルはある決心を固めていた。

　……私は静花といたいんだもん。ティセお姉ちゃんだって、それを邪じや魔まするなら……。







《ＰＨＡＳＥ―０１：０４　パートナー～Partner～》







　ｂｉｏビオパートナーの地域分布は北米大陸、ヨーロッパ、そして東アジアに偏へん在ざいしている。これはたびたび指し摘てきされる問題ではあるが、その原因はむしろ地球人の方に有る。

　ｂｉｏクラフトは国境や地域に関係なく、地球上どこへでも現れる。極地やジャングル、砂さ漠ばくであろうとお構いなしだ。極きよく端たんな例ではあるが、世界有数の高こう峰ほうに登とう攀はん中だった登山パーティーの前に現れた事もある。

　しかしｂｉｏクラフトとの契けい約やくの意義、いやその存在そのものを理解できるか否いなかは、相応の知識が求められる。そして必要程度の教育すら受けられない地域が、少なからず存在するのは、悲しいかな認めざるを得ない現実だ。さらに相応の知識は有ったとしても、宗教的、思想的理由からｂｉｏクラフトの存在そのものを否定する人々も存在する。

　結果、一定以上の人口密度があり、平均して教育程度が高く、思想的にも比ひ較かく的てき自由な地域にｂｉｏパートナーが集中する事になる。もっとも独裁的な体制の国家の場合、ｂｉｏクラフトと契約した地球人は、それを届け出る事なく、宇宙の彼方かなたへ逃にげ出してしまう事もしばしばあり、ＵＮｂＡＲが把は握あくしてないパートナーも少なからず存在している。




「ちょ、ちょっと待て。待て。お嬢じようちゃん、俺の話を聞け！」

　カート・ウィラードはサテライトを手にしたまま尻しり餅もちをつく。

「俺だって、好きであんな真ま似ねしているんじゃねえんだよ。むしろ移民してくる連中が俺を持ち上げたがるんだ。それを無下にするもなんだろう？　第一、そうでもしないと他の惑わく星せいの生活なんて安定しねえんだよ」

　アイルランド訛なまりの英語でまくし立てるウィラードの言葉は、手にしたサテライトによって桜さくら子こへと翻ほん訳やくして伝えられる。無論、その逆も可能だが、桜子は先程からひと言も口を利いていない。

　数年ぶりに故郷のアイルランドへ戻もどってきたｂｉｏパートナーのウィラードは、世界中のニュースで自分が取り上げられている事を知り肝きもをつぶした。確かに報道内容は基本的には事実である。独裁者と見られても致いたし方かたのない真似をしたのも間ま違ちがいない。

　しかしそれは未知の世界で暮らしていくには、象しよう徴ちよう的てきな存在があった方が良いと、当の移民者たちから持ち上げられた結果だったのだ。そのうえもともと口下手なウィラードの弁明を、マスコミがまともに取り上げてくれなかったという不運も重なっていた。

「調子に乗ったのは俺も悪かったと思う。だから今回は見み逃のがしてくれねぇか？　なっ」

　マスコミから追い回されたウィラードは、子供の頃ころに住んでいたアイルランドの片田舎に逃げ込んでいたのだ。身を隠かくしていた村外れの空き家から出てきたところを、大おお鎌がまを構えたセーラー服の少女が問答無用で斬きりかかってきたのである。なかなか得難い経験ではあるが、マスコミや地球に帰き還かんした直後に接せつ触しよくしたＵＮｂＡＲ職員からの情報で、好ましからぬｂｉｏパートナーを一方的に襲おそってる人間がいると聞いていたので、ある程度の心構えはあった。田舎の空き家に潜ひそんでいたのもそんな理由があったからだ。

　もっとも武術や剣けん術じゆつの心得はもちろん、サテライトで戦うなどという事は想像したこともなかったウィラードにとって、心構えといっても言い訳を考えておく程度が関の山だ。しかし相手の少女は、そんな言い訳など端はしから聞くつもりなどなかったのは、口下手なウィラードにしてみれば、皮肉な幸運と言えるかもしれない。

　アイルランドの片田舎の昼下がり。吹ふきすさぶ風に黒く長い髪かみとセーラー服のスカートをなびかせ、大鎌を手にした少女がゆっくりと迫せまってくる光景は、ｂｉｏクラフトと一いつ緒しよに星の世界を見てきたウィラードにとっても余りに異様な現実であった。頼たのみの綱つなだった契約相手の『スティープスロープ』は、少女が契約しているｂｉｏクラフトにおびき出され、まだ到とう着ちやくしない。襲われた直後に連れん絡らくしたら、あと数分で着くという返答があったが、どうやらそれまでには事が済みそうだ。

　アイルランドの薄うすぼんやりとした陽光に輝かがやく大鎌状サテライトの刃やいばを見てウィラードはそう思う。

　その瞬しゆん間かんだ。突とつ然ぜん、声が響ひびいた。

「なかなか良い筋をしているな。しかし……」

　日本語だ。桜子の面に驚きよう愕がくが走る。しかも声は桜子の背後から聞こえたのだ。桜子は一いつ瞬しゆんの早業で振ふり返り鎌を構え直した。

　背後には朽くちかけた木製の柵さく。歩道もその向こうの荒あれ地ちも大して変わりのない荒すさびようとなってしまった今では、その存在意義さえ失われている木の柵ではあるが、そこに寄りかかるようにして一人の男が居たのだ。

　ホロン体!?　男は三本のドリルのような穂ほ先さきを持った槍やり、ナイト級ｂｉｏクラフトのサテライトを手にしている。しかし桜子が男をパートナーではなく、ｂｉｏクラフトと判断したのは、その佇たたずまいからである。

　男は、濃こく深く鮮あざやかな緋ひ色いろをしたのマントのような服で口元までを覆おおい隠し、長く黒い髪を風になびかせている。黒くろ髪かみの下から覗のぞく漆しつ黒こくの瞳ひとみは鋭するどい光を放つ一方、どこか言い知れぬ深みを湛たたえていた。

　人間ではない。桜子はそう直感していたのである。

　男は桜子ではなく、その背後にいるウィラードへ向かって英語で言う。

「行け。そろそろ『スティープスロープ』来る。それまで私が抑おさえておく」

　我に返ったウィラードはあたふたと立ち上がり、荒れた歩道を村の外れへと駆かけ出していく。肩かたごしにそれを見た桜子は、ウィラードを追いかけようとするが、動くことが出来ない。目の前の男には隙すきがない。仮に今、ウィラードを追いかける為ために振り返ろうとしたら、男はいとも簡単に桜子へ一いち撃げきをくれることが出来るだろう。

「しかし……、なんですか？」

　ウィラードを追うことは諦あきらめなければならない。残念ながら目の前の男から注意を逸そらす事は自殺行こう為いだ。それでも桜子は先程の男の言葉の後が気になっていた。

　男はしばしの間、桜子を漆黒の瞳で見つめ、そしておもむろに答えた。

「しかし、澱よどんでいる」

　その言葉にサテライトを握にぎる桜子の手が震ふるえる。今ここでやりあっても、男には百パーセント勝てない。大鎌のサテライトを振り上げたくなる気持ちを抑え、桜子は男にまた尋たずねる。

「私は逢おう瀬せ桜子。あなたのお名前もお聞かせ願えませんか？」

「……それはまたいずれ」

　そういうと男は寄りかかっていた柵から身を離はなしながら言う。

「君の方から名乗ってもらったのにすまないな。敬意を込めてその名を呼べる日が来ること期待している」

　あの時の子と同じ言葉を……！　先週、木曜日の夕方。コンビニエンスストアで後こう輩はいをからかっていた不良を叩たたきのめした時、止めに入ってきた黒髪の少女。男はその少女と同じような言葉を桜子に残したのだ。

　男は柵の向こうの荒れ地へと向かう。無防備に見える背中だが、その実、打ち込める隙などまったくない事が分からぬ桜子でもない。

　唇くちびるを噛かむ桜子の目の前で、男の姿は光りに包まれて消え、そして次の瞬間、三本のドリルを持った深紅のナイト級ｂｉｏクラフトが出現した。その深紅のナイト級こそ、男の本体なのは間ま違ちがいない。桜子は無言でスカイグレイの中へ消えていくｂｉｏクラフトを見上げる事しか出来なかった。

　そのままどれくらい立ち尽くしていただろうか。その気配を感じて桜子は振り返る。

「どうしたのよ、逃にがしちゃったじゃない」

　量子ブラインドの向こうから現れたのはティオだ。

「私がせっかく『スティープスロープ』をからかってあげてやってたのに。桜子らしくなわね」

　不服そうに唇を尖とがらせてそう言うティオに桜子は答えた。

「一いつ旦たん、引き上げましょう。気分じゃないわ」

　しかしまだ納得がいかず、拗すねたような表情を見せるティオに、桜子はひと言、付け加えた。

「……でも逃がしはしない」




「広所恐きよう怖ふ症しよう～～ッ!?」

　大おお空ぞら家のダイニングキッチンにアイシャの素すっ頓とん狂きような声が響いた。広こう大だいの家に着いたアイシャは、これまでの経けい緯いについて説明を受けていたところだ。そして広大とティセの契けい約やくの話に至り、広所恐怖症の事を知ったアイシャが頭を抱かかえているというわけである。頭を抱えたままでテーブルに顔を伏ふせているアイシャの肩を、隣となりに座っていたティセが元気づけるようにポンポンと叩くが余り効果はない。

「あ、あのさぁ……」

　自宅にいる時の広大は眼鏡を掛かけていない。その広大が恐おそる恐るそう呼びかけようとしたときだ。やにわにアイシャは顔を上げてキッと広大を睨にらみ付けるや言った。

「広大！　あなたはｂｉｏクラフトを馬ば鹿かにしているんですか!!」

　余りの勢いに広大もたじたじだ。ろくに反論することも出来ない広大に、アイシャはテーブルをドンと叩いて続ける。

「大体、広所恐怖症でどうやって宇宙を飛行するつもりです!?」

「……おっぱいかしら？」

　横で聞いていた恵けい子こが茶々を入れる。

「おっぱいですね」

　ティセも両手をぱたぱたさせながら言った。

「おっぱい？」

　首を傾かしげるアイシャに、照れた広大が割ってはいる。

「まぁ、だからさ。その辺はこれから何とかするとして……」

「何とかするって、具体的な方策があるんですか？」

「いや……、それは今のところ……」

「だから駄だ目めだと言ってるんです！」

　しどろもどろの広大にアイシャはバンと平手でテーブルを叩く。煎せん餅べいを入れたお盆ぼんや冷たいウーロン茶が入ったコップが揺ゆれて倒たおれそうになる程の勢いだ。お盆からこぼれ落ちた煎餅をつまみ上げながら、恵子は呆あきれた顔でアイシャに向かって言った。
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「って言うかさぁ、あんたさっきから必死すぎ」

　ムッとした顔で睨み返かえすアイシャに構わず恵子は続ける。

「実際に契約しているのはティセなんだから、あんたがどうこう言う立場でもないでしょ？」

「それは……」

　一いつ瞬しゆん、アイシャが言い淀よどむ隙すきを恵子は逃にがさなかった。

「ただのお友達だものねぇ」

　にんまりとした笑みでそう言う恵子を、アイシャは憮ぶ然ぜんとした顔で睨み付けるだけだったが、いつまでもそうしていても埒らちが明かないと悟さとったか、ティセの方へ向き直ると尋たずねる。

「ティセさま、広大との契約。破は棄きいたしませんか？」

　単刀直入にそう言うアイシャに、広大と恵子はさすがに驚おどろくが、問われたティセは平然として答えた。

「嫌いやです」

　しかしアイシャも簡単には引き下がらない。

「でも広大はティセさまのパートナーに相応ふさわしくありません」

「嫌です」

　こうなるとティセは頑がん固こである。両手をぱたぱたさせてそう答えるティセには、まったくもって取り付く島がなさそうだ。

「ティセさまにはもっと適切なパートナーを……」

「具体的に」

　アイシャの方へ手を差し出すようにしてティセはそう聞き返す。

「私にはどのようなパートナーが相応しいのか、具体的にお願いします」

「そ、それは……」

　一時、口ごもったもののアイシャは広大の方を一いち瞥べつしてから言った。

「少なくとも広所恐怖症のパートナーよりは、ましな人間がいるはずです」

「じゃあ例えば私でもいいの？」

　横から首を突つっ込むなりそう言った恵子を、アイシャは横目でじろりと睨み付ける。

「あなたのようなとっちらかった性格ならば、まだ広所恐怖症の方がましです!!」

「では具体的なパートナーの候補はないのですね？」

　恵子とアイシャのやり取りに小首を傾げてティセは言った。

「ならば当面は広大でも良いと思います」

「そうよねぇ、契けい約やくしてないと何かと不便なんでしょ？」

「そ、それはそうですが……」

　結果的には連れん携けいすることになってしまったティセと恵子によって、アイシャも思わず返答に詰つまってしまった。そこで半ば八つ当たり気味に広大の方へと向き直ると言う。

「では広大はどうです？　自分がパートナーである事は、ティセさまの為ためになると思いますか？」

　出し抜ぬけにそう尋ねられたので、今度は広大の方が言葉に窮きゆうしてしまう。

「そ、それは……」

　確かに母の広ひろ海みからティセと契約しろと言われた時は反発を覚えた。しかしそれは自分の意思が無視されていた為。ティセと契約したのは自分自身の判断だ。

　広大はそう考えている。だが自分がパートナーである事が、ティセの為となるかと問われれば、広大には正直よく分からない。

「ずるいわよ！」

　見かねたように恵子が声を荒あらげた。

「ｂｉｏクラフトの方が勝手に地球に来て、勝手に契約してるんじゃないの！　契約がｂｉｏクラフトの為になるかどうか、パートナーに確認したなんて聞いた事が無いわ!!」

「両者の為になってこその共生です」

　恵子の憤いきどおりにもアイシャは澄すました顔で答え、そして改めて広大に尋ねる。

「どうですか、広大？」

　貴族パトリシヤン、女王クィーン、審しん判ぱんの四姉妹、特別なｂｉｏクラフト。広大の意識に様々な単語が浮うかんでは消えるが、一方でまとまった考えにはなってくれない。

「広大」

　困こん惑わくする広大に救いの手を差さし伸のべるようにティセが言う。

「広大は私のパートナーが嫌ですか？」

「え？」

　つぶらな蒼あおい瞳ひとみが広大へと向けられていた。

「嫌ですか、どうですか？　広大が嫌だと言うのなら仕方有りません」

　ティセの面にはいつものように表情は無い。しかし感情がないわけでもない。少しずつではあるが、広大もその感情が分かるような気がしてきた。そして何より身体の両りよう脇わきに力なくすとんと下ろされた手が、ティセの感情を如によ実じつに代弁してくれていた。

「広大は私のパートナーが嫌ですか？」

　４回目の問いはないだろう。ティセの口くち癖ぐせから広大はそう予感していた。そして答えなければ、ティセがどう判断するであるかもだ。ならば答える以外の選せん択たく肢しは無い。

「嫌いやじゃない」

「嫌じゃありませんか？」

「嫌じゃないよ」

　少し気き恥はずかしくなった広大は、逃にげるようにティセから視線を逸そらす。

「嫌じゃないそうです」

　ティセはアイシャの方へ手を差し伸べるようにしてそう言った。相変わらず無表情で声の調子も変わらないが、どことなくホッとしているようにも思える。

「ティセさまが、そこまでおっしゃいますのなら……」

　あくまでアイシャの判断基準はティセである。広大の返答よりもティセに対して折れた結果になった。

「あら、終ったの？　ちょうど良かったわ」

　広大たちがアイシャにこれまでの経けい緯いを説明している間、先に入浴していた広海が、Ｔシャツにジーンズというラフな出で立ちのまま、髪かみをタオルで巻いてダイニングへ入ってくる。

「え～～と、アイシャだっけ？　あなたはどうするの、泊とまっていく？」

「お構いなく。私は上空で待機しています」

　そう答えるアイシャに、広海は冷蔵庫からペットボトルのウーロン茶を出しながら重ねて尋たずねた。

「でもこれからずっとそうするつもり？　広大の学校に転校する手はずになっているんでしょう？」

「それは、まぁそうですが。その方が周りに迷めい惑わくをかけませんし……」

「現住所は東京都足立区上空ってわけ？」

　そう言うアイシャに恵子が混ぜっ返す。

「それはＵＮｂＡＲが適当にごまかしてくれるでしょう」

「ふ～～ん」

　そんな事を言い合うアイシャと恵子を興味深げに見ていた広海だが、やにわにテーブルに首を突つっこんで来ると言った。

「契約しちゃえばいいのに」

　広海のその言葉にティセも両手をパッと上げて同意する。

「それは素晴らしい考えですね」

　ティセのその言葉に、アイシャは困惑したように黒くろ髪かみをかき上げながら答える。

「適切なパートナー候補がいるのならば、私とてもやぶさかではありませんが……」

「いるじゃないの」

　当たり前のように広海は言う。

「いますね。います、います」

　ティセも広海に賛意を示して、両手をぱたぱたさせている。しかし広大と恵子、そして当のアイシャは、ピンと来ないようでティセと広海を見ているだけ。

「あの……、それはまさか……」

　アイシャがそう言いかけた時だ。広海がその名を口にすると同時に、ティセも彼女の方へと手を差し上げた。

「恵子ちゃん♡」

「嫌です!!」

　即そく座ざにしかも寸分の狂くるいもなく、恵子とアイシャは異口同音に答える。

「誰がこんなとっ散らかった人と……！」

「誰がこんな杓しやく子し定じよう規ぎなｂｉｏクラフトと……！」

　そしてさらに二人は声を揃そろえて言った。

「契けい約やくしなければならないんですか!!」

　二人の憤いきどおりもティセはさして気に留めてないらしく、両手をぱたぱたさせながら言った。

「仲良しさんですね」

　完全に声を揃えて答えてる恵子とアイシャをそう評する。

「気が合うじゃないの」

　広海もにやにやと笑って言った。

「広海さん！」

「ティセさま！」

　反論する相手こそ違ちがうが、またもや恵子とアイシャは声を揃えてしまう。

「アイシャが恵子と契約してくれれば私も安心です」

　ティセは手を差し出すようにしてそう言うが、さすがのアイシャもこればかりは二つ返事で従うわけにもいかない。

「いくらティセさまのおっしゃる事でも、こればかりは……」

「私だって願い下げよ！」

　恵子も不ふ貞て腐くされてそう言った。仲良く二人から反論されたティセは、恵子とアイシャの間で、困ったように何度も視線を行き来させていたが、やがて広大へと目を留めると言った。

「広大はどう思いますか？」

　しかし広海の方が息子よりも早く口を開く。

「賛成よねぇ！」

「え……、と。う～～ん……」

「広大」

　小首を傾かしげるようにしてティセは重ねて尋ねた。

「広大！」

　テーブルから身を乗り出して恵子が広大に迫せまる。

「ティセさまぁ～～!!」

　しかしアイシャの判断基準はあくまでティセである。この辺ばかりはさすがに恵子と同じとはいかない。

「ま、まぁ。あれだ、そんなに急ぐ事はないんじゃないかな？　他にいいパートナー候補がみつかるかも知れないし……」

「問題の先送りは良くないと思います」

　広大の方へ手を差さし伸のべるようにしてティセが言った。

「ですが、ティセさま。契約はｂｉｏクラフトとパートナーの適性がないと交わされません。ティセさまがいくらそうおっしゃっても、私と恵子に適性が有るとは思えません」

「そうよねぇ」

　そう説明するアイシャに恵子もうなずいた。しかしうなずき合う二人に、またもやティセは言った。

「仲良しさんです」

「そうそう、気が合ってるわよねぇ」

　広海もそう言ったが、広大は何か思いついたようで、ポンと手を叩たたく。

「じゃあ試してみればいいじゃないか」

「はい？」

　またもや声を揃えてそう言ってしまった恵子とアイシャの間に、緊きん張ちようした空気が流れるが、今いま更さらそれを気にしても仕方がない。広大は構わずに続けて言った。

「だから契約だよ。適性があるかどうか、実際に契約を試してみればいいんだ」

「それはよい考えですね」

　ティセが早速、賛意を示す。広海も同じようだ。

「確かにそうよねえ。適性がなければどうせ契約できないんだし」

「勝手に決めないでください！」

　そう口にしたのはアイシャだが、テーブルから立ち上がったのは恵子である。

「まぁｂｉｏパートナーに興味がないわけじゃないけど、このトライテールは嫌いや」

「トライテール？」

　怪け訝げんな顔の広大に、恵子はアイシャの方へ顎あごをしゃくって答えた。

「だってほらポニーテールに頭の両側、もみあげのところのツーテール。だからトライテールよ」

　どうやら髪かみを頭の後と両側の三ヶ所でまとめたアイシャのヘアスタイルを揶や揄ゆしたつもりらしい。そういう恵子にアイシャは頭の両側にまとめた髪を指し示しながら反論した。

「ここは鬢びんというのです！　もみあげとは違います!!」

　しかし恵子はそんなアイシャに興味を示さず、背中を向けたままでダイニングを出ていってしまう。

「さってと。そろそろお父さん帰ってくるから、お風ふ呂ろわかしておかないとね」

　恵子のその言葉にアイシャは少し訝いぶかしい顔をすると広海の方へ視線を向ける。それに気付いた広海は、恵子が玄げん関かんから出ていくのを待って口を開いた。

「ちょっと事情が有ってね。恵子ちゃんの家は、父子家庭なのよ。まぁ、片親ってのはうちも同じだけどね」

　そう言って笑う広海にアイシャは何も答えず、恵子が出ていったダイニングのドアを見ているだけだった。




「グロリアスドーンを納得させる方法？」

「うん」

　地球の公転面から垂直に約一天文単位ほど離はなれたあの座標。ティルはそこで姿を見せぬサイレントカレントとまた通信を交わしていた。

「なんかお姉ちゃん、私の言う事なんて全然、聞いてくれないだもん。それに契けい約やくを解除しようとする……。私、契約解除するのは嫌だもん!!」

　ティルのその言葉にサイレントカレントは一時、沈ちん黙もくを守る。それは物事が思いのままに進行してくる事に、ほくそ笑んでいるようにもとれる沈黙だったが、生あい憎にくとティルにはそこまで見通すだけの洞どう察さつ力は無かった。

「正直、私のような市民風情に何か出来ることがあるとは思いませんが……」

「でも……」

　言いかけたティルを遮さえぎるようにサイレントカレントは声だけで答える。

「『宵闇ナイト』を知ってますか？」

「『宵闇ナイト』？」

　おうむ返しにそう言うティルにサイレントカレントは付け加えた。

「『静謐なる宵闇トランクルナイト』と名乗っているそうです」

「ティオだよ。私の妹」

　あっけらかんと答えるティルに、再びサイレントカレントは沈黙する。今度の沈黙は先程とは違ちがう。トランクルナイトを妹と言うティルに困こん惑わくを隠かくしきれなかったようだ。

「妹さんですか？」

「うん！」

　念を押おして尋たずねるが、ティルはあまり深く考えずに素直に答えた。また一呼吸分ほど沈黙してから、サイレントカレントは言った。

「昨日、お話ししたｂｉｏパートナーを襲おそって契約を強制解除している人間。その人間と契約しているのが、どうやらトランクルナイトらしいのです」

「もう、ティオも相変わらずなんだから」

　これまた平然としてティルは答えた。そんなティルにサイレントカレントは囁ささやく。

「グロリアスドーンは、トランクルナイトをこのまま放っておくことは無いでしょう」

　その瞬しゆん間かん、ティルの面から無む邪じや気きなあどけなさが消え、別人のようにこわばる。

「おそらくトランクルナイトの契約を強制解除しようとする可能性が……」

「駄だ目め！　それだけは絶対に駄目!!」

　我に返ったティルはサイレントカレントに叫さけぶ。

「ティセお姉ちゃんとティオは、もう絶対にケンカしちゃいけないんだよ。それだけは絶対に駄目なんだから!!」

　ティルの思わぬ剣けん幕まくにサイレントカレントは少なからず狼ろう狽ばいしたようだ。しかしすぐさま気を取り直して言った。

「ならばトランクルナイトと一いつ緒しよにグロリアスドーンを説得なさってはいかがですか？」

「ティオの居場所、知ってるの？」

「残念ながら……。しかし現れそうな場所ならば察しがつきます。そこで待機していれば、トランクルナイトはもちろん、グロリアスドーンも追いかけていらっしゃるでしょう」

　サイレントカレントのその答えにティルは勢い込んで尋ねる。

「ほんと!?」

「はい。襲われたｂｉｏパートナーですが、何とか無事に逃にげおおせ、自分が支配する惑わく星せいへ逃とう走そう中ちゅうです。恐おそらくトランクルナイトも遅おそかれ早かれ追いかけていくのではないかと」

　その答えにティルもうなずく。

「そうだね、ティオは結構しつこいから」

「では念ねんの為ため、その惑星の座標ポジシヨンを教えておきましょう」

　事が全て自分の思おも惑わく通りに進んだ快感を隠しながらサイレントカレントはそう言った。




「トランクルナイトを、ですか？」

「ええ、そうよ」

　広大の家の上空、高度数10メートル。そこにｂｉｏクラフト『ノーブルウィンド』はいた。この程度の高度ならば航空機などに接せつ触しよくする事も無い。姿を現していれば、地上の住民には圧あつ迫ぱく感を覚えるだろうが、『ノーブルウィンド』は量子ブラインドに姿を隠しており、同どう胞ほうの協力がない限り発見は不可能だ。

「『スティープスロープ』に逃げられたらしいわ。でもあの子の事だから、必ず追いかけるでしょうね。だから『スティープスロープ』のパートナーが支配している惑星カートランドに現れると判断してもいいわ」

「そこを私に？」

　ｂｉｏクラフト『ノーブルウィンド』の端たん末まつシートに着いたアイシャは、左の手首の裏に浮うかび上がる、三つの三角形を組み合わせたナイト級を現す紋もん章しようへと話しかける。

「ええ、でも身み柄がらを確保しろとまでは言わないわ。何とかティオが契けい約やくしているパートナーを確認してくれないかしら。今のところ日本人の女学生という事しか分からないの」

　ナイトの紋章の中に浮かぶハートのようなマークがその言葉と共に明めい滅めつする。それはアイシャに話しかけている相手がイモータルヌーンである事を示しているのだ。

「はい、承知いたしました」

「それと、念の為にティセも同行させて」

「ティセさまを？」

　イモータルヌーンのその言葉にアイシャは驚おどろきを隠せなかった。

「ですがティセさまにもしもの事があったら……」

「ええ、あなたの心配も分かるわ。アイシャ。でも見境をなくした時のティオを考えると、むしろあなた一人の方が危険よ。ティセもそこまで分別がない子でもないでしょう？」

　少し冗じよう談だんめかしてイモータルヌーンは言うが、アイシャがすぐに返答しない事に慌あわてたのか、急いで付け加えた。

「私の方からも、ティセに言っておくわ」

「それには及およびません！」

　少し強く言いすぎてしまったかと、今度はアイシャの方が慌てる。

「いえ、ティセさまが同行するなら学校が終わってからですから。明日、学校で伝えます」

　アイシャのその言葉に安心したのか、答えるイモータルヌーンもホッとしたように答えた。

「そう、じゃあお願いするわ。色々と頼たのんでしまって申し訳ないけど」

「いえ、私はティセさまに、皆みなさまにお力ちから添ぞえが出来れば幸福です」

「……あまり無理はしないでね」

　最後にアイシャを案ずる言葉を残してイモータルヌーンは通信を切った。アイシャはナイトの紋章が消えた手を下ろすとしばし思案を巡めぐらせた。そのままｂｉｏクラフトの外へと意識を巡らせる。ｂｉｏクラフト本体とホロン体の意識は完全に直結している。いや、そもそも同じ存在の両面なのだから、クラフト体ボディもホロン体も同じ意識の制せい御ぎよ下かに有るのだ。だから特別なことをしなくても、ｂｉｏクラフトの光学センサーで眼下の町並みを『見る』事が出来る。

「ティセさまは、ああおっしゃいましたが……」

　アイシャは独りごつ。

「広大ではやはり無理です。トランクルナイトのパートナーを確かめるだけなら、私一人でも……」
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「ったく、いけすかんやっちゃなぁ」

　そういうとクイックストーンは手の中でそれを握にぎりつぶす。

「うちはこそこそやられるんが、いっちゃん気に食わないんや！」

　自分の事を棚たなに上げてクイックストーンはそう言い放った。ティルが自分を追いかけて来ている事に、何か原因が有るのではないかとアイシャから指し摘てきされたクイックストーンは、ｂｉｏビオクラフト全体の確認をして、それを発見したのだ。パートナーがｂｉｏクラフトを操作するコントロールデッキにそれは取り付けられていた。小さな球形の物体で、それは単独起動を可能にする装置の一つと説明されていたが、先程から色々と調べてみるとどうやら、それはサイレントカレントのでっち上げだったらしい。

　サテライトを破は壊かいされ、単独起動が出来なくなったクイックストーンではあるが、その装置はいまだに動いている。そうなると発信機である可能性が高い。もっともサイレントカレントの言う通りでも、単独起動が出来なくなったクイックストーンには必要のないものだ。

「こりゃあ、あのおっちゃんに一発ギャフンと言わせんとうちの気が済まん」

　そう言いながらクイックストーンは端たん末まつシートにどすんを腰こしを下ろす。現在『クイックストーン』は衛星軌き道どう上じよう。これから東京上空へ向かうところだ。地球人のロケットや宇宙機とは異なり、ｂｉｏクラフトは大たい気き圏けんへの突とつ入にゆうにも、さして位置や角度を気にすることも無い。

「さて、そうなるとやっぱあの貴族のお嬢じようちゃんを利用させてもらわんと……。ん？」

　その時だ。クイックストーンは東京から大気圏外へと上じよう昇しようしてくるｂｉｏクラフトに気付いた。量子ブラインドを解いたそれは三本衝角、ナイト級のｂｉｏクラフトだ。向こうは『クイックストーン』に気付いているのかいないのか、そのまま宇宙空間へと向かう。

　そもそもｂｉｏクラフトは宇宙、それも恒こう星せい間かんで活動するためのものだ。地球にいるｂｉｏクラフトは全体から見てもごく僅わずか。ましてや東京にいるｂｉｏクラフトとなると、かなり対象を絞しぼり込む事が出来る。

　ティセと名乗っているあのｂｉｏクラフトは、短たん剣けん型で通常は一本衝角のポーン級に偽ぎ装そうしている。すると今、宇宙空間へと上昇していったナイト級の正体は……。

「昨日の新顔かいな？」

　クイックストーンはそうつぶやいた。




　広こう大だいが玄げん関かんから出ると、ティセは例によって通つう学がく鞄かばんを胸の前で抱かかえたまま、じっと青い空を見上げていた。側に行った広大がそれに倣ならって一いつ緒しよに空を見上げてもティセは何ら反応を見せない。

「なにしてるのよ、二人とも」

　やはり自宅の玄関から出てきた恵けい子こが不思議そうな顔でそう言った。恵子の父親は今日の出勤が遅おそいため、まだ寝ねている。広大の家で朝食を食べた後、自分の家に戻もどり支度を調えて出てきたところだ。

　広大もティセも何も答えないので、恵子も二人の横に並んで空を見上げる。五月下げ旬じゆんの青い空は綺き麗れいに晴れ上がり雲一つない。その空をしばし三人で並んでぼんやりと見上げていた。

「アイシャがいません」

　ようやく視線を下ろしてティセは言う。

「呼びかけても答えてくれません」

「アイシャが？」

　広大はもう一度、空を見上げるが、量子ブラインドを展開していれば肉眼で分かるはずもない。

「今日から転校してくるんだっけ？　先に学校に行ったんじゃないの？」

　恵子がそう言うが、ティセは何も答えずまた空を見上げる。そういえば朝からそうだった。広大が起きてみると、早起きのティセは物干し台に上がっていたのだが、無言でずっと頭上を見上げていたのだ。

「まぁ取とり敢あえず、学校に行ってみよう。恵子の言う通り、先に学校に行ってるかもしれないし」

　そういうと広大は学校へと歩き出す。恵子も従ったが、ティセはまだ頭上をじっと見上げているだけ。

「ティセ！」

　そう声をかけるとようやくティセはぱたぱたと小走りに駆かけ寄よってくる。一緒に広大や恵子と一緒に歩き出すが、落ち着きなく何度も空を見上げる。

「私に何も言わずにアイシャがいなくなった事はありません」

　表情も口調も変わらないが、落ち着かない様子はなんとなく広大にも分かる。

「心配です、心配。泣きそうです」

「あ～～……、そう言えばさぁ」

　広大はある事に思い至り、歩きながらティセに言った。

「ティセ。お前、アイシャに黙だまって地球に来たみたいじゃないか」

　昨日のティセとアイシャの会話からそう察していた広大は尋たずねる。

「はい」

　素直に答えるティセに広大は続けた。

「無断でいなくなって、アイシャもティセの事を心配していたんじゃないか？」

　広大はそう指し摘てきするが、だからと言って事態が解決するわけでもない。しかしティセにはかなり応こたえたようだ。突とつ然ぜん、足を止めてしまう。

「アイシャは私の事を心配していたのですね」

「あぁ。そうだろうな」

　広大も足を止め、振ふり返り答えた。

「アイシャも今の私と同じ気持ちだったのですね」

「多分な」

　ティセは胸の前で鞄を抱だき、その場に立たち尽つくす。そしてしばしの間、空を見上げてから、広大の方へ視線を戻して口を開く。

「反省しました」

　思いの外、あっさりとそう言う。

「反省したのでこれからアイシャを捜しに行きたいと思います」

「こらこら！」

　慌あわてて広大はティセの方へ駆け寄る。

「これから学校だろう。アイシャは学校に行ってるかも知れないし」

「アイシャは私を捜しに来たのですから、私もアイシャを捜しに行かなければなりません」

「それはそうだけど、まず学校に行かないと……」

　その時だ。広大の携けい帯たいが鳴る。ポケットから取り出し画面を確認してみると、表示されている相手の電話番号は覚えのないもの。理解してくれるかどうかは分からないが、ティセの方へ目配せしてから、広大は携帯に出た。

「お早う、大おお空ぞら広大くん。さて、今回の君の任務だが……」

　携帯の向こうから唐とう突とつにそう呼びかける声。それほど慣れ親しんだ声ではないが、まったく覚えがないわけでもない。広大は呆あきれながらも携帯に答えた。

「朝っぱらから何ですか、内うち山やま田だ先生。それにどうして俺の携帯番号、知っているんですか？」

「チチチ、王子さま。王子さま先生だよ、大空くん」

　そう前置してから自じ称しよう王子さま先生は答えた。

「君の携帯の番号だが、先週ＵＮｂＡＲの職員に緊きん急きゆう連れん絡らく先を聞かれただろう？　そこからだ」

「って事は緊急を要する用事があるという事ですね」

　広大はもう一度、ティセの方へ視線を送ってから内山田に尋ねた。

「お、勘かんがいいね。さすがはｂｉｏパートナーに選ばれるだけの事はある。実は今日から生徒として君たちのサポートに入るｂｉｏクラフト。『ノーブルウィンド』と言えばティセは分かると思うけど、その子と連れん絡らくが取れないんだ」

「アイシャですよね？　学校には行っていないんですか？」

　さすがにティセも広大の方へ身を乗り出す。

「うん、そういう事だ。早めに来いと言っておいいたんだけどね。先にそちらへ挨あい拶さつに行くとは聞いていたけど？」

「はい。昨日、来る事は来ましたが、ティセに言わせると連絡も取れないそうです」

「心配です」

　ティセも横からそう言った。

「そうか。ちょっと気になることが有るんで、急いで学校に来てくれないか。教室には来なくていいから、僕の所へ直行してくれ。視し聴ちよう覚かく室しつで待っている」

「はい」

「急ぎましょう」

　携帯を切った広大の方へ手を差し出すようにティセは言う。口調はいつもの通り、穏おだやかで淡たん々たんとしているが、心中穏やかではないのは広大にもよく分かっている。

「分かった、急ごう」




　ｂｉｏクラフトと接せつ触しよくする前の人類は、地球以外で生命が存在可能な惑わく星せいの割合について、さまざまな予想を立てていた。極きよく端たんに楽観的な予想では、生命が生存可能な惑星というのは宇宙には珍めずらしくない、銀河系内だけでも10万はあるだろうと考えられていた。しかしｂｉｏクラフトが運んで来た現実は、どちらかというと悲観的な予想に味方した。

　地球のある銀河系にある惑星で、生命が生育可能な環かん境きようを持つものは数百。その中で現状、地球人が居住可能なものはさらに限られてくる。１００にすら届かないのが現実だ。

　しかもｂｉｏクラフトは外部からの観察で、地球人が居住可能と思われても、その惑星へ降下してくれない場合もある。ｂｉｏクラフトによると外部の観察では発見できなくても、地球人にとって致ち命めい的てきな問題があるのだと言う。そんな惑星にはたとえｂｉｏパートナーが指示しても、ｂｉｏクラフトは降下してくれない。もっともｂｉｏクラフトの主張が本当なのかどうかは分からない。

　ＨＥＬＬＯのようにｂｉｏクラフトに批判的な団体は、地球人に隠かくしておきたいものがそこにあるのだと主張している。それを解決するには、地球人が独力で該がい当とうする惑星へ行かねばならないが、残念ながら今のところその手段はない。

　人類が居住可能な惑星の割合は、残念ながら予想よりも少なかったのだが、今のところそれは問題にするには値しない。なぜならばｂｉｏクラフトは無限とも言える行動範はん囲いを持っている。一つの銀河系に１００しかないのなら、二つの銀河系には２００ある。10の銀河系には１０００個あり、１０００の銀河系には10万個ある計算になる。

　ｂｉｏクラフトは一日足らずで銀河系を横断するばかりか、その気になればさらに速度を上げ鼻歌混じりのピクニック気分で、隣となりの銀河団まで日帰りすらできるのだ。

　もっとも他の惑星へ移民するなら地球へ近い方がいい。銀河系内で地球人類が居住可能な惑星は、ｂｉｏクラフトと接触してから十年以内に植民が開始されていた。

　カート・ウィラードが個人的に移民事業を進めていた惑星カートランドは、地球から三万光年ほどの位置にある。太陽系のあるオリオン渦か状じよう腕わんではなく、ペルセウス渦状腕の中にあり、銀河系の中心からは地球よりも離はなれていた。

　公営事業と言うのはどうしても決定が遅おくれる。国家機関や公益組織で進められていた移民事業の間かん隙げきを縫ぬって、ウィラードがここを一方的に占せん拠きよしてしまったのだ。無論、この惑星を移民先の候補としていた各機関、組織はウィラードを非難したが、だからと言ってどうする事も出来ない。他のｂｉｏパートナーに依い頼らいして、強制的に退去させる事も可能だが、他にも移民可能な惑星がある以上、ことを荒あら立だててもなんら意味はない。

　かくして恒こう星せいウィラードを巡めぐる惑星カートランドへの移民は、なし崩くずしのうちに既き成せい事実化したのだ。




『アウグストダスク』は惑星カートランドの衛星軌き道どう上じようにいた。ティオことトランクルナイトは、この惑星を支配しているｂｉｏパートナーを襲おそい、そして逃にげられたのだと言う。ティオの性格なら間ま違ちがいなく追いかけてくる。サイレントカレントからその情報を得たティルはそう判断して惑星カートランドまでやって来て、ティオを待ち構えていたのだ。

　ティオと一いつ緒しよにティセを説得して何とか静しず花かとの契けい約やくを認めて貰もらう。そんな目的もあったが、それ以上にティルは、ティセとティオが事を構える事を恐おそれていたのだ。

「もう、あんなのはこりごりだよ。またあの時と同じ事になったら、もう静花との契約どころじゃなくなっちゃうし……」

　ｂｉｏクラフト形態の接続シートについたティルはそんな事をぼやく。眼下には惑星カートランドの光景。地球型惑星としては特筆すべき特とく徴ちようはない。地球との違ちがいといえば衛星がない事くらいだろうが、これに関してはむしろカートランドの方が一いつ般ぱん的てきなのだ。むしろ地球程度の惑星が、月ほどの巨きよ大だいな衛星を持つ事自体、極めて稀まれなのである。

　サイレントカレントの話を聞いた直後、ティルはすぐさまカートランドへ駆かけつけていた。これまでのティルの襲しゆう撃げきが全て日本時間の夜に行なわれていたと聞き、今回も同じと判断しての事だったが、今のところその予想は空から振ぶりに終っている。

　今日も静花と会う約束をしている。恒星間でもｂｉｏカードを使えば、パートナーとの連れん絡らくは可能だが、やはり直接、会いたいのがティルの本音だ。

「どうしよう。ティセお姉ちゃんもティオも来ないのかな？」

　そうティルがつぶやいた時だ。接近してくるｂｉｏクラフトの反応があった。『グロリアスドーン』でも『トランクルナイト』でもない。しかしティオにとっては良く知るｂｉｏクラフトの反応だ。

「アイシャ？」

　ティオは量子ブラインドを同調させると、『アウグストダスク』の『目』をそちらへと凝こらす。確かに接近してくるｂｉｏクラフトは三本衝角のナイト級。

『ノーブルウィンド』だ。

　ティセではなく、アイシャが来たことにティルが訝いぶかる前に声がかけられた。

「アウグストダスク。どうしてここに？」

　ホロン体の映像も一緒に送信されて来るが、ｂｉｏクラフト同士の会話では、いわばアイコンのような役目をする。

「どうしてって……」

　ティルはアイシャに事の次第を話したものかどうか躊ちゆう躇ちよする。もともとティルはアイシャに対して余り良い感情を持っていない。姉のティセの側にまとわりついているという印象が先に立ってしまっているのだ。

「そ、そんなの関係ないもん！」

　すぐにそう反論するが、逆にその反応をアイシャは訝ったようだ。

「トランクルナイトをお待ちなのですか？」

　その指し摘てきにティルは押おし黙だまってしまう。そんな態度がますますアイシャに疑念を抱いだかせる。

「アウグストダスク、まさかとは思いますが……。トランクルナイトと協力して、ｂｉｏパートナーを襲っているのでは……」

「ち、違うもん!!　そんな事なんてしないよ、私は……」

　しかしアイシャはティルの反論よりも別のことに気を取られていたようだ。

「アウグストダスク。他にどなたかご同行されていますか？」

「え……？」

　怪け訝げんなティルにアイシャは重ねていった。

「他にｂｉｏクラフトの反応があります。多元適応カモフラージュをかけているので詳しよう細さいは分かりませんが、少なくとも数すう隻せき」

「私は知らない！　知らないよ……!!　でもどうして……」

　ティルもアイシャに倣ならって周囲を『見回す』。確かに反応はあった。惑わく星せいカートランドの丁度反対側。『アウグストダスク』のセンサーは『ノーブルウィンド』のそれよりも鋭えい敏びん。多元適応カモフラージュにより真空の揺ゆらぎの陰かげに隠かくれているのが、一隻のビショップ級と数隻のポーン級。そして無数の補助オーグメントクラフトであるをキャッチしていた。

　しかしそれがティルをまた迷わせた。ティルに情報を提供していたサイレントカレントもまたビショップ級。惑星カートランドを挟はさんだ向こう側に隠れているのはサイレントカレントかも知れない。ティルは直感的にサイレントカレントの存在は、またアイシャに伏ふせておいた方が良いと考えた。

「その、この惑星のｂｉｏクラフトじゃないのかな。えっと何とかスロープ？」

「『スティープスロープ』です。それに『スティープスロープ』の反応は惑星上にあります。明らかに別のｂｉｏクラフトがいます」

「そ、そっかぁ。全然、気がつかなかった。あははは」

　そう言って笑うティルにアイシャは問う。

「アウグストダスク。何かご存じなのですか？」




「なるほどねぇ。聞いていないとすれば、ノーブルウィンドが一人で現地へ向かった可能性があるね」

　内山田は広大たちの話に肯うなずきそう答えた。広大たちも昨日の晩、アイシャがＵＮｂＡＲの方から、トランクルナイト追つい跡せきの依い頼らいを受けていた事を、内山田から聞いたのだ。

「アイシャは何で私に何も言いませんでしたか？」

そう尋たずねるティセに、内山田は広大の方を一いち瞥べつしてから答える。

「それはきっと、君のパートナーの大空くんがまだ不慣れだと判断したからじゃないの？　依頼されたのはトランクルナイトのパートナーを特定する事だけだから、一人でも出来ると思ったんでしょ」

　内山田はあっさりとそう言うが、ティセは不安げに忙せわしなく手をパタパタさせるだけ。

「あの子、昨日の晩、広大に散々文句言ってたしねぇ」

　恵子にそう言われて広大も責任を感じているのか、神経質に眼鏡の位置を直して落ち着かないようだ。

「仕方ない。転校は明日にしよう。君たちは……」

　内山田がそう言いかけて視し聴ちよう覚かく室しつの出入り口に向かおうとした時だ。ティセは内山田に向かって、手を差し出すようにして言った。

「心配です。心配。捜しに行きます」

「……そうだな」

　しばらく黙もつ考こうしていた広大も口を開く。

「なんか嫌いやな予感がする。それにアイシャはまだ契けい約やくしていないから、何かあった時、戦せん闘とうモードも取れないはずだ」

「ちょ、ちょっと待ってよ！　二人とも!!　学校はどうするつもりよ！」

　慌あわてる恵子に向かって、内山田は笑いながら言った。

「はははは、高たか科しなくん。何のために僕がいると思っているんだい？」

　そして広大とティセの方へ向き直ると続ける。

「分かった。行きたまえ。新しい転校生を空港へ迎むかえに事になったので、君たち三人は欠席という事にしておくよ」

「え？　先生、私もですか!?」

　いつのまにか自分も頭数に入れられている事に恵子は慌てるが、内山田は聞く耳など持たないようだ。

「友情！　努力！　勝利！　美しいじゃないか!!　僕はそういうの好きだよ、ははははは!!」

「なんか、凄すごく嫌な予感がするんだけど……」

　恵子は広大に向かってそう言うが、生あい憎にくとその言葉の真意を解しては貰もらえなかった。

「そうだな。急ごう」

「急ぎましょう、急ぎましょう」

「ちょっと。そういう意味じゃなくて……。このままじゃ私があの子と……、もう分かったわよ。どうにでもなればいいのよ!!」

　やけくそのようにそういう恵子を、広大とティセが視聴覚室から連れ出していった。その様子を見ていた内山田は、視聴覚室に一人残ると、口元に薄うすい笑みを浮うかべた。

「ふふふ。面白くなって来たな……」




「ねぇ、桜さくら子こ。まだ『スティープスロープ』のパートナーを倒たおしにいかないの？」

　せんりょう台学園女子中等部。それが桜子の通う学校だ。もともとは下町の学校として親しまれていたが、歴史が古いという事もあり今ではちょっとした名門校扱あつかいされている。女子校でありながら文武両道をモットーとしており柔じゆう道どう、剣けん道どうについては都内でも指折りの強きよう豪ごう。書道や華か道どうでも中学生のクラブに留まらない活動で知られている。

「今日は試験だからサボるわけにはいかないわ」

　桜子はそう答える。しかしその側には誰の姿も無い。校門を入り、校舎に向かう桜子の背後には、量子ブラインドに隠かくれたティオがいる。しかしティオは音声のみ、外部に伝わるように量子ブラインドを調整しているのだ。桜子の近くにいれば誰でもティオの声は聞き取れる。しかし登校中の生徒たちは、桜子から一定の距きよ離りを置き、近寄ってこない。そもそも親しくに声をかけるような友達もいないのだ。少し後を同じクラスの生徒が歩いているが、向こうから声をかけてくるつもりもなさそうだ。

「地球人ってつまんないのね」

　そんな事を言うティオに桜子は肩かたごしに答える。

「テストは二時間目までだから、それが終わったらすぐに向かいましょう」

「ふふふ、約束よ。楽しみだわ」

　フッとティオが離はなれる気配がする。桜子は後うしろ髪がみを引かれるように背後を振ふり返っていた。実際には量子ブラインドに包まれて見えないのだが、桜子には校庭の隅すみで自分を待つティオの姿が見えるような気がした。

　ふと視界の隅で、クラスメートが驚おどろいたような顔をして自分を見ている事に桜子は気付いた。そのまま視線で桜子はクラスメートに問いかける。クラスメートは少し狼ろう狽ばいしながら答えた。

「いえ、その。えっと……、逢おう瀬せさんがそんな顔して笑うなんて、初めてだったような気がしたから。何かあったかなと……」

　クラスメートは桜子が笑った理由を探して周囲を見回すが、その理由になるようなものは見当たらない。

「笑った？　私が？」

　そう言うと桜子は黒くろ髪かみをなびかせて向き直る。

「見み間ま違ちがいでしょう。ちょっと埃ほこりが目に入ったからよ、きっと」

　下手な嘘うそだ。桜子はそう思った。




　例のナイト級を途と中ちゆうまで追つい跡せきしていた『クイックストーン』は地球の衛わく星せい軌き道どうまで戻もどってきた所だった。

「なんやよく理由は分からへんけど、ひょっとしたらあの貴族のお嬢じようちゃんに貸し作れるかも知れへんな。うまくいけば、それで……」

　そんな皮算用をするクイックストーンの目の前に、東京から衛星軌き道どう上じようへと急上じよう昇しようしてくるｂｉｏクラフトが現れた。クラスは一本衝角のポーン級。しかしクイックストーンはそのポーン級に見覚えがある。ティセの、グロリアスドーンの偽装外殻ダミーシェルだ。

　偽ぎ装そうモードの『グロリアスドーン』は、『クイックストーン』には目もくれず上昇を続け、衛星軌道に達すると同時にいきなり偽ぎ装そう外がい殻かくを解除した。

　偽装外殻の下から現れるのは、短たん剣けんを思わせるあのボディ。切っ先に宝石を思わせるパーツがはめ込まれ、所々に光ひかり輝かがやくラインが走るその姿は、ｂｉｏクラフトが見ても異様な、そして不思議な美しさをもった形状フォルムである。

　一時、吸い込まれるようにその姿に見入ってしまっていたクイックストーンは、ハッとして我に返ると通信回線を開き『声』をかける。

「ちょ、ちょっと待ちぃ！　そこの貴族のお嬢ちゃん!!」

『グロリアスドーン』は一向に速度を落さないばかりか、ますます加速していく。しかし通信は受け取られ、『グロリアスドーン』のホロン体であるティセの姿と共に回線が開かれる。

「私は急いでいます」

　出し抜ぬけにティセはそう言う。

「それはもう大急ぎです。急いでいるので、何か用件があれば手短にお願いします」

「相変わらず、自分勝手やなぁ」

　嘆たん息そくするクイックストーンにティセはさらに繰くり返す。

「手短に」

　諦あきらめてクイックストーンは話を切り出す。

「ひょっとして、昨日の新顔を捜さがしておるんか？　あの子、ナイトやろう？　それやったら、うち見とるで」

「知ってるのか？」

　広大の声が響ひびく。ティセの映像はホロン体のデータをそのまま送信しているので、カメラのようなものがあるわけではない。その気になれば同行しているパートナーの姿も送信できるが、どうやらティセはその必要はないと判断しているようだ。広大の声だけがクイックストーンへと届いた。

「あぁ、知っとる。それで取引なんやけど、あのナイトが向かった先……」

「ペルセウス渦か状じよう腕わん内、地球から三万光年。銀河系の核かくから約７万二千光年の恒こう星せいウィラードの惑わく星せいカートランドですね？」

　クイックストーンが言い終る前にティセが答えてしまった。

「いや、そこまで具体的な場所は知らへんけど。まぁ、方向は間ま違ちがっとらん」

「間違ってないそうです」

　広大に言っているのだろう。ティセはクイックストーンに構わずにそう言ってから、改めて尋たずねる。

「それで何か用事ですか？　手短にお願いします、手短に」

「いや、まぁ。それだけなんやけど……」

『ノーブルウィンド』に関する情報を売り込もうとしていたクイックストーンだが、どうやらティセはある程度は知っていたようだ。

「そうですか」

「そうです」

　一時、ティセは小首を傾かしげてから言った。

「それでは急ぎますので。アイシャの事を教えてくれて有り難うございます」

「あ、いや。大してお役に立てませんで……」

　クイックストーンはティセにつられて慇いん懃ぎんな挨あい拶さつを返してしまった。そして『グロリアスドーン』との回線が切れると、クイックストーンは接続シートから立ち上がり地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「え～～い、まったく！　いつもいつも、なんであのお嬢ちゃんのペースに乗せられるんや!!」




「思いの外、よい人ですね」

　ティセはクイックストーンをそう評するが、広大と恵子は顔を見合わせる。

「そうか？」

「なんか、露ろ骨こつにアイシャの向かった先の情報を売り込もうとしたようだけど」

「でも確認する手間は省けました。アイシャは惑星カートランドに向かったのは確実です」

　十中八九そうだろうとは思っていたが、確証はなかった。しかしクイックストーンが惑星カートランドの方向に向かったのを見たというのなら、ほぼそう断定しても構わないだろう。

　接続シートに着いたティセは広大たちへ向かって言う。

「回転式次元衝角では遅おそいので、偽装外殻を破は棄きして切断式次元衝角を使います」

「速そつ攻こうキャストオフで、いきなりクロックアップというわけね」

「そういう解かい釈しやくはどうかと思うぞ」

　この年とし頃ごろの女の子にしては珍めずらしいことに、アニメや特とく撮さつヒーローに妙みように詳くわしい恵子の言葉に、広大は少し呆あきれた顔をしてみせる。

　通常のｂｉｏクラフトは船首部分のドリル、回転式次元衝角で、『グロリアスドーン』は船体のほぼ大半の縁ふちに装備された刃やいば、切断式次元衝角で超ちよう光速飛行を行なう。面白い事にｂｉｏクラフトは、超光速飛行そのものを示す言葉を持たない。そもそも区別しようとはしない。彼らにとっては光速以下の飛行も、超光速飛行も大して違ちがいはない。人間にとっての普ふ通つうの歩行と、早足ほどの違いもないという事なのだろう。

「惑星カートランドまで三万光年ほどですが、この分では三十分ほど掛かかりますね」

　ティセのその言葉に広大と恵子は思わず顔を見合わせる。二人が生まれる前とは言え、つい二十年ほど前まで、火星に無人探査機を送り込むだけで四苦八苦していたのだ。それが今や、普通の高校生がｂｉｏクラフトと契けい約やくしたとはいえ、三十分で三万光年を踏とう破はしてしまうのである。

　広所恐きよう怖ふ症しようの広大を気き遣づかってだろう。ティセは周囲の光景を見せていなかったが、『グロリアスドーン』はそう言っている間にも、すでにエッジワース＝カイパーベルトを越こえ、恒星間へと飛び込んでいた。

「四時限目の国語、今日でテスト範はん囲いまでだから、それまでには戻もどりたいな」

　冗じよう談だんめかして広大がそう言うと、ティセはいつもように無表情のままで答えた。

「アイシャ次第ですが、大だい丈じよう夫ぶだと思います」

「……あぁ、そうなんだ」

　広大は乾かわいた笑いを浮うかべるしかなかった。




「ですからアウグストダスク。ティセさまも事情を説明すれば、納得してくださるはずです」

　そうは言うものの、アイシャもティルが何を頑かたくなになっているのか今一つよく分からない。どうやら契約相手に何か事情が有るのは間違いない。それを知られるとティセに契約を反対されるばかりか、強制解除されるのではないかと思っているのは確からしい。分からないのは契約相手の事情と、なぜティセが一方的に強制解除すると思い込んでいるのかだ。

「だってアイシャはいつもお姉ちゃんの肩かた持ってばっかりだもん。私の言うことなんて聞いてくれないし」

　拗すねたようにティルはそう言った。ふうと一つ嘆たん息そくしてから、アイシャは周囲の様子を『探る』。惑わく星せいカートランドの陰かげに隠かくれていたｂｉｏクラフトの反応はまだ消えない。そればかりか徐じよ々じよに接近して来ているようだ。

　……そろそろ間合い。

　戦せん闘とうを仕し掛かけるなら間合いに入る頃ころ合あい。眼下のカートランドには数百人規模ではあるが、地球人類の住む居留地が存在する。ｂｉｏクラフトとしては、惑星を巻き込むような派手な真ま似ねは出来ない。

「アウグストダスク。ここは一度、地球へ戻りましょう。お話はそれからでもいいではありませんか」

「でも……」

　逡しゆん巡じゆんするティルにアイシャは重ねて言った。

「無理にティセさまの所へ連れていく事はしません。なんでしたら太陽系のヘリオスフィアの辺りで別れても宜よろしいです」

「う～～ん、う～～ん……」

『ノーブルウィンド』の接続シートに着いたアイシャは、目の前の映像でティルが思案を巡めぐらせながら、両手をぶんぶん振ふり回すのを見て、微笑ほほえましく感じていた。

　……こういうところは、ティセさまとよく似ていらっしゃる。

「……本当にお姉ちゃんの所へ連れていかない？」

　ぱたんと手を下ろしたティルは、そうアイシャに尋たずねる。

「はい。このノーブルウィンド、命にかけてお約束いたします。もしもそれを破るような事があったら、アウグストダスクの好きにして構いません」

　真面目で律りち儀ぎで一本気。アイシャのそんな性格はティルも承知している。そうそう嘘うそをつく性格でもないが、ティセが絡からむとまた話が変わるというのも、ティルの承知している事実の中に入る。

　しかしここはアイシャを信用しても良さそうだ。ティルはそう判断した。このまま待っていてもティオは来そうにない。それに夕方、静花と会う約束がある以上、もうじき地球へ戻らなければならない。

「分かった、帰る」

　ティルはそう言った。




「確認できました。どうやら先日、国連本部で会議中のイモータルヌーンの所に現れたナイト級で間ま違ちがいないようです」

「サイレントカレントめ、しくじったか。『グロリアスドーン』も『トランクルナイト』も来ないではないか」

　惑星カートランドの反対側で『アウグストダスク』と『ノーブルウィンド』を監かん視ししていたｂｉｏクラフト群。その中のリーダーであるビショップ級ｂｉｏクラフト『実際的プラクティカな頂上ルサミツト』は吐はき捨すてるように言う。

「あのナイト級、傍ぼう受じゆしていた通信では『ノーブルウィンド』と名乗っていたようだが、イモータルヌーンと直接の関係があるとなると、このまま帰すのは危険だな」

「しかしプラクティカルサミット、うかつに仕掛けるとアウグストダスクも巻き込みます」

　地球にいる『同志』と連れん絡らくを取り、『ノーブルウィンド』の確認を行なったポーン級がそう言う。

「いや、それは案じる必要は無い。どうやらあの『ノーブルウィンド』、パートナーを伴ともなっていないか、契けい約やくがまだのようだ。ならば戦闘は出来まい。アウグストダスクを巻き込むまでもなくすぐに終わる」

　サイレントカレント、そしてプラクティカルサミットの目的は、ティセたち『審しん判ぱんの四姉妹』を当面、仲なか違たがいさせておくこと。そしてあわよくばその中の誰かを仲間に引き入れる事だ。長女であるイモータルヌーンはＵＮｂＡＲのｂｉｏクラフト側代表を務めており、なかなか地球から離はなれることは無い。それゆえに目標は、最近、地球に現れたばかりの他の三人という事になる。

『スティープスロープ』を追って『トランクルナイト』が現れるのは確実。ＵＮｂＡＲの方から『グロリアスドーン』へ『トランクルナイト』を阻そ止しするよう依い頼らいが出たという情報も掴つかんでいた。目の前で姉妹がやり合えば『アウグストダスク』もどちらかの味方をせざるを得ない。そうすれば四姉妹が最低でも二つに割れる。もしもうまく行かなかった場合、プラクティカルサミットたちがどちらかに味方して猜さい疑ぎ心しんを煽あおる。

　イモータルヌーンの介かい入にゆうを避さけるためにも太陽系内では出来ない。だからといって余り遠いと、そう簡単には呼び出せない。そこで白羽の矢が立ったのが、この惑星カートランドだったのだ。

　しかし『アウグストダスク』は来ても、『グロリアスドーン』と『トランクルナイト』は来ない。そればかりかイモータルヌーン直属らしい『ノーブルウィンド』がやって来てしまったのだ。

　イモータルヌーンの介入は、彼らがもっとも恐おそれる所である。ならば『ノーブルウィンド』をこのまま帰すわけにはいかない。目の前で『ノーブルウィンド』を倒たおしても、なんとかアウグストダスクは言いくるめられるだろう。事実、サイレントカレントはそうして

『アウグストダスク』をここまでおびき出したのだ。

「『平らな穴フラツトピツト』。あのナイトの始末を。私の部下と補助オーグメントクラフトは自由に使ってよい」

　プラクティカルサミットは、同行していたポーン級の一人にそう指示する。

「承知いたしました」

　一いつ般ぱんにｂｉｏクラフトのホロン体は少年少女から青年、二十歳はたち代までの姿を取る事が多い。その中でプラクティカルサミットのホロン体は、三十歳さい代後半から四十歳代の姿をしており、かなり珍めずらしい部類に属する。

　フラットピットの答えに、プラクティカルサミットは皮肉な笑みを浮うかべる。

「しかし『正直なオネストホワ旋風ールウィンド』の次は、『高貴な風ノーブルウィンド』か。よくよく私は騎士ナイトと相性が悪いようだ」




『ノーブルウィンド』が『アウグストダスク』を伴い、惑わく星せいカートランドの軌き道どうから離り脱だつしようとしたその時だ。それが多元適応カモフラージュを解き姿を現した。

　一隻せきのビショップ級と三隻のポーン級ｂｉｏクラフト。そして無数の補助クラフトの群。何より目を引くのは、その中の一隻のポーン級だ。普ふ通つう、大きくても１００メートルに達することはまずないポーン級だが、それは全長80メートルの『ノーブルウィンド』の倍以上はある。２００メートルに近いだろう。下位のｂｉｏクラフトであっても、より上位のものより巨きよ大だいな個体は存在する。それは事実だが珍しいこともまた確かだ。
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　今のところ呼びかけてくる様子もない。もっとも呼びかけてくるのなら、最初から姿を隠かくしているはずもない。

　共生反対派か。このところ組織だった行動が見えていたとは聞いていたけど……。

「これは、またぞろぞろと……」

　最後は声に出してアイシャはつぶやいた。そしてやはりティルも思わず口にしていた。

「サイレントカレントじゃ……」

　言いかけて慌あわてて口をつぐむ。『ノーブルウィンド』の接続シートに着いたアイシャは、そんなティルを一いち瞥べつするとため息をついてから言った。

「まぁ詳くわしい話は後ほどにしましょう。いずれにせよ連中は私を狙ねらって来ているようです。アウグストダスクは下がっていてください」

「でもアイシャは契約してないし……」

「捲まくくらいなら出来ます。それにアウグストダスクもパートナーを同行されていない以上、戦せん闘とうは出来ないではありませんか？」

「……う、うん」

　痛いところをつかれてティルは黙だまり込んでしまう。

　それにしても問題は……。アイシャは考える。何も無いのにこんな惑星に戦力を置いておくなどあり得ない。つまりここへ誰かが来ることを想定していたのだ。どうやらティルもおびき出されたのは間ま違ちがいないが、それよりも彼らが狙っていたのは……。

「ティセさまか……」

　アイシャはそうつぶやく。するとＵＮｂＡＲの情報が外部の共生反対派に洩もれていた事になる。

　10数隻の補助クラフトを楯たてに、その後ろから三隻のポーン級が突とつ進しんしてくる。大型の方のポーン級は、シリンダー状の船体にドリルがついただけの構造。外見からすると、ドリルそのものがぽんと宇宙空間に浮いているような印象すら有る。

「アウグストダスク、私は大だい丈じよう夫ぶです。いいから下がってください」

「う、うん……」

　パートナーを伴ともなっていないので、ティルも戦闘は出来ない。逡しゆん巡じゆんしながらも後方へと下がる。眼下に地球人類が植民している惑星が有るので、それほど派手な立ち回りは出来ないだろう。しかし惑星上に追い込まれれば、それはこちらに不利に働く事もある。

「契けい約やくさえしていれば……！」

　補助クラフトなど本来、楯にもならない。『ノーブルウィンド』は突進して来た補助クラフトの数隻を弾はじき飛とばしながら、その後ろに陣じん取どるポーン級の、特に大型のものの進路を避さける。

　アイシャは一いつ瞬しゆんではあるが、単独起動に拘こだわる共生反対派の気持ちが分かるような気がした。パートナーに左右される事なく、ｂｉｏクラフトの能力がいつでも発揮できる。確かにそれは断ち難い誘ゆう惑わくでもある。

　しかしそれはｂｉｏクラフト本来の目的、存在意義からすると不自然なのだ。

「大丈夫、行ける！」

　アイシャは飛び込んで来た、通常サイズのポーン級の脇わきに回り込んでそうつぶやく。しばらくこいつを楯にすればいいだろう。しかし巨大なポーン級、アイシャはその名を知らぬが、『フラットピット』がとった行動は思いもよらぬものだったのだ。

「こいつ、仲間を!?」

　全長２００メートルに近い『フラットピット』は、同じポーン級の仲間に対して、船首にある巨大な一本衝角ドリルを突つき立て、背後にいる『ノーブルウィンド』も貫つらぬこうとしたのだ。

「なんたる外道！」

　アイシャはそうつぶやくが、『フラットピット』は仲間のポーン級をつんざき、さらに『ノーブルウィンド』に迫せまる。『ノーブルウィンド』の全長ほどもある巨大なドリルが、戦闘モード特有の電光を放ちつつ高速で回転していた。『ノーブルウィンド』の背後には惑わく星せい。避けたら『フラットピット』はそのまま惑星へ突っ込みかねない。

　受け止めつつ、互たがいの進路を逸そらす事が出来るか？

「契約さえしていれば、こんな奴やつは敵じゃないのに！」

　アイシャが悲鳴のようにそう叫さけんだ時だ。

　声が響ひびいた。

「アイシャ、そのままじっとしていて下さい」

「ティセさま!?」

　通信回線が強制的に開かれ、ティセの声が飛び込んで来たのだ。




「戦闘モードをオフにします。このままの進路を維い持じします」

「悪い、ティセ」

　サテライトを手に制御コントロールデッキにいた広大は、ティセに向かってそう謝罪する。惑星カートランド近くで光速以下に速度を落とした『グロリアスドーン』は、巨大なポーン級と対たい峙じしている『ノーブルウィンド』を発見。その援えん護ごに入ろうとしたが、広大の広所恐きよう怖ふ症しようがここでもまた邪じや魔まをした。一瞬、覚えた恐きよう怖ふ心が『グロリアスドーン』の進路を誤あやまらせたのだ。しかしその瞬しゆん間かん、ティセは戦せん闘とうモードを解除したのである。

「いえ、謝る事はありません。広大。これでいいのです」

「これでいいって……」

　予備シートの方で目の前に表示される周辺状じよう況きようの立体モニターを眺ながめていた恵子も、訝いぶかしげにティセに言う。

「でもこのままじゃアイシャとぶつかるわよ」

「はい、ぶつかります。それでいいのです」

　ティセの真意が分からぬうちに、『グロリアスドーン』は巨きよ大だいなポーン級『フラットピット』の脇を掠かすめ、それと相対していた『ノーブルウィンド』に激げき突とつしていた。




『フラットピット』と見守る『プラクティカルサミット』にしてみれば突とつ然ぜんの出来事だった。いきなり現れた『グロリアスドーン』が『フラットピット』を掠めて、その目の前にいた『ノーブルウィンド』と激突。そして二隻せきはそのまま惑星上へと落下して行ってしまったのだ。

　しばしの間、呆ぼう然ぜんとしていた『プラクティカルサミット』だが、『グロリアスドーン』の意図に気づくと歯は噛がみする。

「くそ！　してやられた、逃にげられたぞ!!」




　目の前には巨大な短たん剣けんが惑星カートランドの地面へと突き刺ささっている。周囲は広葉樹のような植物がまばらに生えた林。どうやらその外れに『グロリアスドーン』と『ノーブルウィンド』は降下したようだ。実際には落下に近い印象だが、強引に大たい気き圏けんを切きり裂さいて突とつ入にゆうしたのだから、降下と言っても良いだろう。

「ティセさま！」

『ノーブルウィンド』は光に包まれて『畳み込まれフォールディング』ていく。その後に現れたアイシャは、『グロリアスドーン』の方へと駆かけ寄よっていった。程なくして『グロリアスドーン』のｂｉｏクラフト形態もフォールディングされ、後からはティセ、そして広大と恵子が現れた。

「アイシャ」

　ティセは何事もなかったようにアイシャに手を振ふる。

「無事でなによりです」

「ティセさま……！」

　アイシャは胸の前で両手を握にぎり締しめると、感きわまったように絶句してしまう。

「でも心配ですから、これから何も言わないでいなくなるのは止めてください」

「申し訳有りません。ティセさま……」

　そういうとアイシャはこみ上げてくる涙なみだを抑おさえきれなくなったようだ。思わずしゃくり上げはじめる。それを見てティセは慌あわてたのか、広大と恵子の方へ振り返ると、両手をばたばたさせながら尋たずねた。

「アイシャが泣いてます、泣いてます。私、何かアイシャにひどい事を言ってしまいましたか？」

「いや、ひどい事じゃなくて、感激して泣いているんだろう。なぁ、アイシャ？」

「は、はい……」

　少しは落ち着いてきたのか、アイシャは涙を拭ぬぐいながら答えた。

「まったく、泣くことはないじゃないの。……で、これからどうするの？」

　そういうと恵子は上空を見上げる。降下した辺りは惑星の昼の面。じっくりと観察する暇ひまは無かったが、まだ午前中という感じだろうか。青い空は地球とさして変わりないが、ここは三万光年も彼方かなたの惑星。広大にも恵子にもそれはまだ実感としてない。そして見上げる空の上には、まだ数隻のｂｉｏクラフトが待ち構えているはずだ。

「近くに地球人の居留地もある事ですし、無理に惑星上へ降下することは無いと思います」

　そういうティセを、平静を取り戻もどしたアイシャが捕ほ足そくする。

「連中は単独起動者でしょうから、パートナー無しでも戦闘可能です。このまま埒らちが明かないと見れば、ホロン体でサテライトを破は壊かいする手に出るでしょう。その場合は地球人の居留地に逃げ込んでも無意味です」

「ティセ、この前の……。え～～と、『黎明の合唱ドーンコーラス』だっけ？　あれは使えないのか？」

　そういう広大の方へ、ティセは手を差し出すようにして答える。

「駄だ目めです、いけません。今の状態では広大は狙ねらいを付けられません。この惑わく星せい上に被ひ害がいが及およぶ可能性があります」

　この前『黎明の合唱』を使ったのは、エッジワース＝カイパーベルトの彼方。近くには氷の塊かたまりくらいしかなかった。今回とは事情が違ちがう。

「まったく、これだから広大は無理だと……」

　また繰くり言ごとを口にするアイシャを遮さえぎるように恵子が尋ねる。

「ねぇ、ｂｉｏクラフトってやられるとどうなるの？」

　唐とう突とつな質問にアイシャはきょとんとするが、気を取り直して答えた。

「ｂｉｏクラフトはｂｉｏクラフトでしか破壊できないと言われてますが、厳密にいうとそれは間ま違ちがいです」

「間違い？」

　顔を見合わせる広大と恵子にアイシャは肯うなずき続ける。

「はい。通常のｂｉｏクラフトでも、ｂｉｏクラフトを完全に破壊することは出来ません。ｂｉｏクラフトを構成しているのは通常の物質ではありません。宇宙そのものに構造が刻み込まれているのです」

「はぁ……」

　そんな事を言われても広大たちにはちんぷんかんぷんだ。

「破壊されたｂｉｏクラフトも、時間さえあれば自動的に修復されます。必要な時間は、クラスと大きさによって違いますが、上空にいた大型のポーンで二、三百年。通常サイズなら百年程度ですね。私のような平均的なナイトで五、六百年です」

　アイシャのその説明に、広大と恵子はちらりとティセの方を見た。二人とも『クィーンならばどれくらいかかるのか？』という質問が喉のど元もとまで出かかっているのだが、何となく尋ねにくい雰ふん囲い気きが有る。やむなく恵子は質問を変えた。

「じゃあ中に乗っている人が居たら？」

「その辺はＵＮｂＡＲのパンフレットにも明記して有ると思いますが……。ｂｉｏクラフトのキャビンは通常の時空間から独立してます」

　そう前置してからアイシャは言う。

「ｂｉｏクラフトが破壊された場合、キャビンはこの宇宙と接せつ触しよくできなくなっただけでそのまま存在しています。ｂｉｏクラフトが再生すれば、通常状態に復帰できますし、また『場所』が分かれば次元衝角ドリルでサルベージも可能です」

「またドリルか」

「まさにドリル様々ね」

　呆あきれ顔がおの広大と恵子だが、ティセは機き嫌げん良さそうに両手をぱたぱたさせながら言った。

「ドリルは素晴らしいものですよ」

「ええ、ドリルは素晴らしいのです」

　ティセに同意するアイシャに広大と恵子は嘆たん息そくする。しかし恵子は何か決心したようだ。真顔に戻るとアイシャに向かって言った。

「アイシャ、ｂｉｏクラフトを出して。私を乗せて」

　それだけでアイシャは恵子が言わんとする事に気付いた。

「恵子、それは無理です。私とあなたでは水と油です。適性があるわけがありません」

「そんなの、やってみなけりゃ分かんないじゃないの!!」

「いいえ、世の中には自明の理というものがあります！」

　恵子と睨にらみ合うアイシャに、ティセが手を差し出すようにして言う。

「私からもお願いします。アイシャ。恵子との契けい約やくを試してみてください」

「ティセさま……」

　さすがにティセの言葉にはアイシャも逡しゆん巡じゆんする。

「ほらほら、さっさとやる！　言っておくけど私は気が変わるのは早いわよ!!」

「分かりました！　いずれにせよ、このまま話していても埒が明きません。無む駄だを承知で試してみましょう」

「無駄を承知は余計よ！」

　そう言う恵子には答えず、アイシャは左手を掲かかげる。その手首の裏側に三つの三角形を組み合わせたようなナイト級の紋もん章しようが輝かがやきながら現れた。

「エクスパンション『ノーブルウィンド』!!」




「そこのビショップ！」

　ティルは叫さけんだ。

「一体どこの誰？　ここで何をしてるの!?」
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　その問いを何度か繰り返してようやく相手は答えてくれた。しかしサイレントカレントと同様、返答は音声だけ。ホロン体の映像イメージは無い。

「アウグストダスク。しばらくの間、我らの素性を隠かくしておく事をお許し願いたい」

「そんな勝手な事！」

　憤いきどおるティルを軽くいなすようにそのビショップ級は答える。

「我々はｂｉｏクラフトの為ために行動しているのです。今はまだその経けい緯いを明かせませんが、いずれお話しできる時がくれば、アウグストダスクにも納得していただけると思います」

「でも……」

　その時だ。ティルは惑わく星せいカートランドから急上じよう昇しようしてくるｂｉｏクラフトを確認した。間ま違ちがいない『ノーブルウィンド』だ。

「お話はここまでに、アウグストダスク。あのナイト級の始末をつけなければなりませんので」

「待って！　駄だ目め、それは駄目!!」

　ティルがそう叫んでもプラクティカルサミットは答えてくれなかった。




「ティセさまも本気であなたと私の契約が可能とは思っていないはずです」

　接続シートについてまだぼやいているアイシャに構わず、恵子は制御コントロールデッキに上がると、その中央に刺ささったままのサテライトに向かう。

「これ、引き抜ぬければ契約成立なのよね」

「無理ですよ、あなたには」

　アイシャは背中を向けたまま素っ気なく恵子に言った。

「おそらくティセさまには何か考えがあっての事だと思います。さもなくばこのような無駄な真ま似ねを……」

　そう言いかけた時だ。後からアイシャの頭が軽く叩たたかれる。他に誰もいないのだから、相手は恵子だと分かる。

「なんですか、こんな時に……」

　振ふり返るアイシャの目の前には、三本のドリルのような穂ほ先さきを持つサテライトがあった。見み間ま違ちがうはずもない。アイシャの、『ノーブルウィンド』のサテライトだ。

　そしてそれを握にぎってるのは、にんまりとした顔の恵子である。

「………………え？」

　一時、完全に自分の呼吸が止まったのをアイシャは感じていた。そんなアイシャに向かって恵子は勝かち誇ほこったように言った。

「抜けちゃった。簡単に。これで契約成立よね？」

　その瞬しゆん間かん、『ノーブルウィンド』に恵子のデータが流れ込む。結果は今いま更さら、再確認するまでもない。

「契約成立……、です」

　思わず頭を抱かかえ、アイシャは絞しぼり出すようにそう言った。

「よし！」

　恵子は制御デッキの中央に戻もどると、サテライトをびゅんびゅん振り回して言った。

「ほんじゃ、かる～～く初うい陣じんと行きましょうか？　ね、アイシャ♡」

　アイシャは恵子の言葉を無視するように言う。

「契約コンストラクシヨン登録レジストレーシヨン完了コンプレクシヨン。『ノーブルウィンド』、これより戦せん闘とうモードに移行します」




「契約が完かん了りようしたそうです」

　目ま蓋ぶたを閉じ、耳を澄すますようにしていたティセが、広大の方へと向き直ると言った。

「そうか。やっぱり」

　広大もティセの言葉に肯うなずいた。アイシャは懸けん命めいに否定していたものの、広大も案外、契約は簡単に行きそうな予感がしていたのだ。

「良かったですね。良かった、良かったです」
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　ティセは両手をぱたぱたさせながらそう言った。

「そうだな」

　そう言うと広大は改めて空を見上げる。空の様子からは分からないが、上空ではアイシャと恵子が戦っているはずなのである。先週ティセと契けい約やく、そして今週は三万光年の彼方かなたで恵子がｂｉｏクラフトと戦闘か。余りにも現実離ばなれしており、広大には今一つピンと来ない。しかしそれは紛まがう事なき事実なのである。

　そうなると広大もうかうかはしていられない。

「ティセ」

「はい」

　広大に倣ならって空を見上げていたティセは、両手をぴょこんと上げて答えた。

「実はさっきちょっとしたコツを掴つかみかけたんだ」

「コツですか？」

「あぁ、うまくすれば広所恐きよう怖ふ症しようを克こく服ふくできるかもしれない」

「それは素晴らしいですね」

　例によって身を乗りだし、手を差し出すようにしてティセは言う。

「一つ試してみたいんだけど、いいかな？」

「はい、試しましょう」




　惑わく星せいカートランドの首都と言っても、そもそも住民は数１００人単位だ。土地が有り余っている事もあり、高層建築など必要もなく、高くて二階、三階建てがせいぜい。そんな背の低い建物が、大通りに面して10数棟並んでいる。それがカートランドの首都、カートシティだ。言うまでもなく大通りは地球で報道されたパレードが行われていた場所。通りの名はカートストリート。独裁者になりたくてなったわけではないというカート・ウィラードだが、自己顕けん示じ欲が旺おう盛せいなのは否定しがたい。

　そんな背の低い建物の中にあって目立つ建造物。どこかオベリスクを思わせる塔とうのような建物の屋上に彼女は居た。今更、言うまでもないが、カートタワーと呼ばれている、その建物の屋上に、カート・ウィラードは駆かけ込んで来た。

「おい、リュッツィー。どうした、さっきジョニーシティの郊こう外がいにｂｉｏクラフトが落下したそうだぞ！　国立天文台が上空でｂｉｏクラフトらしきものも発見している！」

　もちろん国立天文台はカートランド国立天文台。大おお仰ぎような名前とは裏腹に設備は地球から持ち込んだ市し販はんの天体望遠鏡くらいなものだ。ちなみにジョニーというのはカートの弟の事だ。他にも両親、ガールフレンドの名前も町の名前に使われている。もっとも町といっても規模としては村がいいところなのだが。

　リュッツィーと呼ばれた女性は金きん髪ぱつをなびかせて振ふり返る。年の頃ころは二十歳はたち前後。髪かみの色こそ金色だが肌はだは褐かつ色しよくに近く、顔の造作は東洋系と見た目からは人種は特定しがたい。いや、人種の特定に意味はない。彼女はｂｉｏクラフト。『スティープスロープ』のホロン体なのだ。

　リュッツィーは初めてウィラードに会った時からその姿形は変わらない。そして今も静かに微笑ほほえみながら口を開く。

「カート。残念だけど、さよならね」

　長年のパートナーから出た突とつ然ぜんの言葉にウィラードは呆ぼう然ぜんとする。

「契約を解除します。この惑星の事はＵＮｂＡＲが把は握あくしているし、私の方でも見捨てられる事のないよう、手は打っておくわ」

「ちょっと待て、リュッツィー!?　出し抜ぬけにどういう事だ!?」

　驚おどろき詰つめ寄よるウィラードにリュッツィーは答える。今までウィラードが地球人の間から非難されるような事をしてきても、それがｂｉｏクラフトのルールに反しない限り、リュッツィーは彼へ苦言を呈ていすることはなかった。それがいきなりの契約解除である。

「私は私で目指すべき道を見つけたのよ。それがｂｉｏクラフトの為ためになると思うから、私はその道を行くわ」

「だから、俺に何か不満があるのか？　問題があるのか!?　ならば言ってくれ、いまお前との契約を解除されたら、俺は……」

「そうね……」

　リュッツィーは空を見上げて独り言のようにつぶやいた。

「不満があるなら、あなたが地球人。そして私がｂｉｏクラフトという事くらいかしらね……」




『フラットピット』の巨きよ大だいドリルが『ノーブルウィンド』に迫せまる。その全長ほどのドリルを相手にすると、三本あるとはいえ『ノーブルウィンド』の方が見た目には不利とも思えた。そしてその印象は、当の『ノーブルウィンド』のパートナー高科恵子も同じだった。




「どうするの、押おされてるんじゃないの？」

　そういう恵子の方を肩かたごしに一いち瞥べつしてアイシャは答える。

「あら、早速、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれましたの？　やっぱりあなたは私の……」

「そんな事、無いわよ！　あんたの方こそ、あのデカブツから逃にげ回っているんじゃないの！」

「恵子、戦せん闘とう制せい御ぎよはあなたの方でやっているんですよ。私が逃げているんじゃありません。あなたが逃げているんです」

　あからさまに挑ちよう発はつするアイシャに恵子は言い放つ。

「よぉし、そこまで言うならやってやろうじゃないの！」

　そして制御デッキにサテライトを構え仁王立ちになる。恵子の意識の中に周囲の状じよう況きようが入り込んで来る。周囲に映像も投とう影えいされているが、いちいちそれを確認しなくても三次元の位置関係が分かるのだ。

　なるほど、これは広所恐きよう怖ふ症しようの広大にはつらいわ。

　恵子はようやく広大の置かれていた状況を理解できた。

　そうしている間に後方からは通常サイズのポーン級。前方からは例の巨大ポーン級『フラットピット』が迫る。

「どちらから行きますか、恵子？」

「正面のデカブツ！」

　サテライトを振りかざして恵子は叫さけぶ。

「戦法は？」

「正面から！」

「単純ですわね」

　恵子の答えにアイシャは嘆たん息そくするものの、すぐに笑みを浮うかべる。

「でもそういうの嫌きらいじゃありません。ならば私もその意気に応こたえましょう。多重マルチプレッ回転クスターンモード、起動します」




　戦せん闘とうモードに入ってから『ノーブルウィンド』の三本のドリルは回転していた。しかし今度はその三本のドリルの基部が、さらに回転を始めたのだ。つまり『ノーブルウィンド』のドリルは二重に回転している事になる。

　それを目にしたプラクティカルサミットは驚きよう愕がくする。

「マルチプレックスターン!?　この騎士ナイト、まさか……！」

　そして二重回転するドリルを先に『ノーブルウィンド』は、『フラットピット』の巨大ドリルに正面から飛び込んでいく。

「いかん、駄だ目めだ。下がれ『フラットピット』、お前だけでは……！」

　正面からドリルを突つき付け合っているのだ。下がった瞬しゆん間かん『フラットピット』は倒たおされる。もともとｂｉｏクラフトとしての『プラクティカルサミット』は『フラットピット』ほど戦闘向きではない。だがこうなると手段は選んでいられない。

「お前も後方から攻こう撃げきしろ。私も出る！」

『ノーブルウィンド』の後方から接近していたもう一隻せきのポーン級にそう指示すると、『プラクティカルサミット』も前線へと躍おどり出た。

　しかしその間にも見る間に『ノーブルウィンド』の三本のドリルは、『フラットピット』へと食い込みその船体を光の粒りゆう子しへと変えていく。

「プラクティカルサミット、こいつは何ですか!?　まったく歯が立た……」

　次の瞬間、全長２００メートル近くある『フラットピット』は、『ノーブルウィンド』によって真正面から貫つらぬかれてしまった。そして『フラットピット』は完全に沈ちん黙もくした。

「ナイト風情が！」

　補助クラフトならばいざしらず、ポーン級とはいえ預けられたｂｉｏクラフトを失ったとあっては、プラクティカルサミットとしてもおめおめ仲間の所へは戻もどれない。

　ましてや、今やあのナイトが同志となっている。ここで失態をさらす事は出来ない。

「挟はさみ撃うちにするぞ、おい……」

　残ったもう一隻のポーン級に指示を出そうとした時だ。通信回線が強制的に開かれ地球人の声が飛び込んで来た。

「おっと、二対一は卑ひ怯きようだぜ!!」

　声と同時に惑わく星せいカートランドの地上から閃せん光こうが走り残ったポーン級を劈つんざいた。いや、閃光ではない。ｂｉｏクラフトだ。

「女王クィーン……」

　衛星軌き道どう上じように姿を現したのは、先程、地表へ降下した短たん剣けん型ｂｉｏクラフト、『グロリアスドーン』。

「なぜ……！」

　プラクティカルサミットは歯は噛がみして絞しぼり出すようにつぶやく。

「なぜ、我らの志を理解してくれぬのですか。我らが女王たちよ!!」




「広大!?」

　突とつ然ぜん、上じよう昇しようしてくるなり『ノーブルウィンド』の後方から迫せまっていたポーン級を真っ二つにした『グロリアスドーン』に恵子とアイシャは怪け訝げんな顔をする。

「コツは掴つかんだぜ」

　映像回線が繋つながるなり、映し出された広大がサムズアップしてニヤリと笑いかける。

「つまりアレだ、周囲の状況を認識する前に、一発喰くらわせてやればいいんだ」

「へえぇ～～」

　自じ慢まんげな広大に、恵子は冷ややかな笑みで尋たずねる。

「じゃあもう一度、やってみせてよ。敵はまだ残ってるわよ」

　言われた広大の顔から得意げな表情が消える。

「いや、待て。それに一いつ旦たん、戦闘モードを解除して周囲の情報を遮しや断だんしないと……」

　しどろもどろになる広大に、恵子とアイシャは声を合わせて怒ど鳴なり付けていた。

「役に立たない！」




「不評です。不評。凄すごく不評です」

　接続シートに着いたティセは、恵子とアイシャからの思わぬ不評に、困こん惑わくしたように両手をぱたぱたさせる。

「いい考えだと思ったんだがなぁ」

　腕うで組ぐみをしたままため息をつく広大に、映像回線の向こうから恵子が言ってくる。

「まぁまぁ、広大はそこで見ていて。ちゃちゃっと片付けちゃうから」

　そうしている間にも『ノーブルウィンド』へ、残ったビショップ級『プラクティカルサミット』が急接近して来た。




「行くわよアイシャ！　トリプルローリングクラッシュ!!」

「…………………………はぁ？」

　ノリノリの恵子とは対照的に、アイシャは思いっ切り白けた表情で振ふり返る。

「なんですか、そのトリプル何とかって……」

「必殺技の名前♡」

「恥はずかしいから止めてください！」

　アイシャは悲鳴に近い声を張り上げる。

「ちゃんとマルチプレックスターンモードって名前が有るんですから、そんな恥ずかしい名前はいりません！」

「だってマルチ何とかって、はわわな感じであんまり強そうじゃないし……」

「名前で強さは決まりません!!」

「って、言うか……。アイシャ来た来た！　行くわよ!!」

　向こうもやる気のようだ。真正面から飛び込んで来るプラクティカルサミットに向かって恵子はサテライトを向ける。

「行けぇ～～！　トリプルローリングクラッシュ!!」

「もう何とでもしてください!!」




　三本のドリルを持つナイト級と、４本のドリルを持つビショップ級が惑星カートランドの上空で文字通り激げき突とつした。二重回転する『ノーブルウィンド』のドリルに、『プラクティカルサミット』の４本ドリルは電光を閃ひらめかせ対たい抗こうするが、徐じよ々じよにそして確実に押おされていく。やがて『ノーブルウィンド』のドリルは『プラクティカルサミット』へと食い込み、それを火花と光の粒りゆう子しへと変えていった。

　宇宙空間では音はしない。しかし『グロリアスドーン』の制御デッキに着き、二次元表示のモニターでそれを見ていた広大は、パンと乾かわいた音が宇宙に響ひびいたように思えた。

『ノーブルウィンド』に貫つらぬかれた『プラクティカルサミット』は光となって宇宙空間に弾はじけ飛んだ。

「終ったかな……」

　見ている方が緊きん張ちようするな。そう思い広大は額に流れ落ちていた汗あせをぬぐう。その時だ。ティセが言った。

「いえ、まだ居ます。惑星より降下してくるルーク級ｂｉｏクラフトがいます」

「『スティープスロープ』です！」

　アイシャが叫さけんだ。
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「共生反対派に私たちが来るという情報が漏もれていました。『スティープスロープ』を確保してください。何か知ってるはずです！」

　高所恐きよう怖ふ症しようの広大の為ため、二次元情報で表示されるモニター上では、カートランドから上じよう昇しようしてくるルーク級が見える。

「ティセ！」

　しかしティセはあまり乗り気ではないようだ。

「別に攻こう撃げきしてこないのならば、追う必要も無いのではありませんか」

「でもティセさま。共生反対派は何からの手段でＵＮｂＡＲから情報を入手してます。『スティープスロープ』はそれを……」

　その時だ。突とつ然ぜん、現れたものがいた。

　多元適応カモフラージュの下で隠かくれ、虎こ視し眈たん々たんと機会を窺うかがっていたのだ。戦せん闘とうに気を取られていたティセたちは彼女の存在に気付かなかったのだ。

「ティオ」

　その姿にティセはつぶやき、そしてアイシャは叫んだ。

「トランクルナイト!?」

　ゆらりと空間から浮うかび出たそれは、先せん端たんに二枚の刃やいばのようなものを持った棒状の物体。全長は80メートルほどだろうか。次の瞬しゆん間かん、その二枚の刃が変形する。一方は後方へ折おり畳たたまれながら開き鉤かぎ爪づめのようになり、一方は反対側に大きく湾わん曲きよくしながら伸のびていく。その姿は宇宙空間を疾しつ駆くする巨きよ大だいな鎌かまだ。

　巨大な鎌は目に見えぬ腕うでに操られるように『スティープスロープ』へ接近すると、まず鉤爪でその憐れなｂｉｏクラフトをつかみ取り動きを封ふうじる。

　そして獲え物ものを放るように投げ出すと、文字通り返す刀といったように、反対側の大鎌の刃を『スティープスロープ』へと振り下ろした。

　そして『スティープスロープ』はその船体の中央からいとも簡単に真っ二つにされ、そして『フラットピット』や『プラクティカルサミット』同様、光の粒子となって消えていく。

　後に残されたのは『スティープスロープ』の残ざん滓しである光の粒子を浴び、星々の海に浮かぶ大鎌。それは美しくも禍まが々まがしい姿に広大は思えた。

「紹しよう介かいします。広大。妹のトランクルナイトです。ティオと呼んでください」

　相変わらずの調子でティセは言うが、広大としてはとても気持ちの切り替かえが出来る状態ではない。

「駄だ目め～～っ！」

　突然、声が響く。ティオの声かと思ったが、広大にも聞き覚えのある声だ。

「駄目だよ、お姉ちゃんも、ティオも!!　ケンカしちゃ駄目なんだから!!」

　映像回線が開かれ、ティルの姿が映し出される。

「大だい丈じよう夫ぶです、ティル。お姉ちゃんはもうティオとケンカなんかしません。そうですよね。ティオ」

　ティセはそうトランクルナイトに呼びかけたが、ティオと呼ばれたその妹は何も答えなかった。




「行きましょう。ティオ。終ったわ」

　背後からそう呼びかける桜子の声にティオは我を取り戻もどす。制御デッキで大鎌状のサテライトを構えたままの桜子に、ティオは後ろめたそうな視線を送る。しかし桜子は敢あえてそれから目を逸そらして繰くり返した。

「帰りましょう、ティオ」




　トランクルナイトは刃を折り畳んだ巡じゆん航こうモードへ再変形すると、見る間に加速していきティセたちの前から消えた。

「難なん儀ぎな妹ですね」

　ティセは独り言のようにそうつぶやき、今度はティルの方へと言った。

「ティル、お姉ちゃんと一いつ緒しよに帰りましょう」

　ティセのその言葉にティルはハッとして戸と惑まどいを表情に浮かべる。そのまま両手をぐるぐる振ふり回しながら何事か考えていたようだが、やがてその動作を止めるとティセに向かって言った。

「ひ、一人で帰れるもん！」

　学校や遊びに行った先から帰宅するわけでもあるまいし……。呆あきれる広大だが、ティセはなにも言わない。ティルが通信回線を切ってしまってから、広大の方へと振り返ると言った。

「難儀な妹たちですね」

　広大にはそう言うティセがわずかに微笑ほほえんでいるように見えた。




　貴風たかぜ愛あい紗しや。

　その文字が書かれた黒板の前には、長い黒くろ髪かみを頭の両りよう脇わきと後でまとめた少女の姿が有った。

「貴風愛紗です。今日はご迷めい惑わくをおかけして申し訳有りません」

　そういうとアイシャは黒髪を揺ゆらして頭を下げる。アイシャが言っているのは、広大と恵子、そしてティセに空港へ迎むかえに来てもらったという事。手はず通りに内山田が生徒にはそう説明しておいたのだ。何とか昼前には地球へ帰き還かんできた事もあり、異例ではあるがアイシャは帰りのＨＲの時に自己紹介となったのである。

「まぁ転校生が続いてみんなびっくりしてると思うけど、こんな事くらいゲームやマンガでは日常茶飯事だ！」

　わけの分からない前置きをしてから内山田は改めて説明する。

「実のところ貴風さんと栄さかえさんは、ちゃんと入学試験を受けていて、本来は四月から通うはずだったんだ。でも二人ともご両親の仕事の都合で、来日が遅おくれたというわけさ」

　そういうとハリウッド映画の俳優のように肩かたをすくめてみせる。そんな内山田に挙手して委員長の後うしろ崎ざき孝たか郎おが尋たずねた。

「そういう設定ですか？」

「そういう設定だ」

　胸を張ってそう答える内山田に教室は爆ばく笑しように包まれる。どこか妙みような雰ふん囲い気きを持つ内山田の存在もあり、いささか理り不ふ尽じんな出来事にもみんな慣れてしまったようである。内山田を送り込んだＵＮｂＡＲの人選は今のところ間ま違ちがってはいなかったと言えよう。あくまで今のところではあるのだが。

「アイシャ」

　ティセが自分の席からアイシャへと手を振る。

「明日から同じクラスですね」

　そう言うティセにアイシャは微笑みうなずき返す。

「はい」
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「それで恵けい子こ……」

　アイシャは頭にタオルを掛かけたままで恵子に尋ねる。

「なぜ私と恵子が一緒にお風ふ呂ろに入らなければならないのですか？」

「だってほら、日本では古来、親交を深めるには裸はだかの付き合いって言うじゃないの？」

　アイシャの横で湯船に浸つかった恵子は上じよう機き嫌げんでそう言う。

「うちって何か知らないけど、父娘二人暮らしにしては、お風呂は大きいのよね」

　恵子の言う通り、彼女の自宅の風呂はかなり立派なものだ。恵子とアイシャが湯船に浸かってもまだ余よ裕ゆうがある。

　ティセがそうだったように、アイシャも恵子の自宅に一緒に住むことになった。勤め先から急に呼び出された恵子の父は、一人娘ひとりむすめがｂｉｏビオクラフトと契けい約やくしたと聞き、さすがに驚おどろきは隠かくせなかった。契約したｂｉｏクラフトが同居、またしばらくこの事実は伏ふせて欲しいとＵＮｂＡＲから依い頼らいされて、一応は承しよう諾だくしたものの、まだ事態を完全に飲み込めてない節もある。

「それにしても、アイシャって肌はだ白いわねぇ。うらやましい」

　恵子はそう言いながらアイシャの肩につっと指先を走らせる。アイシャがビクンと身を震ふるわせた事で調子に乗ったのか、恵子はいきなり背後からアイシャに抱だきついた。

「胸を大きいわねぇ。私と同じくらい？　もっと大きいかしら」

「ちょ、ちょっと止めてください！　恵子、あなたはそういう性せい癖へきだったんですか!?」

「んにゃ、今のところは」

　身体を離はなして顔の前で手を振ふってみせる恵子だが、アイシャはまだ警けい戒かいしているようだ。

「手つきが嫌いやらしかったです！」

「なによぉ、あんたの方こそ怪あやしいんじゃないの？」

「何がですか？」

　憮ぶ然ぜんとするアイシャに恵子はニヤリと笑いながら言った。

「ティセとはどういう関係？」

「はい……？」

　思わぬ質問にアイシャはぽかんとするだけだ。そんなアイシャに向かって、恵子はしなを作って物まねをしてみせる。

「だって『ティセさまぁ～～♡』じゃないの。普ふ通つうじゃないでしょ、絶対。あれは愛よね、愛！」

「違ちがいます！　いえ、違いませんけど。だから、普通じゃないんじゃなくて、普通なんですが、愛とは……。愛しているのかもしれませんが、それはあなたの言うような……」

「前隠す！」

　しどろもどろのまま反論しようとしたアイシャは、自分でも気付かぬうちに湯船から立ち上がりかけていた。恵子に言われたアイシャは、慌あわてて口元まで身体を湯に沈しずめてしまう。その頬ほおが真っ赤になっているのは、湯の熱さだけからではあるまい。

「その……、私たちの感情を地球人に分かりやすく説明するのは難しいです。確かに私はティセさまが好きです。それはでも、なんと言うか……。敬愛とか崇すう拝はいに近いのかも知れません」

「ま、そう言う事にしましょう。でも一つ、これだけは言っておくわよ」

　ようやく肩かたを湯から出したアイシャは、恵子の言葉に怪け訝げんな顔をした。

「ティセさまは止めなさい。さまは」

「え、でもそれは……。じゃあなんとお呼びすればいいんですか？」

　意外なくらいに動どう揺ようするアイシャに恵子は答える。

「普通にティセとか」

「いけません！　そんなおおそれ多い」

「だってみんな普通にティセって呼んでるのよ。気にする事ないでしょ？　ティセだって何も言わないと思うし。クラスメートなのにさま付けは変じゃないの」

「それはそうですが……」

　後の言葉を飲み込んでしまい、アイシャはまた口元まで湯に身体を沈めてしまう。そんなアイシャに向かって、恵子はパンパンと手を叩たたきながら言う。

「じゃあ早速練習ね。ティセ。はい、復唱」

「ティセ……、さま」

　後に小さな声でさまと付け加えたが、恵子は耳ざとくそれを聞きつけていた。

「駄だ目め！　ティセ！」

「ティセ……、さま」

「駄目だって！　ちゃんと言えるまで、今日はお風呂から出さないからね!!　はい、ティセ！」

　妥だ協きようする気配のない恵子に、さすがのアイシャも思わず泣き言を洩もらす。

「なぜこんな人が私のパートナーなんですか、ティセさまぁ～～!!」

「駄目、ティセ！」




　辺りはすっかり暗くなっている。上かみ温おん湯ゆの屋や敷しきの花か壇だんにも人ひと影かげはない。そこに立ったままティルは、明るい窓を見上げていた。

　結局、ティルは夕方、約束の時間に静しず花かの元へ来る事は出来なかった。来ようと思えば来られた。しかしティルは迷っていたのだ。

「やっぱり、私と契けい約やくしてちゃ静花に迷めい惑わくだよね」

　そうつぶやく。

　惑わく星せいカートランドでティルたちを待ち構えていたｂｉｏクラフトの目的が何なのかまだ分からない。しかし目的によってはティルのパートナーである静花にも干かん渉しようしてくるだろう。場合によっては危険が及およぶ事もある。

　静花をそんな目に遭わたくない。ティルはそう考えていた。契約はその気になれば一方的に破は棄きすることも出来る。ここに来るまで、ティルは何度もそうしようとしていた。

　しかし出来なかった。

「だって私は静花が好きだもん。友達でいたいんだもん」

　そうつぶやくティルの双そう眸ぼうから涙なみだがこぼれ落ちる。その時だ。屋敷の正面に有る扉とびらが開いた。中から誰かが出てくる。それが誰であろうと地球人である限り、量子ブラインドに包まれたティルの姿を見通す事は出来ないはずだ。

「静花……」

　白いワンピース姿の少女は上温湯静花だった。それを目にした瞬しゆん間かん、ティルは何か安心できたような気がした。

　静花の姿を見ることが出来た。これでいいんだ。静花のためにも、契約は解除しよう。それが二人の為ためなんだから……。

　しかし静花は何かを捜さがすように、だが確実にティルの側へと歩みよって来るではないか。ティルは自分の方へ近づく静花から離はなれるように、数歩後退る。だがそれ以上は動けなかった。何かを、いや自分を捜しているであろう、静花の瞳ひとみを見ると、そこから動くことが出来なかったのである。

　そして静花はティルの周囲に張はり巡めぐらされた量子ブラインドの中へと入ってきた。その目には突とつ然ぜん、現れたように見えるであろうティルの姿にも、静花は驚おどろくことは無い。

　静花はいつものようにティルに微笑ほほえみかけて言った。

「今日は遅おそかったね」

　普ふ段だんの約束より数時間も遅かったと言うのに、静花はそれ以上、ティルに問う事はしなかった。それで充じゆう分ぶんだった。静花にもティルにも充分だったのである。

　ティルは自分でも気付かぬうちに泣きじゃくりながら静花に抱だきついていた。

「静花、静花！　御ご免めんね、一いつ緒しよにいようね。これからも一緒に……」

「うん、ティル。私たちは一緒だよ。もう一人じゃないのよ、私たちは……」

　そう言いながら静花はティルのオレンジ色の髪かみをそっとなで続けていた。







テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン

第二回「アイシャで遊ぼう！」








アイシャ　「ちょっと、ちょっと何ですか、これは！」

恵子　　　「何って何が？」

アイシャ　「今回のテキストラジオのタイトルです。一体なんですか、これは？」

恵子　　　「アイシャで遊ぼう！　だけど？」

アイシャ　「アイシャと遊ぼうならまだ分かります。でもなぜアイシャで遊ぼうなんですか!?」

恵子　　　「そりゃ簡単よ。あんたって典型的いじられキャラだし」

アイシャ　「はい？」

ティセ　　「なるほど、アイシャはいじられキャラだったのですね」

アイシャ　「もう、ティセさままで！」

広大　　　「まぁいじられキャラだよな。アイシャは。生き真ま面じ目めだし」

アイシャ　「広大まで！　ティセさまも何とか言ってください!!」

ティセ　　「（聞いてない）いじられキャラとは素晴らしいものですか？」

恵子　　　「まぁ、ケースバイケース？」

ティセ　　「それは微び妙みようですね。微妙です。微妙」

広大　　　「まぁいじられキャラってのは、それだけで立つわけじゃないからなぁ。他に突つっこみ役とか必要だし」

恵子　　　「ちょっと待ってよ、それじゃ私がアイシャの突っこみ役って事？」

ティセ　　「それは漫まん才ざいというもののシステムに似ていますね」

広大　　　「いや、似てるんじゃなくてそのものだ」

ティセ　　「広大、私は素晴らしい事実に気がつきました」

広大　　　「……なにがどう素晴らしいのか分からないけど、まぁ言ってみろ」

ティセ　　「アイシャがいじられキャラだと、それの相方というものに相当する恵子もいじられキャラになりそうです」

広大　　　「まぁ、そう言えなくもないな」

恵子　　　「ちょっとちょっと、私もいじられキャラなわけ？」

アイシャ　「ほほほ、人を呪のろわば穴二つというものですわね」

恵子　　　「だから、あんたはそういう所がいじられ系だって言うのよ。そもそも大和撫なで子しこ風ドジっ子なんて、いじられキャラ以外の何者でもないでしょ」

アイシャ　「それを言ったら巨乳幼なじみなんて、噛かませ以外の何者でもないですわよ」

恵子　　　「なによ、私は最初から広大とフラグ立てようなんて気はないんだからね！」

ティセ　　「広大、これがツンデレというものですか？」

広大　　　「……まぁ、近いかもしれないな」

ティセ　　「素晴らしいですね、恵子。ツンデレだそうですよ」

恵子　　　「いや、別に素晴らしくもないんだけど……。でも属性の話で思い出したけどさぁ」

広大　　　「なんだよ、恵子。あらたまって」

恵子　　　「だってほら、不思議ちゃんがティセ」

ティセ　　「私は不思議ちゃんというものだったのですか？」

広大　　　「敢あえて言えばな」

恵子　　　「そんでもって、大和撫なで子しこ風ドジっ子がアイシャでしょ。ハンマー幼女がティルと。それだと……」

広大　　　「なんだ、そのハンマー幼女って昔のゲームの雑魚キャラみたいな分類は？」

恵子　　　「メイドさんと機き関かん銃じゆうと同じくらい、ハンマーと幼女って映える組み合わせなのよ！」

ティセ　　「では私も映えたいと思います。不思議ちゃんというものに映える組み合わせは何ですか？」

恵子　　　「え～～と……、小動物？」

広大　　　「でもティセ自身が小動物っぽいって話をしていただろ？」

ティセ　　「困りましたね。困りました。これでは私が映えません」

アイシャ　「つまりティセさまはご自身で映える組み合わせを持っているという事ですわ。さすがはティセさまです！」

ティセ　　「なるほど、アイシャは素晴らしい事を言いますね」

恵子　　　「なんか綺き麗れいにまとめようとしてるわね……、このいじられキャラが」

アイシャ　「だから誰がいじられキャラだと……」

広大　　　「まぁ待てよ。アイシャ。ところで恵子、さっき何か言いかけていただろう？」

恵子　　　「うん。不思議ちゃん、ドジっ子、ハンマー幼女と来たら、次辺りはいよいよ……」

広大　　　「いよいよ？」

恵子　　　「いよいよ、ゴスロリかなっと思って！」

広大　　　「はははは、まさかなぁ」

恵子　　　「そうよねぇ、今どきゴスロリ。それもこの期に及およんでなんて……！　で、どうしたの。いじられキャラさん？」

アイシャ　「いえ、ちょっと……。嫌いやな予感がしたもので……」







桜子　　　「あら、ティオ。風か邪ぜ？」

ティオ　　「ｂｉｏクラフトは風邪は引かないわ。でもどうしてそう思ったの、桜子？」

桜子　　　「いえ、あなたがくしゃみでもしてそうな空気だったから。まぁ、いいわ。それはそうと、ついでに一つ聞いていい？」

ティオ　　「なに、改まって？」

桜子　　　「いえ、ちょっと気になったんだけど。……あなた、歳としいくつ？」

ティオ　　「（ギクッ）び、ｂｉｏクラフトに年ねん齢れいは関係ないわ！」

桜子　　　「でもホロン体の肉体年齢はあるんでしょう？　あの不思議ちゃんとかハンマー幼女が、あなたを妹扱あつかいしていたって事は……」

ティオ　　「……関係ない！　関係ない!!　年齢は関係ないの!!」

桜子　　　「そうね」

ティオ　　「そうよ」

桜子　　　「どうせ次の巻で分かりそうだし」

ティオ　　「関係ないって言ってるでしょ!!」









あとがき







　年末に購入された皆さま。

　本年もお世話になりました。来年もよろしくお願いします。




　新春に購入された皆さま。

　明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。




　そんなわけで二巻です。なんか今回は図らずも百ゆ合りん百合んになってしまいました。特に意識していたわけではなのですが、一体なぜなのでしょうか。一説によるとドリルと百合は相性が良いとも言いますし、そんな理由もあるのかも知れません（笑）。

　私はあちらこちらのレーベルで作品を出させて頂いておりますが、ノベライズや編集部からの要望など特別な事情がない限り、そこでの最初の作品は、各レーベルのカラーに合わせるようにしております。しかしＨＪ文庫は完全な新規立ち上げレーベル。実のところ私は完全な新規立ち上げレーベルのスタートに立ち会わせて頂くのは初めてだったのです。そんなわけでＨＪ文庫のカラーというものが分からない中でのスタートでしたが、幸いな事に『グロリアスドーン』も、特にラインナップの中で浮いたりすることもなく、無難に読者の皆さんに受け入れられたようです。しかしＨＪ文庫の創刊から半年余り。ＨＪ文庫のラインナップを見てみると、結構、多いですね。メカもの。他のレーベルと比較しても、明らかに広義のメカものが多いように思われます。

　やはりこの辺はさすがホビージャパンというところでしょうか。こういう作品を書いているだけあって、私もメカものが好きなので、個人的には嬉しい傾向です。




　メカものと言えばよく尋ねられる事があるのです。

「なぜ巨大ロボットものを書かないのですか？」

「ひょっとして巨大ロボットは嫌いなのですか？」

「だって戦艦よりロボの方が強いに決まってるじゃないですか」

　まぁ、三つ目はともかくとして……（笑）。

　アンドロイド等の等身大の人型ロボットが出てくる作品はありましたが、確かに私は今までに巨大ロボが出てくる作品を書いた事がありません。

『グロリアスドーン』も主役メカは宇宙船でロボではありません。他の作品も主役メカに相当するのはいずれも宇宙船、宇宙戦艦でロボではありません。

　一方でいわゆるライトノベルでは、アニメやゲームと同様、巨大ロボものというのは一つのジャンルとなっております。

　確かになぜ書かないかと言われても仕方のない事かもしれません。

　でも嫌いというわけでもないのですよ。実のところこれまでに何度か巨大ロボもの企画を出した事があります。実際、ＨＪ文庫さんとの打ち合わせでも、かなり早い時期にロボもののアイディアを提出した事があるのですよ。

　しかしなぜかいずれの場合も『没』なのですよね（笑）。

　もっとも私の考えるネタですから、ロボものと言っても、その時点であまり真っ当なロボものではないようです。私がロボもののアイディアを披露すると、大抵の場合、相手の編集さんは「ポカーン（ＡＡ略）」という顔をいたします。私自身は別におかしいといは思わないのですが、客観的に見るとなぜか凄く変なようです（笑）。

　読者の皆さんが「ポカーン（ＡＡ略））」とならないよう、執筆しない方が良いのかもしれません。

　いずれ機会があったらやってみたいのは事実ですが。その時は読者の皆さまに「ポカーン（ＡＡ略）」とされないような作品にしたいものです。




　さてそろそろページも埋まって参りました。

『グロリアスドーン』三巻ですが、予定通りなら五月頃に発売になる予定かと思います。

　また月刊ノベルジャパンの方にも不定期で『グロリアスドーン』の短編を掲載して行く予定ですので、こちらも楽しみにしてください。月刊ノベルジャパンのバックナンバーについては携帯電話でも購読できるようなので、ホビージャパン公式サイトの方でご確認ください。私の携帯はツーカーなので確認できません（笑）。

　それでは三巻でお会いしましょう。




庄司卓公式サイト「庄司卓完全攻略本」

http://www.syoji-sc.com/




庄司卓公式blog「庄司卓完全攻略ブログ（季節の言葉）」

http://blog.goo.ne.jp/syoji-takashi/







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]




item/image/cover.jpg





item/image/p115.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/p067.jpg





item/image/p149.jpg





item/image/p225.jpg





item/image/HJ_logo.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		ＰＨＡＳＥ―０１：００　朱～Vermilion～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０１　追跡者～Pursuer～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０２　学校～School～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０３　友達～Friend～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０４　パートナー～Partner～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０５　アイシャ～Isia～



		ＰＨＡＳＥ―０１：０６　少女たち～Girls～



		テキストＲａｄｉｏグロリアスドーン　第二回「アイシャで遊ぼう！」



		あとがき



		グロリアスドーン　ｂｉｏクラフト設定資料集



		奥付













Guide





		表紙



		目次













item/image/p253.jpg
W/ =TV I4YF

TAH « J=TNILRD bio 75Tk
g, (1 MEFRENBTLVICET 3,
2RIE80A—MVIEE,

FRONT VIEW

»=FEDRU)
RTER) %D, KU
¥n¥nzQEst

TOESt3ED TAE |

4
REAR VIEW \
P HIEBABRUD BHEBH
BHODRY2—ho ZARUVOE
BHBBEHRTERND

M bio”?57
[R=Y (B R)#]

RUIL DENEADF—ADRT T2 IDbio7 57 bo FRTR. T4 EXTAID
BEBELTEBTEIENBV (i) o BEHICbioICIF6 DDREMRN H 5D
T RINCF T DB HTHN TS, .

FRONT VIEW \






item/image/k002.jpg





item/image/k001.jpg





item/image/p015.jpg





item/image/p213.jpg





item/image/k004.jpg
il






item/image/k003.jpg
"“F-ﬂ’&ﬁ*@liﬂ‘é“ﬁﬁf; i
ZoL gz,

!“





item/image/ok.jpg
—PROFILE
Eﬁ E LedLapL

[0 94X - FEIVR] (BXRI7VIITXE) [CTIHRT
Ea—,
RFREC [ZNDIT | FEEETES - ] YU-X (BXRI 757
XE) . [hoAVIIRRAY—YvT] VU= (D7 IBXE) B

ii? LEESL

[FIAZI - RZvo 1] o [BREIU7] YU-XELTRIT 7 VFITX
B)EEDEY 17 VEZEBHT DA SR M—5—, MliEBENCIRETED
BIISERIEDN D 7 V2R T LRI T LS.

a

Wk,
» L/ D
KT

o

%,
Terry

%

iﬁ]rﬂ HIY

JRY7AF—r 2

BRI YETES

200741 1H  MIRRZEAT

FEH— W 5

HN=4 T A b WFEHT ®T— W K

RATH—IT R
FATHT—HASH AR E— Vv 8 T1510053 HEHREAK M 4 A2-15-8

K ©2007 Takashi Syoji

)






item/image/p252.jpg
| l“'iyﬁ)}/‘i‘ff Forvarve—r)

FLEDKK, T4 H "I TILFA B
\ \\ Dbio” T 7 MYlE, FEMHHEOMIC
NS SEOCIIRELTEY . BREE (A~

PV, 2RIF50X—MVIZE,

/ FRONTVIEW

ARNERBELICR, FSICEXD

[FEHDH] o HORNAEHF
TRT, FTHIYOFP LV M
BoTLS

VIE5N KM, COEE
TOURAL<HEHREEES
2o MBS [H1v)

T

NS ISR ITY
IRt . CTANINA VT
HO B T TP BN S

/ 1/ / /! <«
DKHFE OHORAR QEABHD OFABIH'R g) ‘
OFANRT  180°0E SAR =5H8E
PEEULT ns ’

ABHTTVr-ORF TR BEA






item/image/p251.jpg
B 77 AN AZ vy e—F)

T EDHEKTRALYBIRD b0 T 7 MU, N —RODANR—Z
Ty7ll £RIFBOXA—MUIEE, RITHHE. ROBAVRIEL D, 1k
REG[HZIT75ILF (FEOBKE) |, ABRICENEERES LS,

FRONT VIEW ™\
VYIEOHRA (N\YI—AYRYv—D) &
BOUBTR EBOBFICB>THUKEE
HBENREE5XS

/ REAR VIEW

ANZRBODRORE BHICTY
AV ENICKPEHTEE, LBICH
BB [H57T]

e It 4o

Fr §Raps.
N Bozedsun
EN - #ongoa3eh

P LERBDTHENBH—E
W<DHEBOED, COLIB
ERAED 0 COTIHIC
ROAATVSIS, SEDLT
COBRENZECIEIIDD






item/image/p250.jpg
)7l hio” 57 MR

Fo1v - 152 b MRIFRES

ARCES T2 ANEOBGRE B, TR 7 ERI Gk, 2 has

[bioZ 77 Tdh %o

FAEZIZLDHELTbioZ F7 M3 ERAL BT HEEIELLTE
TR (R k) LI NTEREERL %0 ZOR—I TP N Sbio”
FTNDEDL, AR—AY y T HBOREER 2 BRMIL L),

B a7 A=Y ovarve—r)

2R204—MVEET, MANERIRDbiIoVFT K,
MEIL. 2BOLS LREDH BAIE, BHRER—

-3 (RADENR) | £

L.ZDOTFHSELDXDIANRERT,
FRONT VIEW \

BHCRID—EHI T K

v QR EBHOES
ELOTREE. 5L






item/image/p002.jpg
O$8 - NN~ SiRbEN

TR SRERE





item/image/p001.jpg
N

JOU7RXAkK—=2

DLIFHEICHES

ET =

HIX E

N

L






item/image/p127.jpg





item/image/p049.jpg





item/image/p209.jpg
7\
N
yf(/(j(’(’

[





